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は じ め に

平成７年３月を第１報として発刊いたしました「鳥取県がん検診実績報告書」が、今回で第２０報と

なります。

この２０年間を振り返ってみますと、他県に先駆け、平成７年度から肝臓がん検診及び陽性者への

フォローアップ事業を開始したほか、平成１２年９月から、胃がん一次検診における内視鏡検査の導入

の推奨を行ってきました。また、講習会の強化、精密検査医療機関登録条件の見直しなど、鳥取県独

自の方式により、検診の質的向上を図ってきました。

このような中、胃内視鏡検診については、平成１９年度より国立がん研究センターがん予防・検診研

究センター 濱島ちさと先生、山陰労災病院の謝花典子先生らが共同研究者となって、「胃内視鏡検

診の有効性評価に関する研究」が行われてきました。そして、昨秋、その研究成果が、濱島先生らに

よって論文として発表され、この論文で、胃内視鏡検診が死亡率低下に有効であることが初めて証明

されました。今後、おそらく、国の胃がん検診のあり方が少し見直されてくるものと思います。

また、健対協を中心としたこれまでの鳥取県における各種がん検診の精度管理に関する取り組みが、

昨年、国立がん研究センターから高く評価され、鳥取県をモデルにして、全国の精度管理体制を作る

こととなりました。

このように、鳥取県は、小さい県ではありますが、がん検診においては全国の最先端を走っている

と評価された訳です。これは、県や市町村、鳥取大学医学部及び鳥取県医師会が、永年にわたって一

体となって築き上げてきたものであり、節目の「第２０報」の発刊にあたり、誇らしく思っております。

一方、鳥取県における７５歳年齢調整死亡率は、年々減少傾向にはあるものの、この１０年余り全国平

均よりも高い状態が続いています。また、がん検診の受診率は国の目標値である５０％にはまだ及びま

せんし、要精検率が国の許容値を超えている部門もあります。

鳥取県健康対策協議会は、今後も引き続き、検診受診率の向上に取り組むとともに、検診の質及び

精度管理の更なる向上を図り、鳥取県における総合的ながん対策に寄与していきたいと存じます。

ここに、平成２４年度検診実績について取りまとめました。本誌が今後の事業展開のための指標とな

るよう願っております。

平成２６年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 魚 谷 純
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Ⅱ．平成２４年度各がん検診事業実績





指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数
※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出
することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推
計対象者数」とする。
各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務）

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上
乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）
子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。
肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者
（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、①基本健康診

査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。②平成１４年～平成１８年度までの本事業か
らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数
３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合
４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数
５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合
６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数
７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合
８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数
子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合
１０．陽性反応適中度：要精密検査者のうち、がんとされた者の割合（平成２４年度報告から要精検者を
分母として算出）

１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に
おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



〈検診方法別結果〉

区 分
市町村数

受診者数（率） がん がん発見率（％）
実 施 未実施

Ｘ 線 検 診 １９ ０
１５，２５１

（３２．５％）
３３ ０．２１６

内視鏡検診 １５ ４
３１，７１１

（６７．５％）
１２４ ０．３９１

計
４６，９６２
（１００％）

１５７ ０．３３４

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
平成２４年度の対象者数対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が
示す算式により算定した推計値）は１９０，５５６人のうち、受診者数はＸ線検査１５，２５１人、内視鏡検査は
３１，７１１人で合計４６，９６２人、受診率は２４．６％で前年度より２，４４７人、１．２ポイント増加した。
受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は６７．５％で、年々増加している。
検査の結果、胃がんであった者は１５７人発見され（Ｘ線検査３３人、内視鏡検査１２４人）、がん発見率
は０．３３％であった。平成２３年度全国平均がん発見率０．１６％に比べ高い。例年と同様な傾向である。
Ｘ線検査でのがん発見率は０．２２％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．３９％である。
陽性反応適中度（がん／要精検査者）はＸ線検査２．４％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度
はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ６．４％であった。
確定調査の結果、確定癌は１５８例、発見癌率は０．３４％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は１５，２５１人で、受診率は８．０％である。一次検診の要
精検者は１，３９６人で、要精検率は９．２％で、前年度より０．９ポイント増加した。精検受診者数１，１６６
人、精検受診率は８３．５％で前年度より１．５ポイント増加した。車検診の要精検率８．６％。施設検診
は１１．５％で、依然として中部が１５．３％と高いが、平成２３年度の２６．６％に比べては改善されている。
精検結果は、胃がんであった者は３３人で、胃がん発見率は０．２２％であった。
国はプロセス指標として、要精検率許容値１１．０％以下、精密検査受診率目標値９０％以上、がん
発見率許容値０．１１％以上、陽性反応適中度許容値１．０％以上を指標としているが、鳥取県は精検受
診率以外は指標をクリアしており、精度の高い検診がおこなわれている。ただし、医療機関にお
けるＸ線検査では要精検率が高く、また、よりきれいな写真を撮る技術指導が必要である。

（２） 内視鏡検査は、１５市町村で実施され、受診者数は３１，７１１人で、検査結果は胃がんであった者は
１２４人が発見され、発見率は０．３９％であった。
内視鏡検査の組織診実施者数１，９５１人で、組織診実施率６．２％で、東部７．０％、中部８．４％、西部

４．７％で地域格差がある。また、陽性反応適中度（がん／組織診実施者数）は６．４％で、東部４．９％、
中部５．４％、西部８．９％であった。西部の組織実施率は４．７％と低いが、陽性反応適中度は８．９％と
高かった。
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〈検診機関別結果〉
（１） Ｘ線検診
・一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１２，１５１
（７９．７％） １，０４０ ８．６ ８．９ １０．０ ６．６

施 設 検 診
（病院・診療所）

３，１００
（２０．３％） ３５６ １１．５ １２．１ １５．３ ９．８

計 １５，２５１
（１００％） １，３９６ ９．２ ９．８ １０．２ ７．４

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診
率 （％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ８８１ ８４．７ ２８ ０．２３０ ０．２１８ ０．２４９ ０．２２５

施 設 検 診 ２８５ ８０．１ ５ ０．１６１ ０．２３６ ０．０００ ０．０８４

計 １，１６６ ８３．５ ３３ ０．２１６ ０．２２３ ０．２３６ ０．１９０

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数
組 織 診
実 施 者

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

病 院 ８，２７０ ５４６ ２１ ０．２５４ ０．２５８ ０．２１８ ０．２７０

診 療 所 ２３，４４１ １，４０５ １０３ ０．４３９ ０．３９３ ０．５６１ ０．４４０

計 ３１，７１１ １，９５１ １２４ ０．３９１ ０．３４１ ０．４５４ ０．４１８

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

〈圏域別結果〉
（１） Ｘ線検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん がん発見率

東 部 ６，２７３ ６１３ ９．８ ５２５ ８５．６ １４ ０．２２３

中 部 ４，２３２ ４３３ １０．２ ３５１ ８１．１ １０ ０．２３６

西 部 ４，７４６ ３５０ ７．４ ２９０ ８２．９ ９ ０．１９０

計 １５，２５１ １，３９６ ９．２ １，１６６ ８３．５ ３３ ０．２１６

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数 組織診実施者 実施率 がん がん発見率 適中度

東 部 １３，１８３ ９２３ ７．０ ４５ ０．３４１ ４．９

中 部 ４，４０６ ３６８ ８．４ ２０ ０．４５４ ５．４

西 部 １４，１２２ ６６０ ４．７ ５９ ０．４１８ ８．９

計 ３１，７１１ １，９５１ ６．２ １２４ ０．３９１ ６．４

※がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

５



２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成２４年度に発見された胃がん及び胃がん疑い２３５例について確定調査を行った結果、確定胃がん
は１５８例（一次検査がＸ線検査：車検診２６例、施設検診４例、一次検査が内視鏡検査：１２８例）であっ
た。発見癌率は０．３３９％であった。調査結果は以下のとおりである。
（１） 早期癌は１２４例、進行癌は３４例であった。早期癌率は７８．５％で、東部７５．８％、中部６９．０％、西部

８５．１％であった。
（２） 切除例は１５２例で、そのうち内視鏡切除が５９例で全体の約４割を占めている。非切除例が６例で、

手術拒否１例、手術不能５例であった。
（３） 性・年齢別では、男性１０１例、女性５７例であった。４０歳代で５例、５０歳代で５例、がんが見つ

かっている。
（４） 早期癌では「Ⅱc」が５８．１％で大半を占めている。進行癌では「２」、「３」が５５．９％を占めてい

る。また、分類不能の「５」は８例あった。
（５） 切除例の深達度は「t１a」が８２例、「t１b」が４２例であった。
（６） 切除例の大きさは２㎝以内が５０．７％であった。内視鏡検査では５４．５％で、小さいものが見つ

かっている。
（７） 早期癌の占拠部位では内視鏡検査で小弯が多くなっている。
（８） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstageⅠAが１５例で５０．０％、内視鏡検査ではstageⅠAが１０３例

で８３．１％であった。
（９） 前年度受診歴を有する進行癌は、東部６件、中部２例、西部３件で、前年度の受診結果は異常

なしが６例、胃ポリープ、慢性胃炎で精検不要が２件、精検未受診、未把握が３件であった。前
年受診歴がある者について、前年の結果が「異常認めず」のものが多いため、各地区で症例検討
すべきとの意見があった。この症例については、今後地区読影会において症例検討を行って頂く。

６



0
10
20
30

50

70

40

60

90
80

％
受診率・要精検率・精検受診率の推移

H19 H20 H21
受診率（X線＋内視鏡） 要精検率（X線） 精検受診率（X線）

83.0

7.5

79.2

8.2

25.8 22.7

81.6

7.5

22.7

83.3

7.8

23.0

82.0

8.3 9.2

23.4

83.5

24.6

H24H23H22
0.20

0.25

0.30

0.35

0.40
％

胃がん発見率・確定がん率の推移
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１９ 年 度 ２０ 年 度 ２１ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １７１，５３０ １８８，１８６ １８８，１８６
受 診 者 数（人） Ｂ ２０，５０７ ２３，７６５ ４４，２７２ １８，０９９ ２４，７００ ４２，７９９ １７，３５２ ２５，４４９ ４２，８０１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １２．０ １３．９ ２５．８ ９．６ １３．１ ２２．７ ９．２ １３．５ ２２．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １８，８１８ １６，７３６ １６，０５２
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，６８９ １，３６３ １，３００
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．２ ７．５ ７．５

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １，３３７ １，１３１ １，０６１
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７９．２ ８３．０ ８１．６

胃 が ん の 者（人） Ｉ ３５（６）１３１（３１） １６６（３７） ３１（５）１１３（４４） １４４（４９） ２９（６）１１４（３５） １４３（４１）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１７ ０．５５ ０．３７ ０．１７ ０．４６ ０．３４ ０．１７ ０．４５ ０．３３

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ２．１ ２．３ ２．２

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ３６ １２６ １６２ ３１ １２２ １５３ ２８ １１３ １４１
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１８ ０．５３ ０．３７ ０．１７ ０．４９ ０．３６ ０．１６ ０．４４ ０．３３

区 分
２２ 年 度 ２３ 年 度 ２４ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １８８，１８６ １９０，５５６ １９０，５５６
受 診 者 数（人） Ｂ １６，０８２ ２７，２１４ ４３，２９６ １５，０８０ ２９，４３５ ４４，５１５ １５，２５１ ３１，７１１ ４６，９６２
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８．５ １４．５ ２３．０ ７．９ １５．４ ２３．４ ８．０ １６．６ ２４．６

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １４，８２３ １３，８３３ １３，８５５
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，２５９ １，２４７ １，３９６
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ７．８ ８．３ ９．２

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １，０４９ １，０２２ １，１６６
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８３．３ ８２．０ ８３．５

胃 が ん の 者（人） Ｉ ２３（２）１１９（３５） １４２（３７） ２４（５）１３５（５０） １５９（５５） ３３（０）１２４（７８） １５７（７８）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１４ ０．４４ ０．３３ ０．１６ ０．４６ ０．３６ ０．２２ ０．３９ ０．３３

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．８ １．９ ２．４

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ２２ １１６ １３８ ２４ １３３ １５７ ３０ １２８ １５８
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１４ ０．４３ ０．３２ ０．１６ ０．４５ ０．３５ ０．２０ ０．４０ ０．３４

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、平成２４年度報告から要精検者を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

７



（２） 平成２４年度胃がんＸ線検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数（人）

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数
ｄ

異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
４０～４４歳 ２，１５８ ４，０４８ ２７４ ６０８ １２．７ １５．０ １４．２ ２３ ２０ ２５１ ５８８ ８．４ ３．３ ４．９
４５～４９歳 ２，３２６ ３，８５３ ２０２ ４８３ ８．７ １２．５ １１．１ １７ ２０ １８５ ４６３ ８．４ ４．１ ５．４
５０～５４歳 ３，０５８ ４，９７４ ２６０ ７０１ ８．５ １４．１ １２．０ ２６ ４３ ２３４ ６５８ １０．０ ６．１ ７．２
５５～５９歳 ４，９０８ ８，１８９ ４６７ ９６９ ９．５ １１．８ １１．０ ５６ ６３ ４１１ ９０６ １２．０ ６．５ ８．３
６０～６４歳 ９，８５４ １３，７９７ １，０６２ １，７７７ １０．８ １２．９ １２．０ １３０ １３５ ９３２ １，６４２ １２．２ ７．６ ９．３
６５～６９歳 １１，０６１ １４，５７４ １，１９９ １，５６１ １０．８ １０．７ １０．８ １４５ １２０ １，０５４ １，４４１ １２．１ ７．７ ９．６
７０～７４歳 １１，５８８ １６，０４９ ９９０ １，３６０ ８．５ ８．５ ８．５ １２４ １００ ８６６ １，２６０ １２．５ ７．４ ９．５
７５～７９歳 １１，６８９ １７，４５８ ８４７ １，１７０ ７．２ ６．７ ６．９ １１１ １０２ ７３６ １，０６８ １３．１ ８．７ １０．６
８０歳以上 １５，６６６ ３５，３０６ ６３５ ６８６ ４．１ １．９ ２．６ ９１ ７０ ５４４ ６１６ １４．３ １０．２ １２．２

計 ７２，３０８ １１８，２４８ ５，９３６ ９，３１５ ８．２ ７．９ ８．０ ７２３ ６７３ ５，２１３ ８，６４２ １２．２ ７．２ ９．２
合 計 １９０，５５６ １５，２５１ ８．０ １，３９６ １３，８５５ ９．２

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数（人）
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）
ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応適中度（％）
ｊ＝ｈ／ｄ

異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
４０～４４歳 １５ １６ ６５．２ ８０．０ ７２．１ ７ ２ ８ １４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
４５～４９歳 １３ １９ ７６．５ ９５．０ ８６．５ ３ ４ ９ １５ ０ ０ １ ０ ０．４９５ ０．０００ ０．１４６ ５．９ ０．０ ２．７
５０～５４歳 ２２ ３６ ８４．６ ８３．７ ８４．１ ８ ６ １３ ２９ ０ ０ １ １ ０．３８５ ０．１４３ ０．２０８ ３．８ ２．３ ２．９
５５～５９歳 ４３ ５５ ７６．８ ８７．３ ８２．４ ８ １１ ３５ ４４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
６０～６４歳 ９５ １２２ ７３．１ ９０．４ ８１．９ １７ ２４ ７２ ９６ ０ ０ ６ ２ ０．５６５ ０．１１３ ０．２８２ ４．６ １．５ ３．０
６５～６９歳 １１４ １０７ ７８．６ ８９．２ ８３．４ １９ ２５ ８９ ８０ ０ ０ ６ ２ ０．５００ ０．１２８ ０．２９０ ４．１ １．７ ３．０
７０～７４歳 ９４ ９１ ７５．８ ９１．０ ８２．６ ２０ ２１ ７３ ６８ ０ ０ １ ２ ０．１０１ ０．１４７ ０．１２８ ０．８ ２．０ １．３
７５～７９歳 ９０ ８８ ８１．１ ８６．３ ８３．６ １２ １６ ７３ ７１ ０ ０ ５ １ ０．５９０ ０．０８５ ０．２９７ ４．５ １．０ ２．８
８０歳以上 ８３ ６３ ９１．２ ９０．０ ９０．７ １１ １２ ６７ ５１ ０ ０ ５ ０ ０．７８７ ０．０００ ０．３７９ ５．５ ０．０ ３．１
計 ５６９ ５９７ ７８．７ ８８．７ ８３．５ １０５ １２１ ４３９ ４６８ ０ ０ ２５ ８ ０．４２１ ０．０８６ ０．２１６ ３．５ １．２ ２．４
合 計 １，１６６ ８３．５ ２２６ ９０７ ０ ３３ ０．２１６ ２．４

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診

受診者数（人）
a′

一次検診結果
要精検率（％）
c′＝b′／a′

要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計
保 健 事 業 団 ４，５８０ ７，２５４ ５２９ ４８２ ４，０５１ ６，７７２ １１．６ ６．６ ８．５
中国労働衛生協会 １３９ １７８ １８ １１ １２１ １６７ １２．９ ６．２ ９．１
病 院 ４４３ ７４１ ７６ ９２ ３６７ ６４９ １７．２ １２．４ １４．２
診 療 所 ７７４ １，１４２ １００ ８８ ６７４ １，０５４ １２．９ ７．７ ９．８

計 ５，９３６ ９，３１５ ７２３ ６７３ ５，２１３ ８，６４２ １２．２ ７．２ ９．２
合 計 １５，２５１ １，３９６ １３，８５５ ９．２

８
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精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.0％

胃がん
2.8％
異常認めず
19.4％

その他の疾病
77.8％

非上皮性悪性腫瘍
0.0％

その他の胃良性疾患
58.0％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

14.0％

胃腺腫（異型上皮）
1.9％
胃ポリープ
20.6％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

2.3％
胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

3.2％

・検診機関別要精検率の推移
一次検診機関 ２０ 年 度 ２１ 年 度 ２２ 年 度 ２３ 年 度 ２４ 年 度

保 健 事 業 団 ６．０ ６．４ ６．５ ７．６ ８．５
中国労働衛生協会 ８．９ １１．５ ８．２ ４．４ ９．１
車 検 診 小 計 ６．１ ６．５ ６．５ ７．６ ８．６
病 院 １６．２ １５．３ １７．５ １３．９ １４．２
診 療 所 ９．１ ９．１ １０．１ ９．９ ９．８
施 設 検 診 小 計 １１．３ １０．７ １２．３ １１．１ １１．５
合 計 ７．５ ７．５ ７．８ ８．３ ９．２

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数（人）
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′
陽性反応適中度（％）
h′＝f′／b′

異 常
認 め ず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
保健事業団 ４１６ ４３８ ７８．６ ９０．９ ８４．５ ７７ ８５ ３１８ ３４６ ０ ０ ２１ ７ ０．４５９ ０．０９６ ０．２３７ ４．０ １．５ ２．８
中国労働
衛生協会 １６ １１ ８８．９ １００．０ ９３．１ ２ ６ １４ ５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

車 検 診
小 計 ４３２ ４４９ ７９．０ ９１．１ ８４．７ ７９ ９１ ３３２ ３５１ ０ ０ ２１ ７ ０．４４５ ０．０９４ ０．２３０ ３．８ １．４ ２．７

病 院 ５５ ６９ ７２．４ ７５．０ ７３．８ １２ ９ ４１ ５９ ０ ０ ２ １ ０．４５１ ０．１３５ ０．２５３ ２．６ １．１ １．８
診 療 所 ８２ ７９ ８２．０ ８９．８ ８５．６ １４ ２１ ６６ ５８ ０ ０ ２ ０ ０．２５８ ０．０００ ０．１０４ ２．０ ０．０ １．１
施設検診
小 計 １３７ １４８ ７７．８ ８２．２ ８０．１ ２６ ３０ １０７ １１７ ０ ０ ４ １ ０．３２９ ０．０５３ ０．１６１ ２．３ ０．６ １．４

計 ５６９ ５９７ ７８．７ ８８．７ ８３．５ １０５ １２１ ４３９ ４６８ ０ ０ ２５ ８ ０．４２１ ０．０８６ ０．２１６ ３．５ １．２ ２．４
合 計 １，１６６ ８３．５ ２２６ ９０７ ０ ３３ ０．２１６ ２．４

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
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４
）
平
成
２４
年
度
胃
が
ん
Ｘ
線
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名
対
象
者
数

（
人
）

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診

率（
％
）
異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病
が
ん
疑
い

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５７
，４
３３

２，
１８
８

１，
５０
３

３，
６９
１

６．
４

１９
２

１８
１

３７
３

１０
．１

３１
５

８４
．５

３２
２７
６

０
７

２８
３

０．
１９
０

１．
９

米
子
市

４２
，４
４２

７５
５

９９
５

１，
７５
０

４．
１

４２
１０
４

１４
６

８．
３

１２
６

８６
．３

３１
９４

０
１

９５
０．
０５
７

０．
７

倉
吉
市

１７
，７
００

１，
１９
６

６３
１，
２５
９

７．
１

１２
４

１９
１４
３

１１
．４

１１
５

８０
．４

２９
８３

０
３

８６
０．
２３
８

２．
１

境
港
市

１１
，３
０７

９１
１５
０

２４
１

２．
１

６
１１

１７
７．
１

１４
８２
．４

５
９

０
０

９
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
８４
４

６５
６

０
６５
６

１３
．５

６１
０

６１
９．
３

５８
９５
．１

４
５２

０
２

５４
０．
３０
５

３．
３

八
頭
町

６，
５３
４

１，
２９
４

５４
１，
３４
８

２０
．６

１１
０

６
１１
６

８．
６

９５
８１
．９

１４
７８

０
３

８１
０．
２２
３

２．
６

若
桜
町

１，
７７
６

２８
５

１４
２９
９

１６
．８

２５
２

２７
９．
０

２６
９６
．３

６
２０

０
０

２０
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

３，
２６
３

１５
４

１２
５

２７
９

８．
６

１９
１７

３６
１２
．９

３１
８６
．１

３
２６

０
２

２８
０．
７１
７

５．
６

湯
梨
浜
町

５，
９６
４

７２
９

５
７３
４

１２
．３

７２
０

７２
９．
８

５８
８０
．６

１９
３８

０
１

３９
０．
１３
６

１．
４

三
朝
町

２，
７６
７

４３
８

１３
７

５７
５

２０
．８

４１
１１

５２
９．
０

３５
６７
．３

１１
２２

０
２

２４
０．
３４
８

３．
８

北
栄
町

５，
７２
９

７０
３

７
７１
０

１２
．４

６９
２

７１
１０
．０

６８
９５
．８

２０
４６

０
２

４８
０．
２８
２

２．
８

琴
浦
町

７，
２２
１

９５
１

３
９５
４

１３
．２

９４
１

９５
１０
．０

７５
７８
．９

１８
５５

０
２

５７
０．
２１
０

２．
１

南
部
町

４，
２２
１

４０
０

４３
４４
３

１０
．５

２２
１

２３
５．
２

１６
６９
．６

５
９

０
２

１１
０．
４５
１

８．
７

伯
耆
町

４，
５３
３

７０
３

０
７０
３

１５
．５

３９
０

３９
５．
５

３０
７６
．９

７
２１

０
２

２３
０．
２８
４

５．
１

日
吉
津
村

９９
５

２０
３

０
２０
３

２０
．４

１１
０

１１
５．
４

１１
１０
０．
０

５
４

０
２

６
０．
９８
５

１８
．２

大
山
町

７，
５０
３

５３
６

０
５３
６

７．
１

３０
０

３０
５．
６

２２
７３
．３

４
１７

０
１

１８
０．
１８
７

３．
３

日
南
町

２，
９６
６

３３
３

０
３３
３

１１
．２

４０
０

４０
１２
．０

３２
８０
．０

３
２８

０
１

２９
０．
３０
０

２．
５

日
野
町

１，
７８
３

２８
４

０
２８
４

１５
．９

１９
０

１９
６．
７

１７
８９
．５

３
１４

０
０

１４
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
５７
５

２５
２

１
２５
３

１６
．１

２４
１

２５
９．
９

２２
８８
．０

７
１５

０
０

１５
０．
００
０

０．
０

合
計
１９
０，
５５
６
１２
，１
５１

３，
１０
０

１５
，２
５１

８．
０

１，
０４
０

３５
６

１，
３９
６

９．
２

１，
１６
６

８３
．５

２２
６

９０
７

０
３３

９４
０

０．
２１
６

２．
４

東
部

７３
，８
５０

４，
５７
７

１，
６９
６

６，
２７
３

８．
５

４０
７

２０
６

６１
３

９．
８

５２
５

８５
．６

５９
４５
２

０
１４

４６
６

０．
２２
３

２．
３

中
部

３９
，３
８１

４，
０１
７

２１
５

４，
２３
２

１０
．７

４０
０

３３
４３
３

１０
．２

３５
１

８１
．１

９７
２４
４

０
１０

２５
４

０．
２３
６

２．
３

西
部

７７
，３
２５

３，
５５
７

１，
１８
９

４，
７４
６

６．
１

２３
３

１１
７

３５
０

７．
４

２９
０

８２
．９

７０
２１
１

０
９

２２
０

０．
１９
０

２．
６

※
１
が
ん
発
見
率
及
び
陽
性
反
応
適
中
度
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上

※
２
陽
性
反
応
適
中
度
は
、
平
成
２４
年
度
報
告
か
ら
要
精
検
者
を
分
母
と
し
て
算
出
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検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.2％

胃がん
0.4％

異常認めず
30.8％

その他の疾病
68.6％

非上皮性悪性腫瘍
0.1％

その他の胃良性疾患
60.0％ 胃潰瘍

（瘢痕を含む）
9.9％

胃腺腫（異型上皮）
1.6％
胃ポリープ
23.8％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

1.2％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

3.9％

（３） 平成２４年度胃がん内視鏡検診
１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数（人）

ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ３１５ ５９４ １４４ ２７３ １７１ ３１８ ０ ２ ０ １ ０．０００ ０．１６８ ０．１１０

４５～４９歳 ３０７ ６５３ ８８ ２８７ ２１７ ３６４ １ ０ １ ２ ０．３２６ ０．３０６ ０．３１３

５０～５４歳 ３９４ ９２１ １２４ ３３６ ２７０ ５８３ ０ １ ０ １ ０．０００ ０．１０９ ０．０７６

５５～５９歳 ６０３ １，２９７ １６２ ４１９ ４３４ ８７８ ４ ０ ３ ０ ０．４９８ ０．０００ ０．１５８

６０～６４歳 １，８９８ ２，８９７ ５０７ ９４２ １，３８０ １，９４５ ４ ３ ７ ７ ０．３６９ ０．２４２ ０．２９２

６５～６９歳 ２，５３２ ３，４８０ ６５４ １，１３６ １，８５６ ２，３３３ ９ ８ １３ ３ ０．５１３ ０．０８６ ０．２６６

７０～７４歳 ２，５８６ ３，４９４ ６４０ １，１３９ １，９２３ ２，３３７ １０ ９ １３ ９ ０．５０３ ０．２５８ ０．３６２

７５～７９歳 ２，０４０ ３，０３８ ５２１ １，０２１ １，４９２ ２，００４ ９ ４ １８ ９ ０．８８２ ０．２９６ ０．５３２

８０歳以上 １，８６３ ２，７９９ ４７４ ８８８ １，３６１ １，８８８ ８ ６ ２０ １７ １．０７４ ０．６０７ ０．７９４

計 １２，５３８ １９，１７３ ３，３１４ ６，４４１ ９，１０４ １２，６５０ ４５ ３３ ７５ ４９ ０．５９８ ０．２５６ ０．３９１

合 計 ３１，７１１ ９，７５５ ２１，７５４ ７８ １２４ ０．３９１

２）検診機関別

一次検
診機関

一次検診
受診者数（人）

a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ３，３８５ ４，８８５ ６４７ １，２１０ ２，７０２ ３，６５０ ２１ １９ １５ ６ ０．４４３ ０．１２３ ０．２５４

診療所 ９，１５３ １４，２８８ ２，６６７ ５，２３１ ６，４０２ ９，０００ ２４ １４ ６０ ４３ ０．６５６ ０．３０１ ０．４３９

計 １２，５３８ １９，１７３ ３，３１４ ６，４４１ ９，１０４ １２，６５０ ４５ ３３ ７５ ４９ ０．５９８ ０．２５６ ０．３９１

合計 ３１，７１１ ９，７５５ ２１，７５４ ７８ １２４ ０．３９１

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
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３）平成２４年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名

検 査 結 果 別 人 員

受診者数
組織診
実施者数

組織診
実施率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

がん疑い がん 有所見者
がん発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ Ｊ＝Ｇ／Ｂ

鳥 取 市 １１，６３８ ７９５ ６．８ ２，００５ ９，５６２ ３３ ３８ ９，６３３ ０．３２７ ４．８

米 子 市 １０，２４０ ４４２ ４．３ ３，６５８ ６，５３４ ３ ４５ ６，５８２ ０．４３９ １０．２

倉 吉 市 １，４６０ １３６ ９．３ ８２１ ６２９ ４ ６ ６３９ ０．４１１ ４．４

境 港 市 ２，２８０ １０８ ４．７ ７９４ １，４７４ ５ ７ １，４８６ ０．３０７ ６．５

岩 美 町 ２４５ ４２ １７．１ １０ ２３５ ０ ０ ２３５ ０．０００ ０．０

八 頭 町 ６８１ ４８ ７．０ ８７ ５８９ １ ４ ５９４ ０．５８７ ８．３

若 桜 町 ２２９ １３ ５．７ ２５ ２００ ３ １ ２０４ ０．４３７ ７．７

智 頭 町 ３９０ ２５ ６．４ ２９ ３５８ １ ２ ３６１ ０．５１３ ８．０

湯梨浜町 ９３５ １０１ １０．８ ４９８ ４２６ ７ ４ ４３７ ０．４２８ ４．０

三 朝 町 ８２ ０ ０．０ ５５ ２７ ０ ０ ２７ ０．０００ ０．０

北 栄 町 ７５９ ６４ ８．４ ３６６ ３８７ ４ ２ ３９３ ０．２６４ ３．１

琴 浦 町 １，１７０ ６７ ５．７ ５７０ ５８８ ４ ８ ６００ ０．６８４ １１．９

南 部 町 １，１４２ ８４ ７．４ ６７８ ４５１ １０ ３ ４６４ ０．２６３ ３．６

伯 耆 町 ２２７ ９ ４．０ ５１ １７３ ３ ０ １７６ ０．０００ ０．０

日吉津村 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

大 山 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日 南 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日 野 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

江 府 町 ２３３ １７ ７．３ １０８ １２１ ０ ４ １２５ １．７１７ ２３．５

合 計 ３１，７１１ １，９５１ ６．２ ９，７５５ ２１，７５４ ７８ １２４ ２１，９５６ ０．３９１ ６．４

東 部 １３，１８３ ９２３ ７．０ ２，１５６ １０，９４４ ３８ ４５ １１，０２７ ０．３４１ ４．９

中 部 ４，４０６ ３６８ ８．４ ２，３１０ ２，０５７ １９ ２０ ２，０９６ ０．４５４ ５．４

西 部 １４，１２２ ６６０ ４．７ ５，２８９ ８，７５３ ２１ ５９ ８，８３３ ０．４１８ ８．９

※１ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
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（４） 平成２４年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数
（人）

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果および内視鏡検査結果別人員

Ｘ 線
受診者

内視鏡
受診者

計
受診率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

が ん
疑 い

が ん
有 所
見 者

がん発見率
（％）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５７，４３３ ３，６９１ １１，６３８ １５，３２９ ２６．７ ２，０３７ ９，８３８ ３３ ４５ ９，９１６ ０．２９４

米 子 市 ４２，４４２ １，７５０ １０，２４０ １１，９９０ ２８．３ ３，６８９ ６，６２８ ３ ４６ ６，６７７ ０．３８４

倉 吉 市 １７，７００ １，２５９ １，４６０ ２，７１９ １５．４ ８５０ ７１２ ４ ９ ７２５ ０．３３１

境 港 市 １１，３０７ ２４１ ２，２８０ ２，５２１ ２２．３ ７９９ １，４８３ ５ ７ １，４９５ ０．２７８

岩 美 町 ４，８４４ ６５６ ２４５ ９０１ １８．６ １４ ２８７ ０ ２ ２８９ ０．２２２

八 頭 町 ６，５３４ １，３４８ ６８１ ２，０２９ ３１．１ １０１ ６６７ １ ７ ６７５ ０．３４５

若 桜 町 １，７７６ ２９９ ２２９ ５２８ ２９．７ ３１ ２２０ ３ １ ２２４ ０．１８９

智 頭 町 ３，２６３ ２７９ ３９０ ６６９ ２０．５ ３２ ３８４ １ ４ ３８９ ０．５９８

湯梨浜町 ５，９６４ ７３４ ９３５ １，６６９ ２８．０ ５１７ ４６４ ７ ５ ４７６ ０．３００

三 朝 町 ２，７６７ ５７５ ８２ ６５７ ２３．７ ６６ ４９ ０ ２ ５１ ０．３０４

北 栄 町 ５，７２９ ７１０ ７５９ １，４６９ ２５．６ ３８６ ４３３ ４ ４ ４４１ ０．２７２

琴 浦 町 ７，２２１ ９５４ １，１７０ ２，１２４ ２９．４ ５８８ ６４３ ４ １０ ６５７ ０．４７１

南 部 町 ４，２２１ ４４３ １，１４２ １，５８５ ３７．６ ６８３ ４６０ １０ ５ ４７５ ０．３１５

伯 耆 町 ４，５３３ ７０３ ２２７ ９３０ ２０．５ ５８ １９４ ３ ２ １９９ ０．２１５

日吉津村 ９９５ ２０３ ０ ２０３ ２０．４ ５ ４ ０ ２ ６ ０．９８５

大 山 町 ７，５０３ ５３６ ０ ５３６ ７．１ ４ １７ ０ １ １８ ０．１８７

日 南 町 ２，９６６ ３３３ ０ ３３３ １１．２ ３ ２８ ０ １ ２９ ０．３００

日 野 町 １，７８３ ２８４ ０ ２８４ １５．９ ３ １４ ０ ０ １４ ０．０００

江 府 町 １，５７５ ２５３ ２３３ ４８６ ３０．９ １１５ １３６ ０ ４ １４０ ０．８２３

合 計 １９０，５５６ １５，２５１ ３１，７１１ ４６，９６２ ２４．６ ９，９８１ ２２，６６１ ７８ １５７ ２２，８９６ ０．３３４

東 部 ７３，８５０ ６，２７３ １３，１８３ １９，４５６ ２６．３ ２，２１５ １１，３９６ ３８ ５９ １１，４９３ ０．３０３

中 部 ３９，３８１ ４，２３２ ４，４０６ ８，６３８ ２１．９ ２，４０７ ２，３０１ １９ ３０ ２，３５０ ０．３４７

西 部 ７７，３２５ ４，７４６ １４，１２２ １８，８６８ ２４．４ ５，３５９ ８，９６４ ２１ ６８ ９，０５３ ０．３６０

※ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
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表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計
男 ２ ３ ３９ ３９ １８ １０１
女 ３ ２ １４ ２０ １８ ５７

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

Ⅰ １ ０ １ ０ ０ １ １ １ ０ ５ ４．０％
Ⅱa ０ ０ ７ ０ ０ ４ １ ０ ９ ２１ １６．９％
Ⅱc １ ２ ２０ ５ ０ ８ ３ ０ ３３ ７２ ５８．１％

Ⅱc＋Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ３ ２．４％
Ⅱa＋Ⅱc １ ０ ７ １ ０ １ ０ ０ ４ １４ １１．３％
そ の 他 １ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ９ ７．３％
不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％

計 ４ ２ ４１ ６ ０ １４ ５ １ ５１ １２４

（５） 平成２４年度胃がん検診発見患者確定調査結果について
表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

１０ ３ ４９ ９ ０ ２０ ７ １ ５９ １５８０．２１８ ０．１７７ ０．３７２ ０．２２４ ０．０００ ０．４５４ ０．１９７ ０．０８４ ０．４２９
６２ ２９ ６７
０．３１９ ０．３３６ ０．３６２ ０．３３９

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

４ ２ ４１ ６ ０ １４ ５ １ ５１ １２４４７ ２０ ５７
７５．８ ６９．０ ８５．１ ７８．５

進 行 癌 数 ６ １ ８ ３ ０ ６ ２ ０ ８ ３４
切 除 例 １０ ３ ４９ ９ ０ １９ ７ １ ５４ １５２
内視鏡切除例 ２ ２ ２５ ０ ０ ３ １ １ ２５ ５９
非 切 除 例 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ５ ６

手術拒否：１ 手術不能：５

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

１ １ ０ １ １ ０ １ ０ ０ １ ５ １４．７％
２ ２ ０ ３ １ ０ １ １ ０ ３ １１ ３２．４％
３ ２ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ３ ８ ２３．５％
４ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ５．９％
５ １ ０ ２ １ ０ ２ １ ０ １ ８ ２３．５％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％
計 ６ １ ８ ３ ０ ６ ２ ０ ８ ３４
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表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

t１a ３ ２ ２３ ３ ０ ９ ２ １ ３９ ８２
t１b １ ０ １８ ３ ０ ５ ３ ０ １２ ４２

t２ ２ ０ ５ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ９

t３ ３ ０ １ １ ０ ５ ２ ０ ０ １２

t４a １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ７
t４b ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２

計 １０ ３ ４９ ９ ０ １９ ７ １ ５６ １５４

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ４

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～ １０ １１ ～ ２０ 小計（％） ２１ ～ ５０ ５１ ～ 計 不 明

車 ２ ５ ７ ２６．９％ １２ ７ ２６ ０

施 ２ １ ３ １００．０％ ０ ０ ３ １

内 ２４ ４２ ６６ ５４．５％ ４５ １０ １２１ ７

計 ２８ ４８ ７６ ５０．７％ ５７ １７ １５０ ８

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

U ０ ０ １２

M １２ １ ５２

L ３ ２ ４１

全 体 ０ ０ ０

計 １５ ３ １０５

不 明 ０ ０ １

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ５ ０ ４３

大 弯 ２ １ １８

前 壁 ５ １ １６

後 壁 ３ １ ２６

全 周 ０ ０ ２

計 １５ ３ １０５

不 明 ０ ０ １

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

U １ ０ ５

M ７ ０ ９

L ３ ０ ６

全 体 ０ １ ０

計 １１ １ ２０

不 明 ０ ０ ２

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ７ ０ ５

大 弯 ２ ０ ３

前 壁 １ ０ ４

後 壁 １ ０ ６

全 周 ０ １ ２

計 １１ １ ２０

不 明 ０ ０ ２
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表８ 発見胃癌の進行度

stage
東 部 中 部 西 部 計 計

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

Ｘ 線 内

ⅠA ４ ２ ３８ ６ ０ １４ ３ ０ ５１ １３ ２ １０３ １５ ５０．０％ １０３ ８３．０６％

ⅠB ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ６．７％ ０ ０．００％

ⅡA ４ ０ ５ １ ０ １ １ ０ ０ ６ ０ ６ ６ ２０．０％ ６ ４．８４％

ⅡB ０ ０ ２ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ４ ２ ６．７％ ４ ３．２３％

ⅢA １ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ １ ２ ０ ４ ２ ６．７％ ４ ３．２３％

ⅢB ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％ ０ ０．００％

ⅢC １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ １ ３．３％ １ ０．８１％

Ⅳ ０ １ ２ ０ ０ １ ０ １ ３ ０ ２ ６ ２ ６．７％ ６ ４．８４％

計 １０ ３ ４９ ９ ０ １９ ７ １ ５６ ２６ ４ １２４ ３０ １００．０％ １２４ １００．０％

不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０ ４

表９ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地区 検診 歳 性 型 深達度 組織型
大きさ
（㎜）

占拠部位 Stage
前 年 受 診 歴

検診方法 結 果

東部
車

６２男 ３ T３ muc ４０×４０ M 前壁 ⅡA 車 要精検、精検査未受診

８１男 ３ T４a por２ ５８×５５ L 小弯前後壁 ⅢC 車 要精検、未把握

７９女 ２ T２ sig ３０×３０ M 大弯 ⅡA 車 異常認めず

７７男 ２ T３ tub２ ２７×２５ U 小弯 ⅡA 車 異常認めず

内 ８１女 ５ T２ por２ ３５×３０ M 小弯 ⅡA 内視鏡 異常認めず

７５男 ５ T２ por２ ２０×１５ L 後壁 ⅡA 内視鏡 精検不要（慢性胃炎）

中部
車 ６９男 ５ T２ tub１ ３０×２０ M 小弯 ⅡB 車 要精検、精検査未受診

内 ７０女 ５ T３ por１ ３５×３０ M 大弯 ⅡA 内視鏡 異常認めず

西部

車 ７８女 ５ T３ tub２ ４２×３３ M 後壁 ⅢA 車 異常認めず

内
８１女 １ T４a por１ １２５×８５ UM小弯前後壁 Ⅳ 内視鏡 異常認めず

８３女 ３ Ⅳ 内視鏡 ポリープ（経過観察１年後）N３、手術不能
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団）

１０，５２０
（３５．９%） ６１ ０．５８ ０．６６ ０．４８ ０．５７

施 設 検 診
（病院・診療所）

１８，７８７
（６４．１%） ３０３ １．６１ １．８５ １．０３ １．５９

計 ２９，３０７
（１００%） ３６４ １．２４ １．３３ ０．６８ １．４４

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ５８ ９５．１ １０ ０．０９５ ０．０８０ ０．１０６ ０．１１４

施 設 検 診 １９４ ６４．０ ４３ ０．２２９ ０．２９３ ０．１３４ ０．２０９

計 ２５２ ６９．２ ５３ ０．１８１ ０．２０１ ０．１１６ ０．１９５

２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成２４年度の対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計数）１３５，４８５人のうち、受診者数２９，３０７人で、受診率２１．６％で、平成２０年度以降受
診者数、受診率共に増加傾向である。３５歳～５４歳の受診率は５０％以上で目標値をクリアしている。過
去３年間に検診を受診している経年受診者割合は７１．１％で例年通りであった。
要精検者数３６４人（判定不能で再検未実施となった者１８人を含む）、一次検査の結果判定不能で、再
検査の結果、判定不能だった者が２８人であった。要精検率は１．２４％で、平成２３年度に比べ、要精検者
数１９０人、要精検率が０．６２ポイント増加した。
そのうち、精検受診者数２５２人、精検受診率６９．２％で、再検未実施者が多かったことから、平成２３
年度より精検受診率が１１．３ポイント減となった。
精検結果は、がん５３人、がん発見率（がん／受診者数）は０．１８％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）は１４．６％で、過去５年間で最高値であった。異形成は１１２人（軽度６４人、高度４８人）であった。
要精検率は過去数年２０～４０歳代を中心に高めで推移。車検診０．５８％に比べ施設検診の方が１．６１％と
高い。特に４０歳未満の受診者割合が約４割を占める診療所の要精検率が高かった。
ベセスダシステム準拠細胞診報告様式の採択により増加した判定不能例の内、再検査未実施者を要
精検者に含めため、要精検率が増加、また再検未実施者が増加したことから精検受診率が目標値を大
きく下回った。再検未実施者を含む精検未受診者の把握が重要である。
がん発見率は３０歳～４０歳代が高く推移している。車検診０．０９５％に比べ施設検診の方が０．２２９％と高
い。陽性反応適中度は車検診１６．４％に比べ、診療所１３．１％、病院１７．９％と施設検診の方が高い。
国の指標は要精検率許容値１．４％以下、精検受診率目標値９０％以上、がん発見率許容値０．０５％以上、
陽性反応適中度許容値４．４％以上である。鳥取県実績は精検受診率以外は指標をクリアしている。
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〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 異形成 が ん がん発見率

東 部 ４，９８０ ３３ ０．６６ ３３ １００．０ １８ ４ ０．０８０

中 部 ３，７８８ １８ ０．４８ １６ ８８．９ ５ ４ ０．１０６

西 部 １，７５２ １０ ０．５７ ９ ９０．０ ４ ２ ０．１１４

計 １０，５２０ ６１ ０．５８ ５８ ９５．１ ２７ １０ ０．０９５

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 異形成 が ん がん発見率

東 部 ６，４８４ １２０ １．８５ ７５ ６２．５ ３０ １９ ０．２９３

中 部 ２，２３７ ２３ １．０３ １４ ６０．９ ７ ３ ０．１３４

西 部 １０，０６６ １６０ １．５９ １０５ ６５．６ ４８ ２１ ０．２０９

計 １８，７８７ ３０３ １．６１ １９４ ６４．０ ８５ ４３ ０．２２９

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者２９，３０７人中、体部がん検診対象者数は８３３人、一次検診会場での受診者は６７２人
であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は１０５人、受診者の合計は７７７人、受
診率は９３．３％であった。
一次検診の結果、要精検となった者２人、要精検率０．３０％、精密検査受診者数は２人であった。精
検の結果、子宮体部がんが１人、また医療機関での別途受診者から子宮体部がんが１人発見され、合
わせると、がん発見率は０．２６％であった。陽性反応適中度５０．０％であった。
医療機関での別途受診者から子宮内膜増殖症が２件発見されている。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頚部癌
平成２４年度は子宮頸部癌５２名で、０期３８例、ⅠA期４例、ⅠB期以上が１０例であった。異形成は１１１
例だった。なお、ⅠB期以上１０例の検診歴は、初回６例、前年受診１例、３年以上前受診２例、検診
歴不明が１例であった。
２）子宮体部癌
子宮体部癌は２例であった。

４．その他
１）平成２４年度妊婦健康診査における子宮頚部がん検診受診状況について
平成２４年度実績は、妊婦健康診査受診者４，８０７人中、子宮頸部がん検診受診者数４，７２５人、受診率

９８．３％で、要精検者数４８人、要精検率１．０％、市町村が把握できた精検結果は３８人で、そのうちがん
が１人、異形成が２２人が発見。
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（２） 平成２４年度子宮頸部がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

経年受診者数
（再掲）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ３，９１７ ５７８ １４．８ １４３ １３ １ ５６４ ２．２５
２５～２９歳 ３，６２４ １，２７６ ３５．２ ５０９ ３１ ２ １，２４３ ２．４３
３０～３４歳 ４，７３０ ２，０９５ ４４．３ １，０３６ ６４ １ ２，０３０ ３．０５
３５～３９歳 ４，９６６ ２，６６２ ５３．６ １，６３６ ４５ ４ ２，６１３ １．６９
４０～４４歳 ４，０４８ ２，８１９ ６９．６ １，７１７ ５９ ２ ２，７５８ ２．０９
４５～４９歳 ３，８５３ ２，２７１ ５８．９ １，６５８ ２５ ４ ２，２４２ １．１０
５０～５４歳 ４，９７４ ２，５４１ ５１．１ １，８８８ ２７ １ ２，５１３ １．０６
５５～５９歳 ８，１８９ ２，７２２ ３３．２ ２，１２９ ２５ ５ ２，６９２ ０．９２
６０～６４歳 １３，７９７ ４，０１８ ２９．１ ３，１４８ ２４ ４ ３，９９０ ０．６０
６５～６９歳 １４，５７４ ３，４５９ ２３．７ ２，８４１ １９ ２ ３，４３８ ０．５５
７０～７４歳 １６，０４９ ２，６２２ １６．３ ２，２２７ １６ １ ２，６０５ ０．６１
７５～７９歳 １７，４５８ １，５６４ ９．０ １，３４６ １０ １ １，５５３ ０．６４
８０歳以上 ３５，３０６ ６８０ １．９ ５７１ ６ ０ ６７４ ０．８８
計 １３５，４８５ ２９，３０７ ２１．６ ２０，８４９ ３６４ ２８ ２８，９１５ １．２４

（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移
区 分 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １３０，７９６ １３９，２３２ １３９，２３２ １３９，２３２ １３５，４８５ １３５，４８５
受 診 者 数（人） Ｂ ２４，４５０ ２４，２０７ ２６，９４３ ２８，４５３ ２８，２４７ ２９，３０７
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １８．７ １７．４ １９．４ ２０．４ ２０．８ ２１．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２４，３６１ ２４，１２５ ２６，７４３ ２８，０９８ ２８，０５１ ２８，９１５
要 精 検 者 数（人） Ｅ ８９ ８２ ２００ ２９３ １７４ ３６４
判 定 不 能（人） F ― ― ― ６２ ２２ ２８
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．３６ ０．３４ ０．７４ １．０３ ０．６２ １．２４指標：許容値１．４％以下

精 密 検 査 精検受診者数（人） Ｈ ７８ ７４ １７９ １９２ １４０ ２５２
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８７．６ ９０．２ ８９．５ ６５．５ ８０．５ ６９．２指標：目標値９０％以上

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ ５（３５） １１（３２） １５（１００） ２０（１０５） ２３（７６） ５３（１１２）
子 宮 が ん 発 見 率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０２ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．１８指標：許容値０．０５％以上
陽 性 反 応 適 中 度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ ５．６ １３．４ ７．５ ６．８ １３．２ １４．６指標：許容値４．４％以上

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） M ４ １１ １４ １８ ２１ ５２
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０２ ０．０５ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．１８

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、平成２４年度報告から要精検者数を分母として算出
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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精密検査結果

子宮がん
21.0％

異常認めず
26.6％

その他の疾病
7.9％

異形成
44.4％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ＝ｉ＋ｊ ｉ ｊ ｋ＝ｌ＋ｍ ｌ ｍ ｎ＝ｋ／ｂ ｏ＝ｋ／ｄ
２０～２４歳 ６ ４６．２ ２ ０ ３ ３ ０ １ １ ０ ０．１７３ ７．７
２５～２９歳 ２０ ６４．５ ５ ２ １２ １０ ２ １ １ ０ ０．０７８ ３．２
３０～３４歳 ４３ ６７．２ ６ ４ ２５ １３ １２（６） ８ ８ ０ ０．３８２ １２．５
３５～３９歳 ３５ ７７．８ １２ １ １５ １１ ４ ７ ７ ０ ０．２６３ １５．６
４０～４４歳 ４５ ７６．３ １２ １ ２２ １４ ８（１） １０ ６ ４ ０．３５５ １６．９
４５～４９歳 ２１ ８４．０ ８ ２ ７ ３ ４（３） ４ １ ３ ０．１７６ １６．０
５０～５４歳 １８ ６６．７ ５ １ ８ ６ ２（１） ４ ２ ２ ０．１５７ １４．８
５５～５９歳 １８ ７２．０ ８ ０ ６ ２ ４（２） ４ ２ ２ ０．１４７ １６．０
６０～６４歳 ８ ３３．３ ０ ２ ２ ０ ２ ４ ３ １ ０．１００ １６．７
６５～６９歳 １２ ６３．２ ３ ３ ３ ０ ３（３） ３ ３ ０ ０．０８７ １５．８
７０～７４歳 １４ ８７．５ ４ ２ ４ １ ３ ４ ４ ０ ０．１５３ ２５．０
７５～７９歳 ８ ８０．０ ２ １ ４ ０ ４（１） １ ０ １ ０．０６４ １０．０
８０歳以上 ４ ６６．７ ０ １ １ １ ０ ２ ２ ０ ０．２９４ ３３．３
計 ２５２ ６９．２ ６７ ２０ １１２ ６４ ４８（１７） ５３ ４０ １３ ０．１８１ １４．６

※（ ）内は中等度異形成を内数で計上
３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 判 定 不 能 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
保健事業団 １０，５２０ ６１ ０ １０，４５９ ０．５８
病 院 ６，１９８ ６７ １５ ６，１１６ １．０８
診 療 所 １２，５８９ ２３６ １３ １２，３４０ １．８７

計 ２９，３０７ ３６４ ２８ ２８，９１５ １．２４

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮頸部
が ん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

d′ e′＝d′／b′ f′＝g′＋h′ g′ h′ i′＝j′＋k′ j′ k′ l′＝i′／a′ m′＝i′／b′
保健事業団 ５８ ９５．１ １５ ６ ２７ １７ １０（５） １０ ６ ４ ０．０９５ １６．４
病 院 ３６ ５３．７ １１ ４ ９ ４ ５（２） １２ １０ ２ ０．１９４ １７．９
診 療 所 １５８ ６６．９ ４１ １０ ７６ ４３ ３３（１０） ３１ ２４ ７ ０．２４６ １３．１
計 ２５２ ６９．２ ６７ ２０ １１２ ６４ ４８（１７） ５３ ４０ １３ ０．１８１ １４．６

※（ ）内は中等度異形成
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

４２
，４
８１

２，
６８
６

５，
８７
２

８，
５５
８

２０
．１

２１
１１
３

１３
４

１．
５７

９０
６７
．２

２６
５

３８
２１

６４
０．
２４
５

１５
．７
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子
市

３２
，１
００

０
７，
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３

７，
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３
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１１
９

１１
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１０

８４
１
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１
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．０

１
２

４
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６
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市

８，
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４

０
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４

１，
１０
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０
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１８
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０．
１８
１

１１
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０．
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町
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．１

１
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３
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０
０

２
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５

３３
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町
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．０

０
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６
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５８

４
６６
．７

０
０

２
２

４
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１９
３

３３
．３

三
朝
町

１，
７８
８

３７
５

７５
４５
０

２５
．２

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
７７
３

８４
２

２１
８

１，
０６
０

２８
．１

６
２

８
０．
７５

８
１０
０．
０

２
１

２
３

６
０．
２８
３

３７
．５

琴
浦
町

４，
７８
８

１，
１３
１

２５
７

１，
３８
８

２９
．０

８
４

１２
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８６

９
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．０

２
３

４
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７
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．７

２
２

２
０

４
０．
００
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６
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６
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１
１
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２
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６
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５５
，５
８５

１，
７５
２

１０
，０
６６

１１
，８
１８

２１
．３

１０
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０
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要精検率・子宮体部がん発見率・確定がん率の推移

H19
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1.28

0.85 0.30

0.26
0.26

0.85

2.65

0.00
0.15

2.19
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0.78

H24H23H22H21H20
子宮体部がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１９ 年 度 ２０ 年 度 ２１ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ７３２ ７３２ ６６７ ６６７ ７１５ ７１５
受 診 者 数（人） Ｂ ６４１ ２４ ６６５ ５９３ ４９ ６４２ ６０８ ７１ ６７９
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８７．６ ９０．９ ８８．９ ９６．３ ８５．０ ９５．０

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６２４ ５８０ ６０１
要 精 検 者 数（人） Ｅ １７ １３ ７
判 定 不 能（人） Ｆ ０ ０ ０
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ２．６５ ２．１９ １．１５

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ １７ １２ ４
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ １００．０ ９２．３ ５７．１

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ０（７） ０（３） ０（１０） ５（１） ０（３） ５（４） ３（０） ２（４） ５（４）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．００ ０．００ ０．００ ０．８４ ０．００ ０．７８ ０．４９ ２．８２ ０．７４
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ０．０ ３８．５ ４２．９

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） M １ ５ ３
確 定 が ん 率（％）N＝M ／ B ０．１５ ０．７８ ０．４４

区 分
２２ 年 度 ２３ 年 度 ２４ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ７０７ ７０７ ７３５ ７３５ ８３３ ８３３
受 診 者 数（人） Ｂ ６０８ ６３ ６７１ ６２６ ７６ ７０２ ６７２ １０５ ７７７
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８６．０ ９４．９ ８５．２ ９５．５ ８０．７ ９３．３

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６０５ ６１８ ６７０
要 精 検 者 数（人） Ｅ ２ ８ ２
判 定 不 能（人） Ｆ １ ０ ０
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．３３ １．２８ ０．３０

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ １ ７ ２
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ５０．０ ８７．５ １００．０

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ １（０） １（０） ２（０） ４（２） ２（３） ６（５） １（０） １（２） ２（２）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．１６ １．５９ ０．３０ ０．６４ ２．６３ ０．８５ ０．１５ ０．９５ ０．２６
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ５０．０ ５０．０ ５０．０

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） M １ １ ２ ４ ２ ６ １ １ ２
確 定 が ん 率（％）N＝M ／ B ０．３０ ０．８５ ０．２６

※１ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部が
ん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※２ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※３ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※４ 陽性反応適中度は、平成２４年度報告から要精検者数を分母として算出
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（４） 平成２４年度子宮体部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検診
対象者数（人）

一次検診
受診者数

受診率（％） 一次検診結果 要精検率（％）
要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ５ ５ １００．０ ０ ０ ５ ０．００
２５～２９歳 ２８ １８ ６４．３ ０ ０ １８ ０．００
３０～３４歳 ４７ ３１ ６６．０ ０ ０ ３１ ０．００
３５～３９歳 ８２ ６３ ７６．８ ０ ０ ６３ ０．００
４０～４４歳 １２８ １０８ ８４．４ ０ ０ １０８ ０．００
４５～４９歳 １５８ １３５ ８５．４ １ ０ １３４ ０．７４
５０～５４歳 １６２ １３８ ８５．２ １ ０ １３７ ０．７２
５５～５９歳 ６４ ５３ ８２．８ ０ ０ ５３ ０．００
６０～６４歳 ６０ ４４ ７３．３ ０ ０ ４４ ０．００
６５～６９歳 ５７ ４３ ７５．４ ０ ０ ４３ ０．００
７０～７４歳 ２５ ２０ ８０．０ ０ ０ ２０ ０．００
７５～７９歳 １４ １１ ７８．６ ０ ０ １１ ０．００
８０歳以上 ３ ３ １００．０ ０ ０ ３ ０．００
計 ８３３ ６７２ ８０．７ ２ ０ ６７０ ０．３０

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮体部
がん発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症
子宮体部
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ
２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３０～３４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４０～４４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
５０～５４歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ０．７２ １００．０
５５～５９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
６０～６４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７０～７４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ２ １００．０ １ ０ ０ １ ０．１５ ５０．０

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 受診者数（人） 精 密 検 査 結 果 子宮体部がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん 判定不能

a′ b′ c′＝b′／a′
２０～２４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００
２５～２９歳 ９ ９ ０ ０ ０ ０ ０．０００
３０～３４歳 １３ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００
３５～３９歳 １４ １４ ０ ０ ０ ０ ０．０００
４０～４４歳 １２ １０ ２ ０ ０ ０ ０．０００
４５～４９歳 １３ １２ １ ０ ０ ０ ０．０００
５０～５４歳 １１ １０ ０ ０ １ ０ ９．０９１
５５～５９歳 ９ ９ ０ ０ ０ ０ ０．０００
６０～６４歳 １１ １１ ０ ０ ０ ０ ０．０００
６５～６９歳 ８ ７ ０ １ ０ １ ０．０００
７０～７４歳 ４ ３ ０ １ ０ ０ ０．０００
７５～７９歳 １ １ ０ ０ ０ １ ０．０００
８０歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

計 １０５ ９９ ３ ２ １ ２ ０．９５２

２３
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市
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受
診
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精
検
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数
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検
査
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別
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員
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診
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設
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診

計
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診
率

（
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）
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検
診
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設
検
診

計
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精
検
率

（
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）
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検
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診
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診
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％
）
異
常

認
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ず

そ
の
他

の
疾
病
子
宮
内
膜

増
殖
症

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

３６
４

０
２３
８

２３
８

６５
．４

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

米
子
市

２３
３

０
２３
３

２３
３

１０
０．
０

２
２

０．
８６

２
１０
０．
０

１
０

０
１

１
０．
４３

５０
．０

倉
吉
市

１０
８

０
９３

９３
８６
．１

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

境
港
市

１４
０

１４
１４

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

岩
美
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

八
頭
町

９
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

若
桜
町

８
０

２
２

２５
．０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

智
頭
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

湯
梨
浜
町

３３
０

２８
２８

８４
．８

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

三
朝
町

５
０

５
５

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

北
栄
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

琴
浦
町

１７
１

１６
１７

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

南
部
町

３１
０

３１
３１

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

伯
耆
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
吉
津
村

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

大
山
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
南
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
野
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

江
府
町

１１
０

１１
１１

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

合
計

８３
３

１
６７
１

６７
２

８０
．７

２
２

０．
３０

２
１０
０．
０

１
０

０
１

１
０．
１５

５０
．０

東
部

３８
１

０
２４
０

２４
０

６３
．０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

中
部

１６
３

１
１４
２

１４
３

８７
．７

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

西
部

２８
９

０
２８
９

２８
９

１０
０．
０

２
２

０．
６９

２
１０
０．
０

１
０

０
１

１
０．
３５

５０
．０

２４



（５） 平成２４年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果
表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成２３年度 平成２４年度 平成２３年度 平成２４年度

異 形 成 ２４ ２７ ５２ ８４

上 皮 内 癌 ２ ６ １３ ３２

頚 癌 Ⅰ A 期 ０ ２ ０ ２

頚癌ⅠB期以上 １ ２ ５ ８

合 計 ２７ ３７ ７０ １２６

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成２３年度 平成２４年度

内 膜 増 殖 症 ５ ０

体 癌 Ⅰ A 期 ６ ２

体癌ⅠB期以上 １ ０

合 計 １２ ０

表３ 発見子宮がん症例（ⅠB期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 １ ０ １

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ２ ２

初 回 受 診 １ ５ ６

表４ 治療機関

上皮内癌 頚癌ⅠA期 頚癌ⅠB期以上 計

鳥取大学医学附属病院 １０ １ ６ １７

鳥取県立中央病院 １３ １ ２ １６

鳥 取 市 立 病 院 ２ １ ２ ５

鳥 取 赤 十 字 病 院 ２ ０ ０ ２

鳥取県立厚生病院 ４ １ ０ ５

博 愛 病 院 ６ ０ ０ ６

他 県 医 療 機 関 １ ０ ０ １

計 ３８ ４ １０ ５２

２５



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成２４年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ
り算定した推計数）１９０，５５６人のうち、受診者数５０，３７６人、受診率２６．４％で前年度に比べ受診者数
１，８６３人、受診率０．９ポイント増加した。
このうち要精検者は２，４６０人、要精検率４．８８％で前年度より０．２１ポイント減少した。精密検査受診
者は２，２０１人、精検受診率８９．５％であった。要精検率は平成２０年度以降上昇傾向にあり、４．５～５．０の
間を推移している。精検受診率は目標値９０％に近い高率で推移している。精密検査の結果、肺がん３５
人、肺がん疑い５８人であった。
要精検率は国の指標（許容値）である３．０％以下をいまだに大きく上回っているが、精検受診率は
引き続き高く、肺がん発見率は０．０７％で、国の指標（許容値）０．０３％の約２倍と高率であった。また、
陽性反応適中度は１．４％となり、これも国の指標（許容値）１．３％を上回っており、鳥取県の肺がん検
診は要精検率が高く、肺がん発見率も高いという結果である。施設検診と車検診を比較すると、要精
検率は施設検診６．５％、車検診３．７％と施設検診の方が２．８ポイント高いのに対して、がん発見率では
施設検診０．０８３％、車検診０．０５９％と施設検診が０．０２４ポイント上回るのみである。施設検診の精度管
理は今後も検討課題の一つである。
追跡調査の結果、確定肺がんは５４人（原発性４９人、転移性５人）で、確定がん率は０．１１％となり、
前年度よりも０．０２ポイント減少した。肺がん疑いの症例は今後も定期的にフォローする方針である。
Ｘ線受診者総数５０，３７６人のうち経年受診者は３３，４１５人、経年受診率６６．３％で平成２３年度に比べ約６
ポイント増加した。これは、米子市の医療機関検診が２年目となり経年受診者が増えたことによると
考えられる。
喀痰検査の対象となる高危険群所属者は７，２０１人（１４．３％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は

２，８１８人で、Ｘ線検査受診者の５．６％であった。そのうち要精検者は１人、要精検率０．０４％で、がんが
１名発見された。
経年受診者のがん発見率は０．０４５％で、非経年受診者のがん発見率０．１１８％で、非経年受診者の方が

２．６３倍高かった。また、高危険群所属者７，２０１人のうちがんが１０人発見され、がん発見率０．１３９％、非
高危険群所属者４３，１７５人のうちがんが２５人発見され、がん発見率０．０５８％で、高危険群所属者の方が
２．４倍高かった。
西部の医療機関検診が２年目となり、西部の要精検率１１．１９％と高く、がん発見率も０．１０２％と高
かった。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

２８，６２２
（５６．８%） １，０５１ ３．６７ ２．９６ ３．６０ ４．１８

施 設 検 診
（病院・診療所）

２１，７５４
（４３．２%） １，４０９ ６．４８ ４．６５ ７．９３ １１．１９

計 ５０，３７６
（１００%） ２，４６０ ４．８８ ４．０６ ４．５１ ６．２２

２６



〈経年受診者の状況〉
※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 経年受診者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２２ １７，００４ ２８，４７８ ４５，４８２ １１，６７０ （６８．６%） ２０，４１９ （７１．７%） ３２，０８９ （７０．６%）

Ｈ２３ １８，６１８ ２９，８９５ ４８，５１３ １１，０４７ （５９．３%） １８，４０２ （６１．６%） ２９，４４９ （６０．７%）

Ｈ２４ １９，５９７ ３０，７７９ ５０，３７６ １２，９４５ （６６．１%） ２０，４７０ （６６．５%） ３３，４１５ （６６．３%）

（２） がん発見率の推移

年度
経 年 受 診 者 非 経 年 受 診 者 発見率倍率

（非経年／経年）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２２ ３２，０８９ ２７ ０．０８４ １３，３９３ ２３ ０．１７２ ２．０４

Ｈ２３ ２９，４４９ ２０ ０．０６８ １９，０６４ ２４ ０．１２６ １．８５

Ｈ２４ ３３，４１５ １５ ０．０４５ １６，９６１ ２０ ０．１１８ ２．６３

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ９０８ ８６．４ １７ ０．０５９ ０．１０３ ０．０３４ ０．０５０

施 設 検 診 １，２９３ ９１．８ １８ ０．０８３ ０．０６９ ０．１２９ ０．１０２

計 ２，２０１ ８９．５ ３５ ０．０６９ ０．０８１ ０．０５４ ０．０６５

〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ７，７６２ ２３０ ２．９６ ２０５ ８９．１ ９ ８ ０．１０３

中 部 ８，８７７ ３２０ ３．６０ ２７４ ８５．６ １６ ３ ０．０３４

西 部 １１，９８３ ５０１ ４．１８ ４２９ ８５．６ １３ ６ ０．０５０

計 ２８，６２２ １，０５１ ３．６７ ９０８ ８６．４ ３８ １７ ０．０５９

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １４，５１４ ６７５ ４．６５ ６３０ ９３．３ １１ １０ ０．０６９

中 部 ２，３３２ １８５ ７．９３ １７４ ９４．１ ４ ３ ０．１２９

西 部 ４，９０８ ５４９ １１．１９ ４８９ ８９．１ ５ ５ ０．１０２

計 ２１，７５４ １，４０９ ６．４８ １，２９３ ９１．８ ２０ １８ ０．０８３

２７



２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）昭和６２年から平成２４年までに発見された肺がん又は肺がん疑いについて予後調査した結果、肺が
ん確定診断１，２１７例、内訳は原発性肺癌１，０８８例（発見率１０万対７４人）、転移性肺腫瘍１２９例であった。
発見方法は胸部Ｘ線９８９人（９０．９％）、喀痰細胞診５３人、両者４４人、不明２人で、近年、喀痰細胞診
から発見される肺がんの割合は激減している。平均年齢は７１．８歳、男性６４５人、女性４４３人で、近年

〈高危険群所属者の状況〉
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として次のいずれかの条件に該

当する者
①年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
②６か月以内に血痰のあった者

（１） 受診者数の推移

年度
全体（Ｘ線受診者数） 高危険群所属者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２２ １７，００４ ２８，４７８ ４５，４８２ ５，０４５ （２９．７%） ２９６ （１．０%） ５，３４１ （１１．７%）

Ｈ２３ １８，６１８ ２９，８９５ ４８，５１３ ６，２２６ （３３．４%） ３９６ （１．３%） ６，６２２ （１３．６%）

Ｈ２４ １９，５９７ ３０，７７９ ５０，３７６ ６，８２３ （３４．８%） ３７８ （１．２%） ７，２０１ （１４．３%）

（２） がん発見率の推移

年度
高危険群所属者 非高危険群所属者 発見率倍率

（高危険／非高危険）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２２ ５，３４１ １３ ０．２４３ ４０，１４１ ３７ ０．０９２ ２．６４

Ｈ２３ ６，６２２ １０ ０．１５１ ４１，８９１ ３４ ０．０８１ １．８６

Ｈ２４ ７，２０１ １０ ０．１３９ ４３，１７５ ２５ ０．０５８ ２．４０

〈喀痰細胞診の実施状況〉
※喀痰細胞診対象者＝Ｘ線検査受診者における高危険群所属者
（１） 結果の推移

年度
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰検査受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 がん がん発見率

Ｈ２２ ５，３４１ ２，６６８ １ ０．０４ １ ０ ０．００

Ｈ２３ ６，６２２ ２，７５０ ０ ０．００ ０ ０ ０．００

Ｈ２４ ７，２０１ ２，８１８ １ ０．０４ １ １ ０．０４

発見がん患者の状況
（２） 要精検カテゴリー別患者数（人）

年 度 全 体 Ｘ線のみ要精検 喀痰のみ要精検 ともに要精検

Ｈ２２ ３１ ３１ ０ ０

Ｈ２３ ４４ ４４ ０ ０

Ｈ２４ ３５ ３４ １ ０

２８



の傾向として女性肺がんの増加が著しい。臨床病期はⅠ期が６１７人（５６．７％）で過半数を占め、６７０
人（６１．６％）に手術が行われた。予後調査では全例（１，０８８人）の累積生存率は５生率４７．９％、１０
生率３１．８％であり、手術例では５生率６６．７％、１０生率４６．７％であった。臨床病期ⅠA期の５生率は
７４．０％、１０生率は５４．２％と良好な結果を示した。
２）平成２４年度調査結果
（１） 予後調査では原発性肺がん４９例、転移性肺腫瘍５例、合計５４例の確定肺癌。

最終報告で５８例あった肺がん疑いは、その後の予後調査により肺がんが１４例発見され、肺が
んを否定が１３例、肺がん疑いのままが２６例という結果であった。肺がん疑いの２６例は今後３年
間フォローを続ける予定である。

（２） 発見された原発性肺がんの４９例中４８例（９８％）が胸部Ｘ線のみで発見され、喀痰細胞診によ
り１例発見された。喀痰細胞診から発見された１例はＸ線D２で、stageⅣの肺がんで２か月後
に死亡された。

（３） 原発性肺がんの平均年齢は６９．９歳、女性肺がんは２３例（４６．９％）、臨床病期はⅠ期３１例
（６３．３％）、腺癌は３４例（６９．４％）と引き続き高率であった。

（４） 手術症例の割合は３４例（６９．４％）と多く、術後病期Ⅰ期の肺がんが２８例（８２．４％）、腺癌が２７
例（７９．４％）と多数を占めた。

（５） 腫瘍径は平均２８．４㎜と小さくなったが、最大１００㎜の腫瘍も発見されている。２０㎜以下は１８例
（３６．７％）で、平成２３年度より５．８ポイント増加した。

（６） 転移性肺腫瘍は５例で、原発巣は肝臓癌２例、膵臓癌２例、膀胱癌１例であった。
（７） 施設検診と車検診との比較を行い、要精検率は施設検診６．５％、車検診３．７％と施設が高く、
特に西部地区が１１．２％と高かった。原発性肺がん４９例のうち、車検診で２６例（発見率０．０９１％）、
施設検診２３例（０．１０６％）であった。
施設検診から臨床病期Ⅳが５例発見されており、例年に比べ進行癌が多く、腫瘍径が大きい
ものが発見され、手術症例が少なかった。

２９
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １９ 年 度 ２０ 年 度 ２１ 年 度 ２２ 年 度 ２３ 年 度 ２４ 年 度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １７５，８９７ １８８，１８６ １８８，１８６ １８８，１８６ １９０，５５６ １９０，５５６

受 診 者 数（人） Ｂ ４９，８０６ ４６，０１５ ４６，２４７ ４５，４８２ ４８，５１３ ５０，３７６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２８．３ ２４．５ ２４．６ ２４．２ ２５．５ ２６．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４７，８６６ ４３，９７４ ４４，１２５ ４３，４７８ ４６，０４６ ４７，９１６

要 精 検 者 数（人） Ｅ １，９４０ ２，０４１ ２，１２２ ２，００４ ２，４６７ ２，４６０

指標：許容値３．０%以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ３．９０ ４．４４ ４．５９ ４．４１ ５．０９ ４．８８

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，６５６ １，７９９ １，８８８ １，７６７ ２，２０８ ２，２０１

指標：目標値９０%以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８５．４ ８８．１ ８９．０ ８８．２ ８９．５ ８９．５

肺 が ん の 者（人） Ｉ ３５（８８） ４１（９４） ３１（８７） ５０（６７） ４４（７０） ３５（５８）

指標：許容値０．０３％以上
肺がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０７ ０．０９ ０．０７ ０．１１ ０．０９ ０．０７

指標：許容値１．３％以上
陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．８ ２．０ １．５ ２．５ １．８ １．４

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ５５ ５５ ４９ ６９ ６１ ５４

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｍ ４８ ５２ ４１ ６５ ５５ ４９

確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｌ／Ｂ ０．１１ ０．１２ ０．１１ ０．１５ ０．１３ ０．１１

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、平成２４年度報告から要精検者数を分母として算出
＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上
＊５ 要精検者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｌ）については、Ｅ判定者を計上

（なお、１９年度まではＤ判定から肺がん・肺がん疑いとなった者も追加して計上）

３０



（２） 平成２４年度肺がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）
ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

対象者数
（人）

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

一次検診
受診者数

受診率
（％）

経年受診
者数再掲※

経年受診
者 割 合
（％）

要精検者数 異常認めず
要精検率
（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１５８ ４，０４８ ４９１ ９７９２２．８２４．２２３．７ １４７ ３０９２９．９３１．６ １５ ２５ ４７６ ９５４３．０５２．５５２．７２

４５～４９歳 ２，３２６ ３，８５３ ４５０ ８９６１９．３２３．３２１．８ ２１３ ４６１４７．３５１．５ １２ ２８ ４３８ ８６８２．６７３．１３２．９７

５０～５４歳 ３，０５８ ４，９７４ ５８３ １，３０５１９．１２６．２２３．５ ３０３ ６９１５２．０５３．０ １９ ４３ ５６４ １，２６２３．２６３．３０３．２８

５５～５９歳 ４，９０８ ８，１８９ ９８６ ２，１６２２０．１２６．４２４．０ ５２３ １，２４６５３．０５７．６ ５４ ９２ ９３２ ２，０７０５．４８４．２６４．６４

６０～６４歳 ９，８５４ １３，７９７ ２，９４０ ４，９３７２９．８３５．８３３．３ １，７０６ ３，０８４５８．０６２．５ １６３ １８１ ２，７７７ ４，７５６５．５４３．６７４．３７

６５～６９歳 １１，０６１ １４，５７４ ３，９００ ５，４９９３５．３３７．７３６．７ ２，５０７ ３，７４１６４．３６８．０ １８８ ２１７ ３，７１２ ５，２８２４．８２３．９５４．３１

７０～７４歳 １１，５８８ １６，０４９ ３，８４５ ５，６２５３３．２３５．０３４．３ ２，７７６ ４，０４１７２．２７１．８ ２５５ ２４２ ３，５９０ ５，３８３６．６３４．３０５．２５

７５～７９歳 １１，６８９ １７，４５８ ３，３４９ ４，８８０２８．７２８．０２８．２ ２，４６８ ３，６１３７３．７７４．０ ２１１ ２７９ ３，１３８ ４，６０１６．３０５．７２５．９５

８０歳以上 １５，６６６ ３５，３０６ ３，０５３ ４，４９６１９．５１２．７１４．８ ２，３０２ ３，２８４７５．４７３．０ １９１ ２４４ ２，８６２ ４，２５２６．２６５．４３５．７６

計 ７２，３０８１１８，２４８１９，５９７３０，７７９２７．１２６．０２６．４１２，９４５２０，４７０６６．１６６．５１，１０８１，３５１１８，４８９２９，４２８５．６５４．３９４．８８

合計 １９０，５５６ ５０，３７６ ２６．４ ３３，４１５ ６６．３ ２，４５９ ４７，９１７ ４．８８

※経年受診者：昨年度も肺がん検診を受診した者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者※

（人）

喀痰細胞診
受 診 者 数

喀 痰 細 胞 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 精 検 不 要

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 １１ １０ １９ ７ ０ ０ １９ ７ ０．００ ０．００

４５～４９歳 ２１ ５ ２８ ６ ０ ０ ２８ ６ ０．００ ０．００

５０～５４歳 １９６ ３０ ７６ １０ ０ ０ ７６ １０ ０．００ ０．００

５５～５９歳 ３９６ ２９ １４０ １６ ０ ０ １４０ １６ ０．００ ０．００

６０～６４歳 １，３０１ ８４ ５００ ３７ ０ ０ ５００ ３７ ０．００ ０．００

６５～６９歳 １，６６５ ８８ ６３２ ５６ ０ ０ ６３２ ５６ ０．００ ０．００

７０～７４歳 １，３９１ ７３ ５５８ ３９ １ ０ ５５７ ３９ ０．１８ ０．００

７５～７９歳 ９９５ ３５ ３８２ ２４ ０ ０ ３８２ ２４ ０．００ ０．００

８０歳以上 ８４７ ２４ ２７２ １６ ０ ０ ２７２ １６ ０．００ ０．００

計 ６，８２３ ３７８ ２，６０７ ２１１ １ ０ ２，６０６ ２１１ ０．０４ ０．００

合 計 ７，２０１ ２，８１８ １ ２，８１７ ０．０４
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として次のいずれかの条件に該当する者

①年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
②６か月以内に血痰のあった者
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数
（人）

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ n ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｋ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １５ ２５ １４ ２１ ９３．３８４．０８７．５ ７ １４ ７ ６ ０ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １２ ２８ １０ ２４ ８３．３８５．７８５．０ ６ １５ ４ ９ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １９ ４３ １６ ４１ ８４．２９５．３９１．９ １１ ２７ ５ １１ ０ ２ ０ １ ０．００００．０７７０．０５３ ０．０ ２．３ １．６

５５～５９歳 ５４ ９２ ４６ ８４ ８５．２９１．３８９．０ ２５ ３９ ２０ ４４ １ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 １６３ １８１ １４２ １６４ ８７．１９０．６８９．０ ７９ ７１ ５７ ８１ ３ ４ ３ ８ ０．１０２０．１６２０．１４０ １．８ ４．４ ３．２

６５～６９歳 １８８ ２１７ １５９ ２０４ ８４．６９４．０８９．６ ７８ ９６ ７６ １０３ ３ ５ ２ ０ ０．０５１０．００００．０２１ １．１ ０．０ ０．５

７０～７４歳 ２５６ ２４２ ２３２ ２２５ ９０．６９３．０９１．８ ９６ １０８ １２５ １０９ ４ ６ ７ ２ ０．１８２０．０３６０．０９５ ２．７ ０．８ １．８

７５～７９歳 ２１１ ２７９ １９０ ２４８ ９０．０８８．９８９．４ ９１ １１０ ８５ １２８ ８ ７ ６ ３ ０．１７９０．０６１０．１０９ ２．８ １．１ １．８

８０歳以上 １９１ ２４４ １６７ ２１４ ８７．４８７．７８７．６ ６２ ９９ ９６ １０８ ６ ７ ３ ０ ０．０９８０．００００．０４０ １．６ ０．０ ０．７

計 １，１０９ １，３５１ ９７６ １，２２５ ８８．０９０．７８９．５ ４５５ ５７９ ４７５ ５９９ ２５ ３３ ２１ １４ ０．１０７０．０４５０．０６９ １．９ １．０ １．４

合計 ２，４６０ ２，２０１ ８９．５ １，０３４ １，０７４ ５８ ３５ ０．０６９ １．４

Ｘ線のみ要精検 ２，４５９ ２，２００ ８９．５ １，０３４ １，０７４ ５８ ３４ １．４

喀痰のみ要精検 １ １ １００．０ ０ ０ ０ １ １００．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果（Ｘ線検査）

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者 数

受診者数（人） 経年受診者数再掲 要精検者数 異常認めず 要精検率（％）
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 １０，２６７ １７，５４４ ６，６７５ １１，４００ ４２６ ５７８ ９，８４１ １６，９６６４．１５３．２９３．６１ ３，５３５ １３７

中国労働衛生協会 ３２３ ４８８ ２３７ ３８２ ２１ ２６ ３０２ ４６２６．５０５．３３５．８０ ３９ １

病 院 ２，９１９ ４，１５６ １，８４６ ２，６２３ ２０７ ２２６ ２，７１２ ３，９３０７．０９５．４４６．１２ １，０６１ ８６

診 療 所 ６，０８８ ８，５９１ ４，１８７ ６，０６５ ４５４ ５２１ ５，６３４ ８，０７０７．４６６．０６６．６４ ２，１８８ １５４

計 １９，５９７ ３０，７７９ １２，９４５ ２０，４７０ １，１０８ １，３５１ １８，４８９ ２９，４２８５．６５４．３９４．８８ ６，８２３ ３７８

合 計 ５０，３７６ ３３，４１５ ２，４５９ ４７，９１７ ４．８８ ７，２０１
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精密検査結果

肺がん
1.6％

異常認めず
47.0％

その他疾病
48.8％

肺がん疑い
2.6％

ｂ．精密検査結果

一次検診
機 関

要精検者数
（人）

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

h′ j′ k′＝j′／h′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／h′

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４２６ ５７８ ３５２ ５１５８２．６８９．１８６．４ １４４ ２２９ １８３ ２５９ １６ ２０ ９ ７ ０．０８８０．０４００．０５８ ２．１ １．２ １．６

中国労働衛生協会 ２１ ２６ １９ ２２９０．５８４．６８７．２ １２ １６ ５ ５ １ １ １ ０ ０．３１００．００００．１２３ ４．８ ０．０ ２．１

病 院 ２０７ ２２６ １８４ ２０４８８．９９０．３８９．６ ８７ ９６ ９０ １０３ ５ ３ ２ ２ ０．０６９０．０４８０．０５７ １．０ ０．９ ０．９

診 療 所 ４５５ ５２１ ４２１ ４８４９２．５９２．９９２．７ ２１２ ２３８ １９７ ２３２ ３ ９ ９ ５ ０．１４８０．０５８０．０９５ ２．０ １．０ １．４

計 １，１０９１，３５１ ９７６ １，２２５８８．０９０．７８９．５ ４５５ ５７９ ４７５ ５９９ ２５ ３３ ２１ １４ ０．１０７０．０４５０．０６９ １．９ １．０ １．４

合 計 ２，４６０ ２，２０１ ８９．５ １，０３４ １，０７４ ５８ ３５ ０．０６９ １．４

一次検診機関

喀痰容器
提出者数
（人）

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
ともに要
精検者数

一次検診結果

要精検者数 精検不要 要精検率
（％）

要精検者数 要精検率
（％）

d′ e′ f′＝e′／d′ g′ h′＝（b′＋e′）－g′ i′＝h′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 １，０８２ １１７ ０ ０ １，０８２ １１７ ０．００ ０．００ ０ ０ ４２６ ５７８ ４．１５ ３．２９ ３．６１

中国労働衛生協会 ３７ １ ０ ０ ３７ １ ０．００ ０．００ ０ ０ ２１ ２６ ６．５０ ５．３３ ５．８０

病 院 ４８４ ３４ ０ ０ ４８４ ３４ ０．００ ０．００ ０ ０ ２０７ ２２６ ７．０９ ５．４４ ６．１２

診 療 所 １，００４ ５９ １ ０ １，００３ ５９ ０．１０ ０．００ ０ ０ ４５５ ５２１ ７．４７ ６．０６ ６．６５

計 ２，６０７ ２１１ １ ０ ２，６０６ ２１１ ０．０４ ０．００ ０ ０ １，１０９ １，３５１ ５．６６ ４．３９ ４．８８

合 計 ２，８１８ １ ２，８１７ ０．０４ ０ ２，４６０ ４．８８
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５７
，４
３３

３，
２７
０

１３
，６
４７

１６
，９
１７

２９
．５

１０
９

６３
７

７４
６

４．
４１

６９
１

９２
．６

３１
７

３４
７

１５
１２

３７
４

０．
０７
１

１．
６

米
子
市

４２
，４
４２

４，
５７
４

４，
１８
６

８，
７６
０

２０
．６

２１
５

４３
２

６４
７

７．
３９

６０
４

９３
．４

３０
８

２８
０

９
７

２９
６

０．
０８
０

１．
１

倉
吉
市

１７
，７
００

１，
６８
８

１，
２２
３

２，
９１
１

１６
．４

７５
９２

１６
７

５．
７４

１５
１

９０
．４
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５
１
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０．
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６
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市

１１
，３
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１，
１１
９

０
１，
１１
９
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９

４３
０

４３
３．
８４

３９
９０
．７

１２
２７

０
０

２７
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
８４
４

９９
０

０
９９
０

２０
．４

２４
０

２４
２．
４２

２２
９１
．７

１０
９

１
２

１２
０．
２０
２

８．
３

八
頭
町

６，
５３
４

２，
６４
０

２９
６

２，
９３
６

４４
．９

６５
１４

７９
２．
６９

７１
８９
．９

２８
４１

１
１

４３
０．
０３
４

１．
３

若
桜
町

１，
７７
６

４１
２

２０
０

６１
２

３４
．５

１４
６

２０
３．
２７

１９
９５
．０

６
１２

０
１

１３
０．
１６
３

５．
０

智
頭
町

３，
２６
３

４５
０

３７
１

８２
１

２５
．２

１８
１８

３６
４．
３８

３２
８８
．９

１２
１５

３
２

２０
０．
２４
４

５．
６

湯
梨
浜
町

５，
９６
４

１，
６４
５

６８
３

２，
３２
８

３９
．０

５３
５９

１１
２

４．
８１

１０
５

９３
．８

５８
３９

６
２

４７
０．
０８
６

１．
８

三
朝
町

２，
７６
７

１，
０８
７

９１
１，
１７
８

４２
．６

７３
６

７９
６．
７１

７０
８８
．６

２０
４５

４
１

５０
０．
０８
５

１．
３

北
栄
町

５，
７２
９

１，
９１
９

２１
３

２，
１３
２

３７
．２

５６
１３

６９
３．
２４

５８
８４
．１

２３
３２

３
０

３５
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

７，
２２
１

２，
５３
８

１２
２

２，
６６
０

３６
．８

６３
１５

７８
２．
９３

６４
８２
．１

２６
３４

２
２

３８
０．
０７
５

２．
６

南
部
町

４，
２２
１

９５
０

７２
２

１，
６７
２

３９
．６

５８
１１
７

１７
５

１０
．４
７

１２
４

７０
．９

６２
６０

２
０

６２
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
５３
３

１，
５３
８

０
１，
５３
８

３３
．９

４８
０

４８
３．
１２

４１
８５
．４

２７
１３

０
１

１４
０．
０６
５

２．
１

日
吉
津
村

９９
５

２５
６

０
２５
６

２５
．７

６
０

６
２．
３４

５
８３
．３

１
４

０
０

４
０．
００
０

０．
０

大
山
町

７，
５０
３

１，
９２
０

０
１，
９２
０

２５
．６

５６
０

５６
２．
９２

４５
８０
．４

２５
１７

２
１

２０
０．
０５
２

１．
８

日
南
町

２，
９６
６

５０
２

０
５０
２

１６
．９

１３
０

１３
２．
５９

８
６１
．５

５
３

０
０

３
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
７８
３

３７
７

０
３７
７

２１
．１

２１
０

２１
５．
５７

１５
７１
．４

３
８

３
１

１２
０．
２６
５

４．
８

江
府
町

１，
５７
５

７４
７

０
７４
７

４７
．４

４１
０

４１
５．
４９

３７
９０
．２

２５
９

２
１

１２
０．
１３
４

２．
４

合
計
１９
０，
５５
６
２８
，６
２２

２１
，７
５４

５０
，３
７６

２６
．４

１，
０５
１

１，
４０
９

２，
４６
０

４．
８８

２，
２０
１

８９
．５

１，
０３
４

１，
０７
４

５８
３５

１，
１６
７

０．
０６
９

１．
４

東
部

７３
，８
５０

７，
７６
２

１４
，５
１４

２２
，２
７６

３０
．２

２３
０

６７
５

９０
５

４．
０６

８３
５

９２
．３

３７
３

４２
４

２０
１８

４６
２

０．
０８
１

２．
０

中
部

３９
，３
８１

８，
８７
７

２，
３３
２

１１
，２
０９

２８
．５

３２
０

１８
５

５０
５

４．
５１

４４
８

８８
．７

１９
３

２２
９

２０
６

２５
５

０．
０５
４

１．
２

西
部

７７
，３
２５

１１
，９
８３

４，
９０
８

１６
，８
９１

２１
．８

５０
１

５４
９

１，
０５
０

６．
２２

９１
８

８７
．４

４６
８

４２
１

１８
１１

４５
０

０．
０６
５

１．
０
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（３） 平成２４年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について
肺がん確定診断（原発性１０８８、転移性１２９） １，２１７例
他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，２２９例

１）肺がん確定診断
（単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

原発性肺癌 ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０

転移性肺腫瘍 ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ３ ２

合 計 ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 合計

原発性肺癌 ５７ ６２ ４８ ５２ ４１ ６５ ５５ ４９ １，０８８

転移性肺腫瘍 ５ ６ ７ ３ ８ ４ ６ ５ １２９

合 計 ６２ ６８ ５５ ５５ ４９ ６９ ６１ ５４ １，２１７

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ２４年度集計〕
胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �

�
��
９８９例（９０．９%）

Ｄのみ ０例 �
�
��

４８例（９８．０%）
Ｅのみ ７４４例 Ｅのみ ４８例

（E１：４０例、E２：８例）
細 胞 診 Ｄのみ １９例 �

�
��

５３例（４．９％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（０．０%）
Ｅのみ ３４例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４４例（４．０％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

１例（２．０％）
Ｄ＋Ｅ ９例 Ｄ＋Ｅ １例
Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例
Ｅ＋Ｅ １９例 Ｅ＋Ｅ ０例
不明 ２例 ２例（０．２%） 不明 ０例 ０例（０．０%）

計 １，０８８例 計 ４９例
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３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４%） ６５２（８７．５%） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７%） ６０（９２．３%） ２２ ５７
Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２%） １０７（９１．５%） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２%） １３２（８６．３%） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４%） ８９（９３．７%） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９%） １１１（８３．５%） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９%） ９８（７２．９%） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６%） ８９（８６．４%） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５%） １３５（８３．３%） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８%） ９１（７９．８%） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３%） １２３（８０．９%） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１%） １１１（８１．０%） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６%） １４２（８４．０%） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９%） ２４２（７７．８%） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４%） １５２（７０．４%） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４%） ２７１（７９．０%） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１%） ４８９（７６．４%） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８%） １，４３３（８０．０%） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５%） １，４０９（８４．９%） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１%） １，５０５（８４．６%） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０%） １，６５６（８５．４%） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４%） １，７９９（８８．１%） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９%） １，８８８（８９．０%） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１%） １，７６７（８８．２%） ６５ １４２
Ｈ２３ ４８，５１３ ２，４６７（５．０９%） ２，２０８（８９．５%） ５５ １１３
Ｈ２４ ５０，３７６ ２，４６０（４．８８%） ２，２０１（８９．５%） ４９ ９７
計 １，４７６，６２６ ２２，０５２（１．４９%） １８，９６０（８６．０%） １，０８８ ７４

４）原発性肺癌（１，０８８例）
（１） 年齢・性別 〔Ｈ２４年度集計〕
区分 原発性肺癌 比率（%） 区分 原発性肺癌 比率（%）
～５９歳 ７３例 ６．７ ～５９歳 ４例 ８．２

６０～６９歳 ３３２ ３０．５ ６０～６９歳 １６ ３２．７
７０～７９歳 ５００ ４６．０ ７０～７９歳 ２４ ４８．９
８０～ １８３ １６．８ ８０～ ５ １０．２
計 １，０８８ １００．０ 計 ４９ １００．０

平均年齢＝７１．８
男：女＝６４５例：４４３例

平均年齢＝６９．９
男：女＝２６例：２３例

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型
ａ．病期分類 〔Ｈ２４年度集計〕
臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
ⅠA ４４２（４０．６） ⅠA ２６（５３．１）��

�
３１
（６３．３％）ⅠB １７３ ⅠB ５

ⅡA ３６ ⅡA ２
ⅡB ６５ ⅡB ３
ⅢA １４２ ⅢA ４
ⅢB ７１ ⅢB １
Ⅳ １２９ Ⅳ ７
不明 ２８ 不明 １
計 １，０８８ 計 ４９
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ｂ．組織型 〔Ｈ２４年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２５８例 扁平上皮癌 ７例
腺 癌 ６５３（５９．９） 腺 癌 ３４（６９．４）
大 細 胞 癌 １５ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 ６３ 小 細 胞 癌 ３
腺扁平上皮癌 １１ 腺扁平上皮癌 １
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
不 明 ８９ 不 明 ４

計 １，０９０＊ 計 ４９
＊２例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例
（６７０例、手術率：６１．６％）
ａ．臨床病期、術後病期
臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例
ⅠA ３８２（５７．０） ⅠA ３３６（５０．１）
ⅠB １３７ ⅠB １５２
ⅡA ２１ ⅡA ２５
ⅡB ３９ ⅡB ４３
ⅢA ６８ ⅢA ７２
ⅢB １４ ⅢB ２３
Ⅳ ７ Ⅳ １７
計 ６７０ 計 ６７０

〔Ｈ２４年度集計〕
原発性肺癌の手術症例
（３４例、手術率：６９．４％）

臨床病期（％） 術後病期（％）
０ccult ０例 ０ccult ０例
ⅠA ２４（７０．６） ⅠA ２３（６７．６）�

�
�
２８
（８２．４％）ⅠB ５ ⅠB ５

ⅡA １ ⅡA １
ⅡB ３ ⅡB ２
ⅢA １ ⅢA ３
ⅢB ０ ⅢB ０
Ⅳ ０ Ⅳ ０
計 ３４ 計 ３４

ｂ．組織型分類 〔２４年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １４２例 扁平上皮癌 ４例
腺 癌 ４８２（７１．９） 腺 ２７（７９．４）
大 細 胞 癌 １２ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 ７ 小 細 胞 癌 ０
腺扁平上皮癌 １２ 腺扁平上皮癌 １
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
不 明 １４ 不 明 ２

計 ６７０ 計 ３４
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（４） 腫瘍径

腫瘍径
（㎜）

Ｈ１０年度
（％）

Ｈ１１年度
（％）

Ｈ１２年度
（％）

Ｈ１３年度
（％）

Ｈ１４年度
（％）

Ｈ１５年度
（％）

Ｈ１６年度
（％）

Ｈ１７年度
（％）

Ｈ１８年度
（％）

Ｈ１９年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（３１．８）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜ ３３．５㎜ ２８．８㎜ ３８．７㎜ ２９．６㎜ ３０．６㎜ ２６．０㎜ ２４．６㎜

最高９０㎜ ７０㎜ ８０㎜ １００㎜ ８５㎜ １４５㎜ ７０㎜ ８５㎜ ５９㎜ ５７㎜

腫瘍径
（㎜）

Ｈ２０年度
（％）

Ｈ２１年度
（％）

Ｈ２２年度
（％）

Ｈ２３年度
（％）

Ｈ２４年度
（％）

０～１０ ３ ２ ２ １ ４

１１～２０ ２１（４０．４） １０ １３ １６（２９．１）１４（２８．６）

２１～３０ ６ １３（３１．７） ２６（４０） １６（２９．１） １３

３１～４０ １４ ８ １５ ６ ８

４１～５０ ５ ６ ６ ４ ６

５１～ １ ２ ２ １１ ２

不明 ２ ０ １ １ ２

計 ５２ ４１ ６５ ５５ ４９

平均 ２６．１㎜ ２５．９㎜ ２９．４㎜ ３３．２㎜ ２８．４

最高７１㎜ ６８㎜ ８０㎜ ９０㎜ １００㎜

５）転移性肺腫瘍（１２９例）
大 腸 癌：３０例 甲状腺癌：１０例 腎 臓 癌：１１例 乳 癌：１３例 前立腺癌：１２例
肝 臓 癌：９例 胃 癌：５例 尿 管 癌：４例 胆 管 癌：４例 膵 臓 癌：４例
子 宮 癌：３例 胆のう癌：３例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例 卵 巣 癌：２例
膀 胱 癌：２例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 顎 下 腺：１例
咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 不 明：７例
平成２４年度集計（５例）
肝 臓 癌：２例 膵 臓 癌：２例 膀 胱 癌：１例
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2001―2005（n＝250）
2006―2012（n＝372）

1987―2000（n＝466）

―年代別―

全体（n＝1,088）

5y：47.9％
10y：31.8％
15y：23.6％

P＜0.0001

時間
0 300

（月）
25020015010050

5y：36.8％
10y：21.7％

5y：50.3％
10y：38.2％

5y：65./％

100
（％）
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60
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20

0

累
積
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―性別―

男性
（n＝645）

女性
（n＝443）

P＜0.0001

時間
0 300

（月）
25020015010050

5y：40.6％
10y：24.5％

5y：58.7％

10y：43.8％

６）平成２４年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

施 設 検 診 車 検 診
受診者数 ２１，７５４ ２８，６２２

要精検数
１，４０９（ ６．５％）

東部：６７５（ ４．７％）
中部：１８５（ ７．９％）
西部：５４９（１１．２%）

１，０５１（３．７％）
東部：２３０（３．０％）
中部：３２０（３．６％）
西部：５０１（４．２％）

確定者数 ２３名（０．１０６％）
（東部１４、中部３、西部６）

２６名（０．０９１％）
（東部９、中部８、西部９）

発見方法
E１判定 １８名
E２判定 ４名
喀痰E判定 １名

E１判定 ２２名
E２判定 ４名

年 齢 ７０．２歳 ６９．７歳
性 差 男１３名、女１０名 男１３名、女１３名

臨床病期
ⅠA １４名、ⅠB １名
ⅡA ０名、ⅡB ０名
ⅢA ２名，ⅢB １名

Ⅳ ５名

ⅠA １２名、ⅠB ４名
ⅡA ２名、ⅡB ３名
ⅢA ２名、ⅢB ０名
Ⅳ ２名、不明１名

組 織 型
扁平上皮３名、腺癌１６名

大細胞癌０名、小細胞癌２名、
不明２名

扁平上皮癌４名、腺癌１８名
腺扁平上皮癌１名、大細胞癌０名、

小細胞癌１名、不明２名
手 術 あり１３名、なし１０名 あり２１名、なし５名
腫 瘍 径 ２９．０㎜ ２７．８㎜

７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見率の推移 ８）検診で発見された肺癌の推移

９）検診発見肺癌の予後
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―手術の有無別―

P＜0.0001

手術なし
（n＝419）

手術あり
（n＝669）

時間
0 300

（月）
25020015010050

5y：17.4％

10y：6.3％

5y：66.7％

10y：46.7％
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―発見方法別―

P＝0.0001

X線
（n＝991）

喀痰
（n＝54）

X線＋喀痰
（n＝43）

時間
0 300

（月）
25020015010050

5y：48.9％

10y：12.2％

5y：53.6％

10y：28.7％

5y：20.3％
10y：32.9％
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―組織型別―

腺癌（n＝651）
扁平上皮癌（n＝258）
小細胞癌（n＝63）

P＝0.001

時間
0 300

（月）
25020015010050

5y：35.6％

5y：58.6％

10y：41.4％

5y：4.6％

10y：21.2％
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20
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―臨床病期別―
ⅠA
（n＝448）
ⅠB
（n＝174）

ⅡA
（n＝33）
ⅡB
（n＝63）

ⅢA
（n＝139）
ⅢB
（n＝70）

Ⅳ
（n＝125）

時間
0 300

（月）
25020015010050

5y：74.0％

10y：54.2％

100
（％）

80

60

40

20

0

累
積
生
存
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―治療法別―
　　手術単独
（n＝572）5y：68.1％
　　手術＋放or化
（n＝97）5y：57.0％

　　放＋化
（n＝90）5y：13.1％
　　放
（n＝64）5y：21.3％

　　化
（n＝99）5y：10.7％
　　無治療
（n＝148）5y：18.0％

時間
0 300

（月）
25020015010050

10y：47.2％

5y：68.1％
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P＝0.10

―検診区分別の予後―

車検診
（n＝313）

施設検診
（n＝166）

60.0％

69.4％

１０）原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較（平成１６年度～平成２４年度）

車 検 診 施 設 検 診 Ｐ値

症 例 数 ３１３ １６６

年 齢 ７２．９（５２―９２）歳 ７１．５（４２―８７）歳 ０．０８９

性 差 男性；１８３：女性；１３０ 男性；７１：女性；９５ ０．００１５

組 織 型
腺癌；２１９，扁平上皮癌；４７，
小細胞癌；１５，その他；３２

腺癌；１２２，扁平上皮癌；１４，
小細胞癌；１０，その他；２０

０．２１

腫 瘍 径 ２９，２（５―８５）㎜ ２７，９（３―１００）㎜ ０．４７

臨床病期
IA；１４２，IB；４９，IIA；１０，

IIB；１４，IIIA；３６，IIIB；２５，IV；３４，
不明；３

IA；８８，IB；２８，IIA；４，
IIB；６，IIIA１３，IIIB；６，IV；２０，

不明；１
０．４５

手術有無 あり；２０９，なし；１０４ あり；１１７，なし；４８，不明；１ ０．２５

１１）原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較（平成１６年度～平成２４年度）
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率）
要精検者数 （参考） 要精検率（％） （参考）

マンモ
併 用

視触診
の み

マンモ
の み

マンモ
併 用

視触診
の み

マンモ
の み

車 検 診
（医師雇上、保健事業団、中国労働衛生協会）

８，３３２
（４６．８％）

４８０ ４８０ ０ ０ ５．７６ ５．７６ ０．００ ０．００

施 設 検 診
（病院、診療所）

９，４８６
（５３．２％）

８３４ ８３４ １ ０ ８．７９ ８．７９ ６．６７ ０．００

計
１７，８１８
（１００％）

１，３１４ １，３１４ １ ０ ７．３７ ７．３７ ６．６７ ０．００

（２） 精密検査

区 分
精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん （参考） がん発見率（％） （参考）

マンモ
併 用

視触診
の み

マンモ
の み

マンモ
併 用

視触診
の み

マンモ
の み

車 検 診 ４４４ ９２．５ ２６ ２６ ０ ０ ０．３１ ０．３１ ０．００ ０．００

施 設 検 診 ７６７ ９２．０ ５２ ５２ ０ ０ ０．５５ ０．５５ ０．００ ０．００

計 １，２１１ ９２．２ ７８ ７８ ０ ０ ０．４４ ０．４４ ０．００ ０．００

４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成２４年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として市町村が把握している人
数）は１１８，２４８人で、受診者数は１７，８１８人、受診率１５．１％で前年度より０．３ポイント減少した。２年合
わせた平成２４年度の最終受診率は２８．１％であった。
要精検者数１，３１４人、要精検率７．３７％で前年度より０．１２ポイント減少した。精検受診者数１，２１１人、
精検受診率は９２．２％で、前年度より１．４ポイント減少した。
精検の結果、乳がん７８人、がん発見率（がん／受診者数）０．４４％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）５．９４％であった。がん疑いは１人発見された。平成２３年度に比べ、がん発見率は０．０４ポイント、
陽性反応適中度は０．６５ポイント増加した。
国の目標値は検診受診率を５０％に設定しており、この数値には到達しないものの、鳥取県の実績は、
国の定めた要精検率の許容値１１．０％以下、精検受診率９０％以上、検診発見がん率０．２３％以上、陽性反
応適中度２．４％以上を凌駕するものであった。
検診機関別に見てみると、受診者数は車検診約４割、施設検診が約６割で、要精検率は車検診５．７６
％、施設検診８．７９％で施設検診が高い傾向である。圏域別の要精検率は東部６．８２％、中部８．５７％、西
部７．２９％と中部が高い傾向である。がん発見率は東部０．３４％、中部０．５０％、西部０．５１％で、中西部が
高い傾向であった。また、陽性反応適中度は東部５．０％、中部５．８％、西部７．０％であったが、問題と
なる差ではなかった。平成１７年度より始まったマンモグラフィ検診の精度管理も安定してきたものと
思われる。
視触診検診のみ受診者数は１５人で、そのうち要精検者数１人であった。
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２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成２４年度に発見された乳がんまたは乳がん疑い７９例について確定調査を行った結果、確定乳癌７３
例（両側２例）、良性・経過観察２例、その他１例、調査中３例であった。
（１） 平均年齢６０．６歳。４０歳代の増加が認められた。MMGでの発見は３４例で、５０歳以上はMMGでの
発見率が高い。

（２） MMGで所見なしで触診で発見されたものが８例あり、そのうち４例は４０歳代であった。
（３） ２年以内の繰り返し検診は早期癌が９０％以上あり、非浸潤癌が３０％であった。繰り返し検診が
早期発見に繋がったものと思われる。

（４） 術式、リンパ節郭清については触知乳癌とMMG発見乳癌で差はなかった。
（５） 検診発見癌の９０％以上が内分泌療法を受けており、化学療法は昨年に比べ減少していた。

〈圏域別結果〉
（１） 視触診・マンモグラフィー併用

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検
者 数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，８３３ ７，１００ １５．４９ ４８４ ６．８２ ４４４ ９１．７ ２４ ０．３４

中 部 ２３，９０２ ３，８１６ １５．９７ ３２７ ８．５７ ３００ ９１．７ １９ ０．５０

西 部 ４８，５１３ ６，９０２ １４．２３ ５０３ ７．２９ ４６７ ９２．８ ３５ ０．５１

計 １１８，２４８ １７，８１８ １５．０７ １，３１４ ７．３７ １，２１１ ９２．２ ７８ ０．４４

（２） 視触診のみ（参考）

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検
者 数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，８３３ ０ ０．００ ０ ０．００ ０ ０ ０ ０．００

中 部 ２３，９０２ ９ ０．０４ １ １１．１１ ０ ０ ０ ０．００

西 部 ４８，５１３ ６ ０．０１ ０ ０．００ ０ ０ ０ ０．００

計 １１８，２４８ １５ ０．０１ １ ６．６７ ０ ０．０ ０ ０．００
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受診率・精検受診率の推移

H19

受診率 精検受診率

92.4 92.3 93.693.1 92.6

13.1 12.3 16.2 14.9 15.4

92.2

15.1

H24H23H22H21H20

1.0

0.1

10.0
％

要精検率・乳がん発見率・確定がん率の推移

H19 H20

9.69

0.42

0.47

7.76 8.01

0.39

0.33

0.34

H24H23H22H21

乳がん発見率 確定がん率要精検率

8.11

0.29 0.37

0.40

7.49

0.38

0.44

7.37

0.41
0.30

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移
区 分 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １０８，２９２ １１８，６７６ １１８，６７６ １１８，６７６ １１８，２４８ １１８，２４８
受 診 者 数（人） Ｂ １４，１３４ １４，６２４ １９，２７８ １７，７２６ １８，１９４ １７，８１８

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２４．８ ２４．０ ２７．７ ３０．１ ２９．３ ２８．１
１３．１ １２．３ １６．２ １４．９ １５．４ １５．１

一次検診結果
異 常 認 め ず（人） Ｄ １２，７６５ １３，４８９ １７，７３４ １６，２８８ １６，８３２ １６，５０４
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，３６９ １，１３５ １，５４４ １，４３８ １，３６２ １，３１４

指標 １１．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．６９ ７．７６ ８．０１ ８．１１ ７．４９ ７．３７

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，２７５ １，０５１ １，４２７ １，３２７ １，２７５ １，２１１
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９３．１ ９２．６ ９２．４ ９２．３ ９３．６ ９２．２

精密検査結果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ５９（８） ４８（４） ５７（１） ７０（２） ７２（３） ７８（１）

指標 ０．２３％以上
乳がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．４２ ０．３３ ０．３０ ０．３９ ０．４０ ０．４４

指標 ２．４％以上
陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ４．３１ ４．２３ ３．６９ ４．８７ ５．２９ ５．９４

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｌ ６７ ４９（５２） ５６ ６５ ６９（７０） ７３
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．４７ ０．３４ ０．２９ ０．３７ ０．３８ ０．４１

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、平成２４年度報告から要精検者数を分母として算出
＊４ 平成１９年度報告より、視触診のみの受診者数を除く受診結果を計上
＊５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。平成２０年度報告よ

り、視・マンモ併用検診で発見された数、（ ）内の数値は視触診のみで発見された数を含んだ数。

（２） 平成２４年度乳がん検診（視触診及びマンモグラフィ併用）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％）
ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ ｈ Ⅰ＝ｈ／ｂ ｊ ｋ＝ｊ／ｂ

４０～４４歳 ４，０４８ ２，０９４ ５１．７ ２３０ １，８６４ １０．９８ ７１ ３．３９ １３８ ６．５９ ２１ １．００
４５～４９歳 ３，８５３ １，５４１ ４０．０ １８３ １，３５８ １１．８８ ３１ ２．０１ １２７ ８．２４ ２５ １．６２
５０～５４歳 ４，９７４ ２，０９２ ４２．１ １９３ １，８９９ ９．２３ ３４ １．６３ １４１ ６．７４ １８ ０．８６
５５～５９歳 ８，１８９ ２，００４ ２４．５ １３２ １，８７２ ６．５９ ２６ １．３０ ９３ ４．６４ １３ ０．６５
６０～６４歳 １３，７９７ ３，６１５ ２６．２ ２１６ ３，３９９ ５．９８ ３８ １．０５ １６４ ４．５４ １４ ０．３９
６５～６９歳 １４，５７４ ２，４６５ １６．９ １４３ ２，３２２ ５．８０ ３２ １．３０ １０３ ４．１８ ８ ０．３２
７０～７４歳 １６，０４９ ２，２２８ １３．９ １３２ ２，０９６ ５．９２ ２６ １．１７ ９７ ４．３５ ９ ０．４０
７５～７９歳 １７，４５８ １，２０８ ６．９ ５８ １，１５０ ４．８０ ９ ０．７５ ４３ ３．５６ ６ ０．５０
８０歳以上 ３５，３０６ ５７１ １．６ ２７ ５４４ ４．７３ ６ １．０５ １９ ３．３３ ２ ０．３５
計 １１８，２４８ １７，８１８ １５．１ １，３１４ １６，５０４ ７．３７ ２７３ １．５３ ９２５ ５．１９ １１６ ０．６５

４４



精密検査結果

乳がん
6.4％

異常認めず
55.3％

その他の疾病
38.2％

乳がん疑い
0.1％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｌ ｍ＝ｌ／ｄ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｄ

４０～４４歳 ２０１ ８７．４ １０２ ８９ ０ １０ ０．４８ ４．３５

４５～４９歳 １６９ ９２．３ ７７ ８２ ０ １０ ０．６５ ５．４６

５０～５４歳 １８１ ９３．８ ８４ ８９ ０ ８ ０．３８ ４．１５

５５～５９歳 １１９ ９０．２ ６５ ５０ ０ ４ ０．２０ ３．０３

６０～６４歳 ２０２ ９３．５ １２３ ６３ １ １５ ０．４１ ６．９４

６５～６９歳 １４０ ９７．９ １０３ ２７ ０ １０ ０．４１ ６．９９

７０～７４歳 １１９ ９０．２ ６４ ４３ ０ １２ ０．５４ ９．０９

７５～７９歳 ５７ ９８．３ ３６ １５ ０ ６ ０．５０ １０．３４

８０歳以上 ２３ ８５．２ １６ ４ ０ ３ ０．５３ １１．１１

計 １，２１１ ９２．２ ６７０ ４６２ １ ７８ ０．４４ ５．９４

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数
（人）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率
（％） 要精検者数 要精検率

（％） 要精検者数 要精検率
（％）

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／a′ f′ g′＝f′／a′ h′ i′＝h′／a′

保健事業団 ８，３０７ ４７９ ７，８２８ ５．７７ ８８ １．０６ ３６５ ４．３９ ２６ ０．３１

病 院 ７，４９８ ６７６ ６，８２２ ９．０２ １６２ ２．１６ ４５１ ６．０１ ６３ ０．８４

診 療 所 １，９８８ １５８ １，８３０ ７．９５ ２３ １．１６ １０８ ５．４３ ２７ １．３６

そ の 他 ２５ １ ２４ ４．００ ０ ０．００ １ ４．００ ０ ０．００

計 １７，８１８ １，３１４ １６，５０４ ７．３７ ２７３ １．５３ ９２５ ５．１９ １１６ ０．６５

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

j′ k′＝j′／b′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／b′

保健事業団 ４４３ ９２．５ ２５０ １６７ ０ ２６ ０．３１ ５．４３

病 院 ６１７ ９１．３ ３３４ ２４１ １ ４１ ０．５５ ６．０７

診 療 所 １５０ ９４．９ ８６ ５３ ０ １１ ０．５５ ６．９６

そ の 他 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．００

計 １，２１１ ９２．２ ６７０ ４６２ １ ７８ ０．４４ ５．９４

４５
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ
Ｒ
＝
Ｏ
／H

鳥
取
市

３５
，９
８２

２，
０７
８

３，
０７
９

５，
１５
７

１４
．３

１４
４

２２
９

３７
３

７．
２３

３３
９

９０
．９

１８
３

１４
２

０
１４

１５
６

０．
２７

３．
８

米
子
市

２７
，２
２７

７４
５

３，
０６
４

３，
８０
９

１４
．０

２３
２６
９

２９
２

７．
６７

２７
９

９５
．５

１３
６

１２
３

０
２０

１４
３

０．
５３

６．
８

倉
吉
市

１０
，８
９１

６５
７

５４
１

１，
１９
８

１１
．０

５７
７２

１２
９

１０
．７
７

１１
６

８９
．９

８０
２９

０
７

３６
０．
５８

５．
４

境
港
市

６，
９６
８

２９
９

４９
８

７９
７

１１
．４

１３
５４

６７
８．
４１

５９
８８
．１

２９
２５

０
５

３０
０．
６３

７．
５

岩
美
町

２，
９１
３

１１
６

４３
９

５５
５

１９
．１

７
２１

２８
５．
０５

２５
８９
．３

１８
３

１
３

７
０．
５４

１０
．７

八
頭
町

３，
９１
８

７３
４

１２
７

８６
１

２２
．０

４０
９

４９
５．
６９

４８
９８
．０

２８
１７

０
３

２０
０．
３５

６．
１

若
桜
町

１，
０７
１

２１
１

３６
２４
７

２３
．１

１０
５

１５
６．
０７

１４
９３
．３

６
６

０
２

８
０．
８１

１３
．３

智
頭
町

１，
９４
９

５７
２２
３

２８
０

１４
．４

８
１１

１９
６．
７９

１８
９４
．７

１０
６

０
２

８
０．
７１

１０
．５

湯
梨
浜
町

３，
５６
６

４８
１

１６
５

６４
６

１８
．１

３２
２２

５４
８．
３６

４９
９０
．７

２４
２１

０
４

２５
０．
６２

７．
４

三
朝
町

１，
６６
６

２９
０

３０
３２
０

１９
．２

１４
３

１７
５．
３１

１７
１０
０．
０

１４
１

０
２

３
０．
６３

１１
．８

北
栄
町

３，
４０
４

６１
９

９４
７１
３

２０
．９

３４
１３

４７
６．
５９

４５
９５
．７

２５
１６

０
４

２０
０．
５６

８．
５

琴
浦
町

４，
３７
５

７１
３

２２
６

９３
９

２１
．５

５８
２２

８０
８．
５２

７３
９１
．３

３８
３３

０
２

３５
０．
２１

２．
５

南
部
町

２，
５６
７

２３
８

２８
２

５２
０

２０
．３

６
３３

３９
７．
５０

３５
８９
．７

２４
１０

０
１

１１
０．
１９

２．
６

伯
耆
町

２，
７９
８

２９
７

１６
６

４６
３

１６
．５

９
１３

２２
４．
７５

１９
８６
．４

７
１１

０
１

１２
０．
２２

４．
５

日
吉
津
村

６３
３

１０
１

７２
１７
３

２７
．３

０
５

５
２．
８９

５
１０
０．
０

５
０

０
０

０
０．
００

０．
０

大
山
町

４，
４８
３

２９
７

２５
２

５４
９

１２
．２

１１
２２

３３
６．
０１

２９
８７
．９

１６
８

０
５
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【参考】
平成２４年度乳がん検診（視触診のみ）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

４０ ～ ４４ 歳 ３ ０ ３ ０．００
４５ ～ ４９ 歳 ２ ０ ２ ０．００
５０ ～ ５４ 歳 １ ０ １ ０．００
５５ ～ ５９ 歳 ０ ０ ０ ０．００
６０ ～ ６４ 歳 ２ ０ ２ ０．００
６５ ～ ６９ 歳 １ ０ １ ０．００
７０ ～ ７４ 歳 ２ １ １ ５０．００
７５ ～ ７９ 歳 ３ ０ ３ ０．００
８０ 歳 以 上 １ ０ １ ０．００

計 １５ ※１ １４ ６．６７

２）検診機関別
ａ．一次検診結果

検診機関 一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 ０ ０ ０ ０．００

病 院 ３ １ ２ ３３．３３

診 療 所 １２ ０ １２ ０．００

そ の 他 ０ ０ ０ ０．００

計 １５ ※１ １４ ６．６７

※要精検者１名は精検未受診。

※要精検者１名は精検未受診。
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（３） 平成２４年度検診発見乳がん追跡調査結果
１）登録届け出数 ７９

確定乳癌 ７３ （両側２例）
調査中３、良性・経過観察２、その他１

鳥取市１３、米子市１８、倉吉市７、境港市３
大山町５、北栄町４、湯梨浜町４、八頭町３、岩美町３、江府町３、若桜町２、智頭町２、
琴浦町２、南部町１、三朝町２、伯耆町１、

２）年齢構成 平均年齢 ６０．６歳

一次検診医の診断
要精検 ３９ （MMGで所見無し ８例）
異常なし（＝MMG発見）３４

３）病期分類

４）組織型
非浸潤癌 １３、
浸潤癌６２（小葉癌３、粘液癌１）
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５）検診歴と病期

６）手術術式 手術数７３例、７５乳腺

リンパ節転移の有無 １０／６９
MMG発見乳癌 ４／３３（１―２個）
触知乳癌 ６／３６（１―１１個）

７）薬物治療 化学療法 内分泌療法

MMG発見 ３／３２ ３０／３２
触知 １０／３７ ３４／３７

１３／６９（１８．８％） ６４／６９（９２．８％）

４９



まとめ
１．平成２４年度検診発見乳癌は７３例で、非浸潤癌は１３例であり、２例が両側であった。
２．MMG発見は３４例であった。MMGに写らない触知乳癌が８例あり、４例は４０歳代であった。
３．２年以内の繰り返し検診は早期癌が９０％以上あり、非浸潤癌が３０％であった。繰り返し検診が
早期発見に繋がったものと思われる。
４．術式、リンパ節郭清については触知乳癌とMMG発見乳癌で差はなかった。
５．検診発見癌の９０％以上が内分泌療法を受けており、化学療法は昨年に比べ減少していた。

５０



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成２４年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計数）は１９０，５５６人で、このうち受診者数は５４，３６２人、受診率は２８．５％で、前年度に
比べ１．１ポイント増加した。平成２０年度以降、無料クーポン補助事業が行われたことにより、受診者
数、受診率とも上昇傾向にある。
受診率は東部３０．９％、中部２６．８％、西部２７．２％であった。また、受診率の目標５０％達成に近い町と
低いところでは約３０％の開きがあった。
このうち要精検者数は４，６６９人、要精検率８．６％で、平成２３年度より０．３ポイント増である。精検受
診者は３，５８８人、精検受診率７６．８％で例年並みであった。精検受診率は上昇傾向であるが、許容値
７０％以下の市町村がある。
精密検査の結果、大腸がんは１４９人で、平成２３年度に比べ１８人増加、大腸がん疑いは４人であった。
がん発見率（がん／受診者数）は０．２７％、陽性反応適中度（がん／要精検者数）は３．２％であった。
要精検率、がん発見率、陽性反応適中度ともに、平成２３年度に比べ高かった。
要精検率は東部８．２％、中部７．８％、西部９．４％、がん発見率は東部０．２９８％、中部０．１８０％、西部

０．２９５％、陽性反応適中度は東部３．６％、中部２．３％、西部３．１％で、平成２３年度に比べ、西部の要精検
率が高くなっている。
検診機関別の要精検率は、鳥取県保健事業団７．２％、中国労働衛生協会５．２％、病院９．６％、診療所

９．５％で、例年と同様に施設検診の要精検率が高い。
また、がん発見率は地域検診０．２０３％、施設検診０．３１８％で、施設検診のがん発見率が高い。
国のプロセス指標は要精検率許容値７．０％以下、精密検査受診率目標値９０％以上、がん発見率許容
値０．１３％以上、陽性反応適中度許容値１．９％以上としているが、要精検率は許容値を上回り、精密検
査受診率は９０％に程遠いが、がん発見率、陽性反応適中度についてはいずれもいい成績であり、精度
が保たれていると思われる。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診
（保健事業団・ファルコ・中国労働衛生協会）

２０，６９２
（３８．１％）

１，４６６ ７．１ ７．２ ７．１ ６．８

施 設 検 診
（病院・診療所）

３３，６７０
（６１．９％）

３，２０３ ９．５ ８．７ ９．８ １０．２

計
５４，３６２
（１００％）

４，６６９ ８．６ ８．２ ７．８ ９．４

５１



２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１５３例について確定調査を行った結果、確定癌１４２例（地域
検診３９例、施設検診１０３例）、非がん３例、本人の希望により治療せず１例、未受診２例、治療予定１
例、調査中２例であった。そのうち早期がんは８０例、早期癌率は５６．３％であった。
調査の結果は、以下のとおりで、例年と同様な傾向であった。

（１） 性及び年齢では男女とも６０歳以上からがんが多く発見された。
４０歳代からがんが５例発見されている。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が５９．９％、肉眼分類では「２」３７．３％であった。早期癌８０例の肉眼分
類では「Ip」「Isp」が５５．０％であった。昨年度に比べ深達度ｍ癌が少なくなり、進行がすすんだ
ものが多かった。

（３） 大きさは、１０㎜以下が３９例（２７．５％）、１１～２０㎜が３８例（２６．８％）、２１～５０㎜が５２例（３６．６％）、
５１㎜以上が１２例（８．６％）であった。

（４） Dukes分類は「Ａ」が６８．３％、組織型分類は「Well」が５４．９％、「Mod」が３８．７％であった。
（５） 治療方法は外科手術が３６例（２５．４％）、内視鏡下手術４４例（３１．０％）、内視鏡治療は６２例（４３．７％）
であった。昨年度より手術症例が少し多かった。

〈圏域別結果〉
（１） 地域検診

区 分 受 診 者 数 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ７，４５９ ５３９ ７．２ ４２４ ７８．６ １ ２０ ０．２６８

中 部 ８，０３０ ５７１ ７．１ ４２３ ７４．１ ０ １４ ０．１７４

西 部 ５，２０３ ３５６ ６．８ ２５５ ７１．６ ０ ８ ０．１５４

計 ２０，６９２ １，４６６ ７．１ １，１０２ ７５．２ １ ４２ ０．２０３

※ がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

（２） 施設検診

区 分 受 診 者 数 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １５，３６１ １，３４２ ８．７ １，０７７ ８０．３ ３ ４８ ０．３１２

中 部 ２，５０８ ２４７ ９．８ １７２ ６９．６ ０ ５ ０．１９９

西 部 １５，８０１ １，６１４ １０．２ １，２３７ ７６．６ ０ ５４ ０．３４２

計 ３３，６７０ ３，２０３ ９．５ ２，４８６ ７７．６ ３ １０７ ０．３１８

※ がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診 １，１０２ ７５．２ ４２ ０．２０３ ０．２６８ ０．１７４ ０．１５４

施 設 検 診 ２，４８６ ７７．６ １０７ ０．３１８ ０．３１２ ０．１９９ ０．３４２

計 ３，５８８ ７６．８ １４９ ０．２７４ ０．２９８ ０．１８０ ０．２９５

※ がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

５２



（６） 逐年検診発見進行大腸がんは２３例（東部１０例、中部１例、西部１２例）であった。
２３例中、前年度の結果が要精検だったのが４件あり、ポリープが１件、精検未受診３件であった。
各地区で症例検討を行って頂き、問題点等について検討して頂く。
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（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １７５，３６７ １８８，１８６ １８８，１８６ １８８，１８６ １９０，５５６ １９０，５５６

受 診 者 数（人） Ｂ ５１，７７３ ４８，４０９ ４８，９４９ ４９，３７４ ５２，１９２ ５４，３６２

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２９．５ ２５．７ ２６．０ ２６．２ ２７．４ ２８．５

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４７，４６８ ４４，４９７ ４４，７８０ ４５，５９８ ４７，８８５ ４９，６９３

要 精 検 者 数（人） Ｅ ４，３０５ ３，９１２ ４，１６９ ３，７７６ ４，３０７ ４，６６９
要 精 検 率
指標：許容値７．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．３２ ８．０８ ８．５２ ７．６５ ８．２５ ８．５９

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ３，１２６ ２，８５８ ３，１７８ ２，８４８ ３，３４０ ３，５８８
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７２．６ ７３．１ ７６．２ ７５．４ ７７．５ ７６．８

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １４５（５） １３８（５） １３４（８） １３３（５） １３１（９） １４９（４）
大腸がん発見率
指標：許容値０．１３％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２８ ０．２９ ０．２７ ０．２７ ０．２５ ０．２７
陽性反応適中度
指標：許容値１．９％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ３．４ ３．５ ３．２ ３．５ ３．０ ３．２

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １４９ １３６ １３４ １３２ １３１ １４２

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２９ ０．２８ ０．２７ ０．２７ ０．２５ ０．２６

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、平成２４年度報告から要精検者数を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 平成２４年度大腸がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数
（人）

一 次 検 診
受 診 者 数

受診率
（％）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
ａ ｂ ｃ＝ｂ／Ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１５８ ４，０４８ ７２５ １，５５３ ３３．６ ３８．４ ３６．７ ５３ １２４ ６７２ １，４２９ ７．３ ８．０ ７．８

４５～４９歳 ２，３２６ ３，８５３ ６０２ １，３６６ ２５．９ ３５．５ ３１．８ ４４ ６７ ５５８ １，２９９ ７．３ ４．９ ５．６

５０～５４歳 ３，０５８ ４，９７４ ８１１ １，９９６ ２６．５ ４０．１ ３４．９ ６４ １１９ ７４７ １，８７７ ７．９ ６．０ ６．５

５５～５９歳 ４，９０８ ８，１８９ １，３０９ ２，８３１ ２６．７ ３４．６ ３１．６ １１２ １７５ １，１９７ ２，６５６ ８．６ ６．２ ６．９

６０～６４歳 ９，８５４ １３，７９７ ３，２２１ ５，４７４ ３２．７ ３９．７ ３６．８ ２８０ ３６０ ２，９４１ ５，１１４ ８．７ ６．６ ７．４

６５～６９歳 １１，０６１ １４，５７４ ３，９９６ ５，６３４ ３６．１ ３８．７ ３７．６ ４０３ ４２８ ３，５９３ ５，２０６ １０．１ ７．６ ８．６

７０～７４歳 １１，５８８ １６，０４９ ３，８５５ ５，５８３ ３３．３ ３４．８ ３４．１ ３８０ ４４８ ３，４７５ ５，１３５ ９．９ ８．０ ８．８

７５～７９歳 １１，６８９ １７，４５８ ３，３７８ ５，０３４ ２８．９ ２８．８ ２８．９ ３８９ ４０９ ２，９８９ ４，６２５ １１．５ ８．１ ９．５

８０歳以上 １５，６６６ ３５，３０６ ２，８９９ ４，０９５ １８．５ １１．６ １３．７ ３５５ ４５９ ２，５４４ ３，６３６ １２．２ １１．２ １１．６

計 ７２，３０８ １１８，２４８ ２０，７９６ ３３，５６６ ２８．８ ２８．４ ２８．５ ２，０８０ ２，５８９ １８，７１６ ３０，９７７ １０．０ ７．７ ８．６

合 計 １９０，５５６ ５４，３６２ ２８．５ ４，６６９ ４９，６９３ ８．６

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査受診率
（％）

精密検査結果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｈｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３９ ８１ ７３．６ ６５．３ ６７．８ ２０ ４３ １８ ３７ ０ ０ １ １ ０．１３８０．０６４０．０８８ １．９ ０．８ １．１

４５～４９歳 ２９ ５０ ６５．９ ７４．６ ７１．２ １１ ２６ １８ ２１ ０ ０ ０ ３ ０．００００．２２００．１５２ ０．０ ４．５ ２．７

５０～５４歳 ４７ ８２ ７３．４ ６８．９ ７０．５ １５ ４８ ３１ ３２ ０ ０ １ ２ ０．１２３０．１０００．１０７ １．６ １．７ １．６

５５～５９歳 ７４ １４２ ６６．１ ８１．１ ７５．３ １９ ７６ ５２ ６３ ０ ０ ３ ３ ０．２２９０．１０６０．１４５ ２．７ １．７ ２．１

６０～６４歳 １９９ ２８５ ７１．１ ７９．２ ７５．６ ５２ １１７ １３５ １５４ ０ １ １２ １３ ０．３７３０．２３７０．２８８ ４．３ ３．６ ３．９

６５～６９歳 ３０１ ３７５ ７４．７ ８７．６ ８１．３ ７５ １５５ ２１２ ２０２ １ ０ １３ １８ ０．３２５０．３１９０．３２２ ３．２ ４．２ ３．７

７０～７４歳 ３０４ ３７９ ８０．０ ８４．６ ８２．５ ９６ １５０ １９２ ２１９ ０ ０ １６ １０ ０．４１５０．１７９０．２７５ ４．２ ２．２ ３．１

７５～７９歳 ３１４ ３３２ ８０．７ ８１．２ ８１．０ ７９ １２２ ２２０ ２００ ２ ０ １３ １０ ０．３８５０．１９９０．２７３ ３．３ ２．４ ２．９

８０歳以上 ２６６ ２８９ ７４．９ ６３．０ ６８．２ ７２ １０６ １７８ １６９ ０ ０ １６ １４ ０．５５２０．３４２０．４２９ ４．５ ３．１ ３．７

計 １，５７３２，０１５ ７５．６ ７７．８ ７６．８ ４３９ ８４３ １，０５６１，０９７ ３ １ ７５ ７４ ０．３６１０．２２００．２７４ ３．６ ２．９ ３．２

合計 ３，５８８ ７６．８ １，２８２ ２，１５３ ４ １４９ ０．２７４ ３．２
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精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.1％

大腸がん
4.2％

異常認めず
35.7％

その他の疾病
60.0％

その他　18.0％

クローン病　0.0％
ポリープ（腺腫）

51.1％

潰瘍性大腸炎　0.0％

大腸憩室　12.1％

ポリープ（不明）
10.5％

ポリープ（非腺腫）
8.3％

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ７，７０４ １２，１６８ ６７３ ７５０ ７，０３１ １１，４１８ ８．７ ６．２ ７．２

中国労働衛生協会 ３３５ ４８５ ２３ ２０ ３１２ ４６５ ６．９ ４．１ ５．２

地 域 検 診 小 計 ８，０３９ １２，６５３ ６９６ ７７０ ７，３４３ １１，８８３ ８．７ ６．１ ７．１

病 院 ３，７３３ ５，７４２ ４０５ ５００ ３，３２８ ５，２４２ １０．８ ８．７ ９．６

診 療 所 ９，０２４ １５，１７１ ９７９ １，３１９ ８，０４５ １３，８５２ １０．８ ８．７ ９．５

施 設 検 診 小 計 １２，７５７ ２０，９１３ １，３８４ １，８１９ １１，３７３ １９，０９４ １０．８ ８．７ ９．５

計 ２０，７９６ ３３，５６６ ２，０８０ ２，５８９ １８，７１６ ３０，９７７ １０．０ ７．７ ８．６

合 計 ５４，３６２ ４，６６９ ４９，６９３ ８．６

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査受
診者数（人）

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４８９ ５８１ ７２．７ ７７．５ ７５．２ １４５ ２６１ ３２３ ２９８ ０ １ ２１ ２１ ０．２７３０．１７３０．２１１ ３．１ ２．８ ３．０

中国労働衛生協会 １７ １５ ７３．９ ７５．０ ７４．４ ４ １０ １３ ５ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

地域検診小計 ５０６ ５９６ ７２．７ ７７．４ ７５．２ １４９ ２７１ ３３６ ３０３ ０ １ ２１ ２１ ０．２６１０．１６６０．２０３ ３．０ ２．７ ２．９

病 院 ３１２ ３８６ ７７．０ ７７．２ ７７．１ ９６ １７１ １９８ ２０４ １ ０ １７ １１ ０．４５５０．１９２０．２９６ ４．２ ２．２ ３．１

診 療 所 ７５５１，０３３ ７７．１ ７８．３ ７７．８ １９４ ４０１ ５２２ ５９０ ２ ０ ３７ ４２ ０．４１００．２７７０．３２７ ３．８ ３．２ ３．４

施設検診小計 １，０６７１，４１９ ７７．１ ７８．０ ７７．６ ２９０ ５７２ ７２０ ７９４ ３ ０ ５４ ５３ ０．４２３０．２５３０．３１８ ３．９ ２．９ ３．３

計 １，５７３２，０１５ ７５．６ ７７．８ ７６．８ ４３９ ８４３１，０５６１，０９７ ３ １ ７５ ７４ ０．３６１０．２２００．２７４ ３．６ ２．９ ３．２

合 計 ３，５８８ ７６．８ １，２８２ ２，１５３ ４ １４９ ０．２７４ ３．２
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＋
Ｃ
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Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５７
，４
３３

３，
３２
８

１３
，２
９１

１６
，６
１９

２８
．９

２１
７

１，
１８
０

１，
３９
７

８．
４

１，
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５
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．１
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４９
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５
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５
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市
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４２

０
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５９

１２
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５９
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．９

０
１，
２１
０

１，
２１
０

９．
９

９３
１
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．９
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２

６１
５

０
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９

０．
３５
９

３．
６

倉
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市

１７
，７
００

１，
６８
６

１，
３８
９

３，
０７
５

１７
．４

１３
０

１５
０

２８
０

９．
１

２０
７

７３
．９

８４
１１
６
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１１
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０７
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２，
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１

２，
５０
９

２２
．２

０
２９
８
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８

１１
．９

２４
０

８０
．５

１１
８

１１
２

０
１０
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９
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４，
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１，
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５
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４

１，
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４
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７
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９
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０
５
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２
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０
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町

６，
５３
４

２，
４９
０

３４
４

２，
８３
４

４３
．４

１８
１

３３
２１
４

７．
６

１７
２

８０
．４

６９
９５

１
７

１０
３

０．
２４
７

３．
３

若
桜
町

１，
７７
６

４３
３

４０
５

８３
８

４７
．２

３１
３４

６５
７．
８

５４
８３
．１

１８
３３

０
３

３６
０．
３５
８

４．
６

智
頭
町

３，
２６
３

１５
３

９５
７

１，
１１
０

３４
．０

１５
６６

８１
７．
３

６１
７５
．３

２１
３６

０
４

４０
０．
３６
０

４．
９

湯
梨
浜
町

５，
９６
４

１，
３４
６

６７
９

２，
０２
５

３４
．０

９５
６０

１５
５

７．
７

１２
４

８０
．０

５０
７３

０
１

７４
０．
０４
９

０．
６

三
朝
町

２，
７６
７

６５
９

１１
４

７７
３

２７
．９

４４
７

５１
６．
６

３４
６６
．７

１４
１９

０
１

２０
０．
１２
９

２．
０

北
栄
町

５，
７２
９

２，
２３
９

２１
０

２，
４４
９

４２
．７

１５
０

１７
１６
７

６．
８

１２
０

７１
．９

４３
７１

０
６

７７
０．
２４
５

３．
６

琴
浦
町

７，
２２
１

２，
１０
０

１１
６

２，
２１
６

３０
．７

１５
２

１３
１６
５

７．
４

１１
０

６６
．７

４５
６１

０
４

６５
０．
１８
１

２．
４

南
部
町

４，
２２
１

６５
７

９１
１

１，
５６
８

３７
．１

３３
７５

１０
８

６．
９

６８
６３
．０

２０
４８

０
０

４８
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
５３
３

１，
３４
２

０
１，
３４
２

２９
．６

８８
０

８８
６．
６

６２
７０
．５

２３
３９

０
０

３９
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

９９
５

３０
１

７７
３７
８

３８
．０

２１
６

２７
７．
１

１８
６６
．７

１１
６

０
１

７
０．
２６
５

３．
７

大
山
町

７，
５０
３

１，
１７
１

０
１，
１７
１

１５
．６

８６
０

８６
７．
３

６９
８０
．２

２２
４５

０
２

４７
０．
１７
１

２．
３

日
南
町

２，
９６
６

５８
６

７３
６５
９

２２
．２

５５
２５

８０
１２
．１

５３
６６
．３

２１
２９

０
３

３２
０．
４５
５

３．
８

日
野
町

１，
７８
３

４５
５

０
４５
５

２５
．５

３６
０

３６
７．
９

２４
６６
．７

８
１４

０
２

１６
０．
４４
０

５．
６

江
府
町

１，
５７
５

６６
３

０
６６
３

４２
．１

３７
０

３７
５．
６

２７
７３
．０

１２
１５

０
０

１５
０．
００
０

０．
０

合
計
１９
０，
５５
６
２０
，６
９２

３３
，６
７０

５４
，３
６２

２８
．５

１，
４６
６

３，
２０
３

４，
６６
９

８．
６

３，
５８
８

７６
．８

１，
２８
２

２，
１５
３

４
１４
９

２，
３０
６

０．
２７
４

３．
２

東
部

７３
，８
５０

７，
４５
９

１５
，３
６１

２２
，８
２０

３０
．９

５３
９

１，
３４
２

１，
８８
１

８．
２

１，
５０
１

７９
．８

５３
９

８９
０

４
６８

９６
２

０．
２９
８

３．
６

中
部

３９
，３
８１

８，
０３
０

２，
５０
８

１０
，５
３８

２６
．８

５７
１

２４
７

８１
８

７．
８

５９
５

７２
．７

２３
６

３４
０

０
１９

３５
９

０．
１８
０

２．
３

西
部

７７
，３
２５

５，
２０
３

１５
，８
０１

２１
，０
０４

２７
．２

３５
６

１，
６１
４

１，
９７
０

９．
４

１，
４９
２

７５
．７

５０
７

９２
３

０
６２

９８
５

０．
２９
５

３．
１

５７



（３） 平成２４年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果
表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 ２１ １４ ８ ４３ ５１ ５ ５４ １１０ ７２ １９ ６２ １５３

確 定 癌 １９ １２ ８ ３９ ４６ ５ ５２ １０３ ６５ １７ ６０ １４２

腺 腫 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ２

そ の 他 ２ ２ ０ ４ ３ ０ ２ ５ ５ ２ ２ ９

※その他：異常なし３件、治療せず１件、未受診２件、治療予定１件、調査中２件

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 １ ０ ０ ０ ３ ２ ５ ３ ６ ２０

女 １ ３ １ １ ５ ３ ２ １ ２ １９

計 ２ ３ １ １ ８ ５ ７ ４ ８ ３９

施

設

男 ０ ０ １ ３ ７ １０ １１ １０ ９ ５１

女 ０ ０ １ ２ ９ １３ ８ ８ １１ ５２

計 ０ ０ ２ ５ １６ ２３ １９ １８ ２０ １０３

計
男 １ ０ １ ３ １０ １２ １６ １３ １５ ７１

女 １ ３ ２ ３ １４ １６ １０ ９ １３ ７１

総 計 ２ ３ ３ ６ ２４ ２８ ２６ ２２ ２８ １４２

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ １ ７ １ ９ １６ １ １３ ３０ ３９（２７．５）

Ｓ ９ ３ ２ １４ １８ １ １３ ３２ ４６（３２．４）

Ｄ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ４ ６ ６（ ４．２）

Ｔ ２ ０ ３ ５ ４ １ ８ １３ １８（１２．７）

Ａ ４ ２ ２ ８ ５ １ １２ １８ ２６（１８．３）

Ｃ ３ ０ ０ ３ １ １ ２ ４ ７（ ４．９）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １９ １２ ８ ３９ ４６ ５ ５２ １０３ １４２

５８



表４ 大きさ

大きさ
（㎜）

地 域 施 設 総計
（％）東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ２ ７ ２ １１ １６ ２ １０ ２８ ３９（２７．５）

１１～２０ ８ ０ ２ １０ １７ ０ １１ ２８ ３８（２６．８）

２１～５０ ７ ５ ２ １４ １２ ２ ２４ ３８ ５２（３６．６）

５１～ ２ ０ ２ ４ １ １ ６ ８ １２（ ８．５）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １（ ０．７）

計 １９ １２ ８ ３９ ４６ ５ ５２ １０３ １４２

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

Ⅰｐ ７ １３ ２０（２５．０）

Ⅰsp ５ １９ ２４（３０．０）

Ⅰｓ ５ ８ １３（１６．３）

Ⅱａ ４ ８ １２（１５．０）

Ⅱａ＋Ⅱｃ ０ ３ ３（ ３．８）

Ⅱｂ １ ０ １（ １．３）

Ⅱｃ ２ ５ ７（ ８．８）

Ⅲ ０ ０ ０

その他 ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０

計 ２４ ５６ ８０

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ２４ ５６ ８０（５６．３）

１ ２ ４ ６（ ４．２）

２ １３ ４０ ５３（３７．３）

３ ０ ３ ３（ ２．１）

４ ０ ０ ０

５ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０

計 ３９ １０３ １４２

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

ｍ ７ ７ ３ ２１ ２ １４ ５４（３８．０）

sm ４ ２ １ ９ ０ ９ ２５（１７．６）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．７）

小計 １１ ９ ４ ３０ ２ ２４ ８０（５６．３）

mp ３ ２ １ ５ ０ ６ １７（１２．０）

ss ４ １ １ ６ ２ １７ ３１（２１．８）

se １ ０ ２ ５ １ ４ １３（ ９．２）

Si ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．７）

計 １９ １２ ８ ４６ ５ ５２ １４２

５９



表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １４ １１ ５ ３４ ４ ２９ ９７（６８．３）

Ｂ ３ １ １ ６ １ ８ ２０（１４．１）

Ｃ ２ ０ １ ４ ０ １１ １８（１２．７）

Ｄ ０ ０ １ １ ０ ３ ５（ ３．５）

不明 ０ ０ ０ １ ０ １ ２（ １．４）

計 １９ １２ ８ ４６ ５ ５２ １４２

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel ８ １０ ５ ３５ ２ １８ ７８（５４．９）

Mod １０ ２ ２ １０ ３ ２８ ５５（３８．７）

Por ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Muc ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．７）

その他 １ ０ １ １ ０ １ ４（ ２．８）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ４ ４（ ２．８）

計 １９ １２ ８ ４６ ５ ５２ １４２

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ２ ２ ４ ３ ３ ２２ ３６（２５．４）

内視鏡下手術 ７ ３ ２ １８ ０ １４ ４４（３１．０）

内視鏡治療 １０ ７ ２ ２５ ２ １６ ６２（４３．７）

その他不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １９ １２ ８ ４６ ５ ５２ １４２

６０



表１１ 平成２４年度逐年検診発見進行癌

検診
方式

地区 №
年
令

性 部 位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型 便潜血 stage
前年度検査結果

検診方式 便 潜 血 精密結果

地域
検診

東部

１ ８０ 男性 横行結腸 ３４㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅲｂ 地 域 － ・ －

２ ７４ 男性 上行結腸 ６５㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅲａ 地 域 － ・ －

３ ７８ 男性 Ｓ状結腸 １５㎜ MP ２ Well ＋＋ Ⅲａ 地 域 － ・ －

中部 ４ ６８ 女性 上行結腸 ３５㎜ MP １ Mod －＋ Ⅰ 地 域 － ・ －

西部
５ ７５ 男性 Ｓ状結腸 ４０㎜ SE ２ Well ＋＋ Ⅳ 地 域 － ・ －

６ ６３ 女性 横行結腸 ２０㎜ MP ２ Pap ＋＋ Ⅰ 地 域 － ・ －

施設
検診

東部

７ ６５ 男性 Ｓ状結腸 ２４㎜ SE ２ Well －＋ Ⅳ 施 設 ＋ ・ －
ポリープ
（単発・腺腫）

８ ７０ 男性 Ｓ状結腸 １８㎜ MP ２ Mod －＋ Ⅰ 施 設 － ・ －

９ ８６ 男性 下行結腸 ２３㎜ MP ２ Well －＋ Ⅰ 施 設 － ・ －

１０６３ 男性 Ｓ状結腸 １０㎜ SE ２ Well ＋＋ Ⅱ 施 設 － ・ －

１１７７ 女性 上行結腸 ８０㎜ SS（A） ３ Well ＋＋ Ⅱ 施 設 ＋ ・ ＋
未 受 診
（本人拒否）

１２７５ 男性 上行結腸 ２０㎜ MP １ Well ＋－ Ⅰ 施 設 － ・ －

１３７２ 女性 Ｓ状結腸 １０㎜ MP ２ Well －＋ Ⅰ 施 設 － ・ －

西部

１４６８ 男性 Ｓ状結腸 ３７㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅲｂ 施 設 － ・ ＋ 未 受 診

１５７１ 男性 直腸 ３６㎜ MP ２ Mod ＋＋ Ⅰ 施 設 － ・ －

１６７３ 女性 横行結腸 ３０㎜ SS（A） ２ 不明 ＋＋ Ⅱ 施 設 － ・ －

１７７６ 女性 横行結腸 ３７㎜ SS（A） ２ Well －＋ Ⅲｂ 施 設 － ・ －

１８８２ 女性 上行結腸 ３５㎜ MP １ Muc ＋＋ Ⅲａ 施 設 － ・ －

１９８３ 女性 上行結腸 ３０㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅱ 施 設 － ・ －

２０７４ 男性 Ｓ状結腸 ３６㎜ MP ２ Mod ＋－ Ⅱ 施 設 － ・ －

２１８０ 男性 盲腸 ５０㎜ SS（A） ２ Mod －＋ Ⅲｂ 施 設 － ・ －

２２７８ 女性 上行結腸 ７０㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅱ 施 設 － ・ －

２３７０ 女性 下行結腸 ２５㎜ SS（A） ２ Well ＋＋ Ⅱ 施 設 ＋ ・ ＋
未 受 診
（受診勧奨する
も連絡つかず）

６１



年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施
・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）
・原則、基本健診と同時実施。単独も可
・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可
・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）
・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）
・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に
・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一
・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫）
・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

・Ｈ２３年より節目検診（４０歳以上の５歳刻み）に個別受診勧奨

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成２４年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
平成２４年度は１６市町村で実施し、対象者数２０３，６４５人のうち、受診者数は４，７７７人で、受診率は

２．３％で、平成２３年度に比べ、受診者数１，４０３人、受診率が０．６ポイント増加した。受診者数は
年々増加傾向で、特に米子市は昨年度に比べ、受診者数が約６００人も多かった。
受診者数の増加は、平成２３年度より国が４０歳以上５歳刻みの方を対象にした無料クーポン券事
業を導入したことが大きい。
検査の結果、HBs抗原のみ陽性者は８３人、HCV抗体のみ陽性者は２３人で、HBs抗原陽性率

１．７％で、前年度と同率、HCV抗体陽性率０．５％で、平成２３年度に比べ０．２ポイント減であった。
HCV抗体陽性率は年々減少傾向である。
要精検者８３人のうち精検受診者は５９人であり、精検受診率は５６．２％で、平成２３年度に比べ５．１
ポイント減であった。精検受診率は東部７４％に比べ、中部４０．９％、西部３９．４％とかなり低い。精
検の結果、がんは１人も発見されなかった。７４．６％は無症候性キャリアであった。
受診者は６０歳代が多く、HBs抗原陽性率は５０歳代から７０歳代にかけて高く、HCV抗体陽性率

は高年齢者が高い傾向にある。
２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の
肝臓がん対策事業）
平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１３市
町村で実施された。結果は以下のとおりである。
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区 分
健康指導
対 象 者
（人）

定期検査
受診者数
（人）

定期検査結果（人・％）

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，５７６ ６９７
１１３

（１６．２）
１０

（１．４）
５

（０．７）
３

（０．４）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 ８９７ ３９５
２０４

（５１．６）
１４

（３．５）
１２

（３．０）
４

（０．１）
※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

３）平成７年度から平成２４年度の１８年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において市町村か
ら報告があった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者総数１２４，８２０人、推計受診率６４．９％である。そ
のうちHBs抗原陽性者は２，９８５人（陽性率２．３９％）、HCV抗体陽性者は３，６０９人（陽性率２．８９％）
であった。
年代別でみると、平成７年～２４年度平均HCV抗体陽性率は６０歳以上が高く、HBs抗原陽性率
は４０歳・５０歳代が高い傾向である。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成２４年度肝炎ウイルス検査からは発見されたがんはなかった。

肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、平成２４年度にがん
及びがん疑いの者が２４名発見され、そのうち９名は過去の検診、定期検査で既にがんと診断され
ていた。残り１５名の確定調査を行った結果、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が２名と転移性
肝癌１名、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が１１名であった。がんでなかったものが１名で
あった。年齢は７０～８０歳代で高齢者が占めている。

（２） 平成７年～２３年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、２５例が確定癌であり、そのうち２２例は死
亡、生存中の３例のうち、２例は再発、１例は再発されていない。また、平成１０～２３年度定期検
査確定がんが１１８例で、そのうち７７例は死亡（他病死を含む）、生存中は３９人、追跡不能２人であっ
た。
がんと診断されてから１０年以上生存されている方は、非常に稀であり、肝炎ウイルス検査で陽
性の方を早期に発見し、定期検査をきちんと受診していただくことが重要である。
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（１） 肝炎ウイルス検査受診者数等の推移
１）一次検診

年 度 受 診 者 数 HBs陽性者 HBs陽性率 HCV陽性者 HCV陽性率
Ｈ２２ ２，４７６ ５４ ２．２ １９ ０．８
Ｈ２３ ３，３７４ ５６ １．７ ２４ ０．７
Ｈ２４ ４，７７７ ８３ １．７ ２３ ０．５

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致しない。

２）精密検査
年 度 要精検者数 精検受診者数 精検受診率 が ん がん発見率
Ｈ２２ ７３ ４１ ５６．２ ０ ０．００
Ｈ２３ ８０ ４９ ６１．３ ０ ０．００
Ｈ２４ １０５ ５９ ５６．２ ０ ０．００

※ がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

３）年齢階級別受診状況

区 分 平成２４年度 平成７～２４年度
受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率 受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率

４０～４４歳 ８１５ ０．５ ０．１ １０，２０１ ２．５７ ０．８２
４５～４９歳 ３６７ １．４ ０．５ ９，０１９ ３．５９ １．５２
５０～５４歳 ４３７ ２．７ ０．９ １０，７６７ ３．５６ １．８１
５５～５９歳 ５０９ ２．４ ０．２ １３，４５９ ２．９１ ２．４０
６０～６４歳 １，１２６ １．９ ０．４ ２２，０８６ ２．３４ ３．０１
６５～６９歳 ９２２ ２．４ ０．７ ２３，３７０ ２．２２ ３．４８
７０～７４歳 ５００ １．２ ０．８ ２０，３７０ １．７５ ３．７６
７５～７９歳 ５１ ２．０ ０．０ ９，０５８ １．５６ ４．１０
８０歳以上 ５０ ０．０ ２．０ ６，４９０ １．４３ ３．９４
計 ４，７７７ １．７ ０．５ １２４，８２０ ２．３９ ２．８９

（２） 平成２４年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一次検診
受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ＝（ｂ＋ｄ）／ａ ｆ＝（ｃ＋ｄ）／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ２８２ ５３３ ２８１ ５２９ １ ３ ０ １ ０ ０ ０．４ ０．６ ０．５ ０．０ ０．２ ０．１

４５～４９歳 １１４ ２５３ １１０ ２５０ ２ ３ ２ ０ ０ ０ １．８ １．２ １．４ １．８ ０．０ ０．５

５０～５４歳 １４０ ２９７ １３５ ２８７ ３ ８ １ ２ １ ０ ２．９ ２．７ ２．７ １．４ ０．７ ０．９

５５～５９歳 １８０ ３２９ １７３ ３２３ ６ ６ １ ０ ０ ０ ３．３ １．８ ２．４ ０．６ ０．０ ０．２

６０～６４歳 ５４０ ５８６ ５２４ ５７７ １５ ６ １ ３ ０ ０ ２．８ １．０ １．９ ０．２ ０．５ ０．４

６５～６９歳 ５１３ ４０９ ４９７ ３９７ １１ １１ ５ １ ０ ０ ２．１ ２．７ ２．４ １．０ ０．２ ０．７

７０～７４歳 ２６４ ２３６ ２６０ ２３０ ３ ３ １ ３ ０ ０ １．１ １．３ １．２ ０．４ １．３ ０．８

７５～７９歳 ３１ ２０ ３０ ２０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３．２ ０．０ ２．０ ０．０ ０．０ ０．０

８０歳以上 １４ ３６ １４ ３５ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．８ ２．０

計 ２，０７８ ２，６９９ ２，０２４ ２，６４８ ４２ ４０ １１ １１ １ ０ ２．１ １．５ １．７ ０．６ ０．４ ０．５

合 計 ４，７７７ ４，６７２ ８２ ２２ １ １．７ ０．５
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３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
Hbs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず Hbs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ６７９ ９７３ ６６１ ９５７ １２ １２ ６ ４ ０ ０ １．８ １．２ １．５ ０．９ ０．４ ０．６

中国労働衛生協会 ２７ ４３ ２７ ４２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０ ２．３ １．４ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ３５３ ４６３ ３４２ ４５２ ８ ８ ３ ３ ０ ０ ２．３ １．７ ２．０ ０．８ ０．６ ０．７

診 療 所 １，０１９１，２２０ ９９４１，１９７ ２２ １９ ２ ４ １ ０ ２．３ １．６ １．９ ０．３ ０．３ ０．３

計 ２，０７８２，６９９２，０２４２，６４８ ４２ ４０ １１ １１ １ ０ ２．１ １．５ １．７ ０．６ ０．４ ０．５

合 計 ４，７７７ ４，６７２ ８２ ２２ １ １．７ ０．５

６６
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．２

４４
１５

０
０

１５
０
．０
００

東
部

７２
，１
０２

７０
５

１
，６
２３

２
，３
２８

３
．２

４１
８

１
１
．８

０
．４

３７
７４
．０

２９
８

０
０

８
０
．０
００

中
部

３５
，５
９６

７１
０

２５
０

９６
０

２
．７

１６
６

０
１
．７

０
．６

９
４０
．９

７
２

０
０

２
０
．０
００

西
部

９５
，９
４７

３０
７

１
，１
８２

１
，４
８９

１
．６

２５
８

０
１
．７

０
．５

１３
３９
．４

８
５

０
０

５
０
．０
００

※
が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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平
成
７
～
２４
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
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平
成
２４
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
２４
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
平
成
２５
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

２
８

１
２

０
１

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

１６
３４

２
１０

１
１０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

３２
５９

７
１９

４
１６

１
１

２
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９
歳

５４
９５

１２
３５

９
３０

０
２

３
２

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

６０
～
６４
歳

７８
１５
３

３０
６６

１８
５６

２
１

８
７

２
１

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

６５
～
６９
歳

１２
６

１７
６

５０
９２

３３
７０

０
５

１１
１３

２
０

１
０

０
０

０
１

２
２

１
１

７０
～
７４
歳

９５
１６
９

４９
１０
５

３６
７９

２
７

１１
１５

０
０

０
０

０
０

０
１

０
２

０
１

７５
～
７９
歳

８８
１４
３

５１
６５

３５
４５

４
２

９
１０

０
３

０
０

１
１

２
０

０
４

０
０

８０
歳
以
上

７８
１７
０

３７
６４

２７
５２

０
１

８
９

１
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
１

計
５６
９

１，
００
７

２３
９

４５
８

１６
３

３５
９

９
１９

５４
５９

５
５

１
０

２
１

２
３

２
９

１
３

合
計

（
比
率（
％
））

１，
５７
６

６９
７

（
１０
０）

５２
２

（
７４
．９
）

２８
（
４．
０）

１１
３

（
１６
．２
）

１０
（
１．
４）

１
（
０．
１）

３
（
０．
４）

５
（
０．
７）

１１
（
１．
６）

４
（
０．
６）

２
）
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成
２４
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
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果

年
齢

健
康
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象
者
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成
２４
年
４
月
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日
現
在
の
実
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員
）

受
診
者

数
（
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成
２５
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

２
０

１
１

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

４５
～
４９
歳

５
３

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

４
１０

０
５

０
３

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９
歳

１５
１４

５
３

１
２

０
０

４
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

６０
～
６４
歳

２６
３７

１１
１５

３
５

１
１

５
９

１
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

６５
～
６９
歳

２４
５７

１１
２７

１
８

０
０

６
１５

０
１

０
０

０
０

１
０

１
３

２
０

７０
～
７４
歳

４１
８９

１５
５０

４
１３

２
１

５
３１

１
３

１
０

０
０

０
１

１
１

１
０

７５
～
７９
歳

６６
１５
３

３４
７７

１０
２６

０
１

２２
４３

１
３

０
０

０
１

１
１

０
２

０
０

８０
歳
以
上

９０
２６
１

４８
９１

２０
４２

０
０

２２
３９

３
１

０
０

１
２

２
６

０
１

０
０

計
２７
３

６２
４

１２
６

２６
９

４０
９９

３
３

６５
１３
９

６
８

１
０

１
３

４
８

３
８

３
１

合
計

（
比
率（
％
））

８９
７

３９
５

（
１０
０）

１３
９

（
３５
．２
）

６
（
１．
５）

２０
４

（
５１
．６
）

１４
（
３．
５）

１
（
０．
３）

４
（
１．
０）

１２
（
３．
０）

１１
（
２．
８）

４
（
１．
０）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（４） 平成７～２４年度肝臓がん検診結果

年齢

一次検診
受診者数（人）

ａ

ＨＢｓ抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数
ｂ

陽性率（％）
ｃ＝ｂ／ａ

陽性者数
ｄ

陽性率（％）
ｅ＝ｄ／ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ３，２３４ ６，９６７ ９９ １６３ ３．０６ ２．３４ ２．５７ ３７ ４７ １．１４ ０．６７ ０．８２

４５～４９歳 ２，７７７ ６，２４２ １２１ ２０３ ４．３６ ３．２５ ３．５９ ３８ ９９ １．３７ １．５９ １．５２

５０～５４歳 ３，０４５ ７，７２２ １３２ ２５１ ４．３３ ３．２５ ３．５６ ３９ １５６ １．２８ ２．０２ １．８１

５５～５９歳 ３，８３９ ９，６２０ １１３ ２７８ ２．９４ ２．８９ ２．９１ ７５ ２４８ １．９５ ２．５８ ２．４０

６０～６４歳 ７，９８２ １４，１０４ ２３７ ２８０ ２．９７ １．９９ ２．３４ １９８ ４６６ ２．４８ ３．３０ ３．０１

６５～６９歳 ９，２２４ １４，１４６ ２３７ ２８１ ２．５７ １．９９ ２．２２ ２９６ ５１８ ３．２１ ３．６６ ３．４８

７０～７４歳 ８，１１０ １２，２６０ １４３ ２１３ １．７６ １．７４ １．７５ ３０７ ４５８ ３．７９ ３．７４ ３．７６

７５～７９歳 ３，４４２ ５，６１６ ６３ ７８ １．８３ １．３９ １．５６ １４８ ２２３ ４．３０ ３．９７ ４．１０

８０歳以上 ２，４３３ ４，０５７ ２９ ６４ １．１９ １．５８ １．４３ １１０ １４６ ４．５２ ３．６０ ３．９４

計 ４４，０８６ ８０，７３４ １，１７４ １，８１１ ２．６６ ２．２４ ２．３９ １，２４８ ２，３６１ ２．８３ ２．９２ ２．８９

合 計 １２４，８２０ ２，９８５ ２．３９ ３，６０９ ２．８９

（５） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について
１）平成２４年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初 回 治 療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ８４ 男 転移性肝癌（肺大細胞癌） Ｂ ２
２ ７５ 男 肝癌 RFA １３．１０．２ 単 発 S７ １５×１４ 腫瘤 有 Ｂ ５２
３ ７５ 男 肝癌 切除 １１．６． 有 Ｂ １７
４ ７０ 女 肝癌 PEI １２．５．９ 単 発 S４ ２７×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２１
５ ８３ 男 肝癌 TAE １１．８．３０ 単 発 S６ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ５
６ ７５ 女 肝癌 RFA ８．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ９．２
７ ８０ 女 肝癌 TAE １２．１１．２０ 単 発 S１ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ５．７
８ ８６ 男 肝癌 T／R １３．１１ ３ 個 S１４６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｃ ３６．６
９ ７８ 女 肝癌 RFA １２．３．１ 単 発 S４ ８×９ 腫瘤 有 Ｃ １６．２
１０ ８２ 女 肝癌 RFA １２．３．１４ 単 発 S７ １３×９ 腫瘤 有 Ｃ １０．１
１１ ８７ 女 肝癌 TAE １２．７．６ ２ 個 S３ ２０×１５ 腫瘤 有 Ｃ ４１４．５
１２ ８５ 女 肝癌 RFA １２．２．１３ 単 発 S５ １０×１７ 腫瘤 無 Ｃ １５．２
１３ ７６ 男 肝癌 TAE １２．６．２０ ＞４個 S４５６７８ ５５×５２ 腫瘤 有 Ｃ ８２
１４ ８１ 女 肝癌 TAE １０．１１．１０ 単 発 S３ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ
１５ ７７ 女 癌なし Ｂ ２．２
１６ ６５ 女 肝癌 １８年度報告済 Ｂ
１７ ７３ 女 肝癌 １８年度報告済 Ｂ
１８ ７８ 男 肝癌 ２１年度報告済 Ｂ
１９ ５９ 女 肝癌 ２２年度報告済 Ｂ
２０ ８５ 男 肝癌 １８年度報告済 Ｃ
２１ ８８ 女 肝癌 １８年度報告済 Ｃ
２２ ６９ 男 肝癌 ２２年度報告済 Ｃ
２３ ８０ 女 肝癌 ２２年度報告済 Ｃ
２４ ７９ 女 肝癌 ２２年度報告済 Ｃ

７０



２）平成７年度～平成２３年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１１か月後死亡
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １２年１１か月後他病死
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ０１．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年３か月後他病死
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ ４年後再発
３３ ７６ 男 切除 ０４．３．１０ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年４か月後再発
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年８か月後死亡
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 未治療 ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ ２か月後死亡
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ 再発、７年３か月後死亡
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年３か月後死亡
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３ 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、８年２か月後死亡
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE ０４．６． 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５か月後死亡
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡
４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ４年３か月後再発
５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年３か月後死亡
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ ４年１０か月後死亡
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ 再発、６年２か月後死亡
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ５年５か月後死亡
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年２か月後死亡
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ４年１か月後他病死
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１１か月後再発
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ 再発、７年７か月後死亡
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ６年３か月後再発
６１ ６８ 男 肝癌否定 （単 発 S６ １３×１３） 無 Ｂ 生存中
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 Ｔ／Ｒ ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６６ ８２ 女 TAE ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ 腫瘤 Ｃ ３年７か月後再発
６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年１０か月後死亡
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１２年１１か月後死亡
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ ４年９か月後再発
７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 切除 ０７．１．１２ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後再発
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年後死亡
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７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ 再発、９年６か月後死亡
７５ ６３ 女 Ｔ／Ｒ ０７．５．８ 単 発 S８ １６×１６ Ｂ ７年１か月後再発
７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ 再発、８年後死亡
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年後死亡
７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年７か月後再発
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ ３年４か月後再発
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ ２年７か月後他病死
８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 S２／３ ２０×２０ Ｃ 再発、８年７か月後死亡
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年後死亡
８３ ７０ 男 RFA 単 発 S５ １２×１２ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
８４ ７７ 女 TAE ０９．３．２４ ２ 個 S５８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年３か月後肝不全死
８５ ８４ 女 T／P ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
８６ ７２ 女 TAE ０９．１２．１８ ＞４個 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年２か月後死亡
８７ ７９ 女 TAE １０．１１．１８ ２ 個 S８／３ ４０×３５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
８８ ８９ 男 TAE ０９．１０．６ ＞４個 ２０×２０ 腫瘤 Ｃ ３年９か月後死亡
８９ ７６ 女 T／R ０９．１０．６ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
９０ ７６ 女 T／R ０９．７．２２ ２ 個 S３／５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年７か月後死亡
９１ ７９ 男 Ｔ／Ｒ １０．３．２５ 単 発 S７ ２３×２３ 有 Ｃ ２年１１ヶ月後他病死
９２ ８５ 女 切除 １０．３ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
９３ ６６ 男 TAE ０９．７ ＞４個 S１ 浸潤 有 Ｂ １年１０か月後死亡
９４ ７３ 女 切除 ０９．１０．２０ 単 発 S５ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
９５ ６８ 女 切除 ０９．８．２１ ＞４個 S３４８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ 生存中
９６ ７５ 男 TAE ０８．１ ＞４個 S２４５８ ３８×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年３か月後死亡
９７ ７８ 男 精査中 Ｃ
９８ ７５ 男 TAE ０７．２．１１ 単 発 S６ 無 Ｂ ７か月後再発
９９ ６６ 男 TAE １１．１．２０ ２ 個 Ｓ５／６ １２×１２ 腫瘤 Ｃ 無再発生存中
１００ ８０ 女 RFA １０．１１．０９ 単 発 S６～７ １８×１８ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１０１ ６４ 女 TAE １０．１１ 単 発 S６ ５×５ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後再発
１０２ ７５ 女 切除 ０８．７．３０ 無 Ｃ 無再発生存中
１０３ ７５ 男 TAE １０．１２．０８ ＞４個 S２／５／６／７／８ ２０×１７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１０４ ６９ 女 RFA １０．４ 単 発 S６ １８×１８ 無 Ｃ 無再発生存中
１０５ ７９ 男 TAI ０９．１０．２６ ２ 個 S７／８ １８×１５ 腫瘤 Ｃ ２年８か月後死亡
１０６ ７１ 女 切除 ０７．８．１７ 単 発 S２～３ ６０×６０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年５か月後死亡
１０７ ８５ 女 RFA １０．７ ２ 個 S４／７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ２年５か月後再発
１０８ ８４ 女 RFA ０９．１０．３０ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
１０９ ６５ 男 T／R １０．３． 単 発 S５ ２４×２４ 有 Ｂ ２年５か月後再発
１１０ ５７ 女 切除 １１．１．１８ 単 発 S６ ４０×２５ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
１１１ ７８ 女 未確定／経過観察中 単 発 S５ ５×５ 有 Ｃ ５か月後腫瘤消失
１１２ ８７ 男 RFA １１．４．７ 単 発 S５ １５×１６ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１１３ ６７ 男 精査中 Ｃ
１１４ ７７ 女 RFA １１．７ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後再発
１１５ ９２ 女 TAE １１．１０．４ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３か月後再発
１１６ ７８ 女 Ｔ／Ｒ １０．３．２４ 単 発 S２／３ １９×１８ 腫瘤 有 Ｃ ９か月後再発
１１７ ７６ 男 切除 １１．７．２６ 単 発 S７ ８０×７５ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１１８ ７５ 男 RFA １１．７ 単 発 S６ １４×１４ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中

３）平成７年度～平成２３年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告
No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考
１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、２年１か月後死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１５年１か月後死亡
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月後死亡
１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月死亡
２０ ６７ 女 切除 ０６．０８．０９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中
２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年後再発
２２ ７２ 男 切除 ０８．４．２１ 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ ３７日後死亡
２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ２年６か月後死亡
２４ ６１ 男 動注／放射 １１．１０． １１．１０． 骨転移あり Ｂ １０か月後死亡
２５ ７８ 男 切除 １２．４．１９ 単 発 S３ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年５か月後再発
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７．全国がん検診実績との比較

平成２３年度 （単位：人 ％）

区 分
平成２３年度実績
（鳥取県）

平成２３年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） １９０，５５６ ４１，３１７，４０８ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ４４，５１５ ３，７８９，３０５

受診率（％） ２３．４ ９．２

受診率順位 ２位 ―

要精検者数（人） １，２４７ ３４６，６３４

要精検率（％） ８．３０ ９．１５

精検受診者数（人） １，０２２ ２７９，１８５

精検受診率（％） ８２．０ ８０．５

がんの者（人） １５９ ６，１７７

がん発見率（％） ０．３６ ０．１６

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） １３５，４８５ ３３，６４１，３０２ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

全国 （４，６６６，８２６）＋（４，４９５，３３８）－（１，１６８，０８２）
（３３，６４１，３０２） ＝２３．８

鳥取 （２８，４５３）＋（２８，２４７）－（１５，０７５）
（１３５，４８５） ＝３０．７

受診者数（人） ２８，２４７ ４，４９５，３３８

受診率（％） ２０．８（３０．７） （２３．８）

受診率順位 （７）位 ―

要精検者数（人） １７４ ７９，２８０

要精検率（％） ０．６２ １．７６

精検受診者数（人） １４０ ５３，８７６

精検受診率（％） ８０．５ ６８．０

がんの者（人） ２３ ３，４５２

がん発見率（％） ０．０８ ０．０８

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） １９０，５５６ ４１，６１０，６１２ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定受診者数（人） ４８，５１３ ７，０９０，１６３

受診率（％） ２５．５ １７．０

受診率順位 １５位 ―

要精検者数（人） ２，４６７ １９０，１６０

要精検率（％） ５．０９ ２．６８

精検受診者数（人） ２，２０８ １４８，１３４

精検受診率（％） ８９．５ ７７．９

がんの者（人） ４４ ４，２２３

がん発見率（％） ０．０９ ０．０６
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区 分
平成２２年度実績
（鳥取県）

平成２２年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） １１８，２４８ ２５，５３５，２６５ ○「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

全国 （２，５４１，９９３）＋（２，５０９，９４６）－（４００，８６３）
（２５，５３５，２６５） ＝１８．２

鳥取 （１７，７２６）＋（１８，１９４）－（１，２３６）
（１１８，２４８） ＝２９．３

受診者数（人） １８，１９４ ２，５０９，９４６

受診率（％） １５．４（２９．３） （１８．２）

受診率順位 （４）位 ―

要精検者数（人） １，３６２ ２１０，２４６

要精検率（％） ７．４９ ８．３８

精検受診者数（人） １，２７５ １７７，４４６

精検受診率（％） ９３．６ ８４．４

がんの者（人） ７２ ８，０３７

がん発見率（％） ０．４０ ０．３２

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） １９０，５５６ ４２，４４６，４１２

受診者数（人） ５２，１９２ ７，６７１，０９７

受診率（％） ２７．４ １８．０

受診率順位 ４位 ―

要精検者数（人） ４，３０７ ５４３，０９８

要精検率（％） ８．２５ ７．０８

精検受診者数（人） ３，３４０ ３４１，９５４

精検受診率（％） ７７．５ ６３．０

がんの者（人） １３１ １６，７２８

がん発見率（％） ０．２５ ０．２２

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん対策専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業
報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 受診率順位は厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値と比較した順位
３ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
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平成２４年度 （単位：人 ％）

区 分
平成２４年度実績
（鳥取県）

平成２４年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） １９０，５５６ ４１，９３４，０８１ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ４６，９６２ ３，７８８，２０４

受診率（％） ２４．６ ９．０

受診率順位 ２位 ―

要精検者数（人） １，３９６

要精検率（％） ９．１５

精検受診者数（人） １，１６６

精検受診率（％） ８３．５

がんの者（人） １５７

がん発見率（％） ０．３３

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） １３５，４８５ ３３，２４５，７１２ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

全国 （４，４９２，６０８）＋（４，４９５，３３８）－（１，１７７，０５０）
（３３，２４５，７１２） ＝２３．５

鳥取 （２８，２０６）＋（２９，３３２）－（１５，４３３）
（１４２，２５１） ＝２９．６

受診者数（人） ２９，３０７ ４，４９２，６０８

受診率（％） ２１．６（２９．６） （２３．５）

受診率順位 （８）位 ―

要精検者数（人） ３６４

要精検率（％） １．２４

精検受診者数（人） ２５２

精検受診率（％） ６９．２

がんの者（人） ５３

がん発見率（％） ０．１８

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） １９０，５５６ ４２，１６３，８５９ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定受診者数（人） ５０，３７６ ７，２８９，５４３

受診率（％） ２６．４ １７．３

受診率順位 １５位 ―

要精検者数（人） ２，４６０

要精検率（％） ４．８８

精検受診者数（人） ２，２０１

精検受診率（％） ８９．５

がんの者（人） ３５

がん発見率（％） ０．０７

７６



区 分
平成２３年度実績
（鳥取県）

平成２３年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） １１８，２４８ ２５，６８０，９８１ ○「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

全国 （２，３７６，３４８）＋（２，５０９，９４６）－（４０９，９５２）
（２５，６８０，９８１） ＝１７．４

鳥取 （１７，７８２）＋（１８，１８２）－（１，５１５）
（１２２，４７５） ＝２８．１

受診者数（人） １７，８１８ ２，３７６，３４８

受診率（％） １５．１（２８．１） （１７．４）

受診率順位 （３）位 ―

要精検者数（人） １，３１４

要精検率（％） ７．３７

精検受診者数（人） １，２１１

精検受診率（％） ９２．２

がんの者（人） ７８

がん発見率（％） ０．４４

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） １９０，５５６ ４２，７９１，７４２

受診者数（人） ５４，３６２ ７，９８５，６９１

受診率（％） ２８．５ １８．７

受診率順位 ５位 ―

要精検者数（人） ４，６６９

要精検率（％） ８．５９

精検受診者数（人） ３，５８８

精検受診率（％） ７６．８

がんの者（人） １４９

がん発見率（％） ０．２７

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業
報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 受診率順位は厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値と比較した順位
３ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
４ 要精検者数等については、平成２０年度分から翌年度集計となったため、空欄としている
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Ⅲ．平成２５年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況
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催
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容
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会
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後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

１６
２名

演
題
：「
国
民
皆
除
菌
時
代
に
お
け
る
胃
が
ん
の
予
防
と
治
療
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
２
内
科
診
療
科
群
助
教

河
口
剛
一
郎
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

柴
垣
広
太
郎
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

神
戸
貴
雅
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
検
討
会

平
成
２６
年
２
月
１６
日
（
日
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

４９
名
演
題
：「
子
宮
内
膜
細
胞
診
は
体
癌
の
早
期
発
見
に
有
効
か
？
」

講
師
：
が
ん
研
究
会
有
明
病
院

細
胞
診
断
部
部
長

杉
山

裕
子
先
生

症
例
提
示
５
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
２６
年
２
月
８
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

７１
名
演
題
：「
肺
が
ん
検
診
に
お
け
る
胸
部
Ⅹ
線
写
真
の
読
影
と
判
定
―
判
定
基
準
の
変
更
を

踏
ま
え
て
―
」

講
師
：
石
川
県
立
中
央
病
院
放
射
線
診
断
科
診
療
部
長

小
林

健
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

武
田
洋
正
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
附
属
病
院
胸
部
外
科

荒
木
邦
夫
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
第

２１
回
烏
取
県
検
診

発
見
乳
が
ん
症
例

検
討
会

平
成
２５
年
８
月
３
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

７７
名
演
題
：「
乳
が
ん
の
予
防
と
診
断
―
超
音
波
検
査
を
中
心
に
―
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
保
健
学
科
病
態
検
査
学
講
座
教
授

廣
岡
保
明
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

山
口
由
美
先
生

中
部
―
１
例
：
野
島
病
院

林
英
一
先
生

西
部
―
２
例
：
鳥
大
医
附
属
病
院
乳
腺
・
内
分
泌
外
科

細
谷
恵
子
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２５
年
８
月
２４
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

８６
名
演
題
：「
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
に
必
要
な
医
学
知
識
」

講
師
：
近
畿
大
学
教
授

医
学
部
内
科
学
教
室
（
消
化
器
内
科
部
門
）
樫
田
博
史
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

柏
木
亮
太
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

井
山
拓
治
先
生

西
部
―
２
例
：
鳥
大
医
附
属
病
院
消
化
器
内
科

河
口
剛
一
郎
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２６
年
２
月
２２
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

１０
８名

演
題
：「
佐
賀
県
『
肝
が
ん
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
』
汚
名
返
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
地
域
ぐ
る
み

と
多
職
種
協
働
―
」

講
師
：
佐
賀
大
学
医
学
部

肝
疾
患
医
療
支
援
学
講
座
教
授

江
口
有
一
郎
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

満
田
朱
理
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

永
原
天
和
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

西
向
栄
治
先
生
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１．胃がん検診症例研究会
日 時 平成２６年３月１日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

東・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

［東部症例］ 提出者：鳥取市立病院 柴 垣 広太郎
７０歳代、男性
既往歴：高血圧・高脂血症・糖尿病
家族歴：特記事項なし
嗜好歴：飲酒 ビール７００ml／日、喫煙 ２０本×４０年（６０歳で禁煙）
現病歴：高血圧・高脂血症・糖尿病で近医に通院中に、血液検査で肝障害を認め、腹部USで多発

肝腫瘤を指摘され、平成２２年６月に当院に紹介となった。HBs-Ag（－）、HCV-Ab（－）。
CEA／CA１９-９／AFPは上昇なく、前年度の胃透視・同年の他院TCSで異常を指摘されず。
肝生検でadenocarcinomaを認め、上部消化管内視鏡検査（EGD）で胃角部後壁にType２
の分化型胃癌を指摘された。

【上部消化管造影所見（GI）：平成１７年、１８年、２１年】
牛角胃のため、Baは検査初期に十二指腸に流出し、胃角部から前庭部の前壁は全ての年度にお
いて一貫して描出不良であり、造影検査によるsurveillanceが困難な患者であった。
【EGD】
胃角部後壁に立ち上がり明瞭な周堤を持つ不整形潰瘍を認め、潰瘍堤は凹凸不整、不均一な白苔
が付着し、潰瘍周囲には境界明瞭な発赤陥凹を認めた。発赤陥凹部のNBI拡大観察では、微細で不
整な絨毛様構造が高密度で増生し、背景粘膜と境界明瞭であり、gastric adenocarcinoma, cType２,
T２, tub１,６０mmと考え、生検で分化型癌を認めた。
臨床経過：S-１／CDDPによる化学療法が開始されたが、１course終了時に腫瘍増大と出血を認め、

PDと判定した。安全な化学療法継続のために遠位側胃切除術を施行し、下記と診断された。
Gastricadenocarcinoma, M, Post, Type２, ６５×５５mm, por１＞tub２, pT２, int, INF-b, ly２, v３,
pN２（３／１８）, pM１（liver）, pPM０（５mm）, pDM０（７mm）, StageIV
その後はbiweekly CPT-１／CDDP、weekly PTX、FP肝動注を行うもPD、BSCの方針と
なり、平成２３年９月に自宅で永眠された。

考 察：EGDでは容易に指摘できる胃癌でも、GIでは条件によって指摘困難な症例が存在する。
本症例は牛角胃のため、造影早期にBaが十二指腸に流出し、病変が存在する胃角部後壁
は発見前年の造影検査でも指摘困難であった。GIによるsurveillanceが難しい症例は、
EGDによる精査を勧めるべきであると考えられた。

［西部症例］ 提出者：山陰労災病院 神 戸 貴 雅
７０代、女性
検診歴：平成２２年１１月 車検診を受診するも異常なし。

平成２３年１１月 車検診を受診するも異常なし。
平成２４年１２月 車検診で「胃体部レリーフ異常」の指摘を受け要精検となった。

経 過：平成２５年３月 当院紹介となり、精査を行ったところ、GIF・精密MDLにて胃体部後壁
にⅡcを認め、
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４月 胃部分切除術を施行した。（病理：SS、４３×３２㎜、sig＞por１、ly２、v０、
N３、StageⅢA、consistent with ansakiasis）

考 察：平成２２年、平成２３年の検診フィルムを遡及的に検討したところ、平成２２年時ははっきりと
指摘はできなかったが、平成２３年時は病変の指摘は可能であり、見落としと考えられた。
読影医はより注意深い観察を心がける必要があると同時に、遂年検診の重要性を再確認さ
せられた一例であった。
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２．子宮がん検診症例研究会
日 時 平成２６年２月１６日（日） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科講師 板持広明先生の進行により、施設検診２例、鳥取県保健
事業団（車検診）３例の症例検討が行われた。

検討内容：
鳥取大学医学部産科婦人科助教 佐藤慎也医師より下記の５症例が提示された。
症例１、２は検診を契機に発見された子宮体癌症例。症例３～５は経年受診していたが、浸潤癌で
見つかった子宮頸癌症例であった。各症例の細胞像および組織像を供覧しながら、臨床経過とともに
検討をおこなった。
AGC（atypical glandular cells）判定症例のなかには、付属器や内膜由来の腺系異型細胞が含まれ
る可能性が指摘された。また、各施設や担当医師による十分な細胞数の採取が肝要であり、特に閉経
後の頸管内細胞の採取を適切におこなう必要性が指摘された。

平成２５年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢 市町
村名 検診月日 一次検診

機 関 一次検診結果 精密検査
機 関

精密検査結果
治 療
機関名組 織 診 断 進行期

分 類 TNM分類

症例
１ ５１歳 鳥取市

Ｈ２１．１２．１６ 鳥取県保健
事業団

ClassⅡ
Ｈ２３．０１．３１ NILM（内診不可）
Ｈ２３．１２．２１ NILM（内診不可）
Ｈ２４．１２．０４ AGC

附属器あるいは
子宮内膜由来異
型腺細胞

鳥取県立中
央病院

endometrioid
adenocarci-
noma（G１）

ⅠA pT１aNXM０ 鳥取県立
中央病院

症例
２ ５２歳 米子市

Ｈ２４．１１．０７ 井 田 レ
ディースク
リニック

頸部：NILM
体 部：疑 陽 性
EM hyperplasia

鳥取大学医
学部女性診
療科

endometrioid
adenocarci-
noma（G３）

ⅠA pT１aN０M０ 鳥取大学
医学部附
属病院

症例
３ ５６歳 鳥取市

Ｈ２１．０７．２１ 鳥取市立病院 ClassⅡ
Ｈ２３．１２．１３ 鳥取県保健

事業団
ASC-US
萎縮性変化疑
（Estrogen 投
与後要再検査）

未受診

Ｈ２４．０８．３０ 鳥取県保健
事業団

SCC
squamous cell
carcinoma
Keratinizing
type

鳥取市立病
院

carcinoma in
situ

ⅠB１ T１b１N０M０ 鳥取市立
病院

症例
４ ４６歳 北栄町

Ｈ２１．１２．０４ 鳥取県保健
事業団

ClassⅡ
Ｈ２２．１１．１９ NILM
Ｈ２３．１１．２８ NILM
Ｈ２４．１０．０５ HSIL

severe dyspla-
sia

鳥取県立厚
生病院

microinvasive
squamous cell
carcinoma

ⅠA１ pT１a１NXMX 鳥取県立
厚生病院

症例
５ ５２歳 大山町

Ｈ２３．０１．２４ 博愛病院 NILM
Ｈ２５．０２．０６ SCC

squamous cell
carcinoma

鳥取大学医
学部女性診
療科

microinvasive
squamous cell
carcinoma

ⅠA２ pT１a２N０M０ 鳥取大学
医学部附
属病院
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３．肺がん検診症例研究会
日 時 平成２６年２月８日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 武 田 洋 正
「検診発見肺腺癌の一例」 鳥取市立病院 内科 武田 洋正、谷水 將邦
症 例：６０歳代、女性
主 訴：胸部異常影、左大腿部痛
既往歴：糖尿病、高血圧症
家族歴：特記事項なし
生活歴：喫煙歴なし（Never Smoker）、飲酒歴：機会飲酒、アスベスト暴露なし
現病歴：高血圧症、糖尿病にて近医に通院中であった。

２年前に健診にて胸部Ｘ線を施行されており、異常を指摘されていない。
１年前に外来にて胸部Ｘ線を施行されている。この際も特に異常を指摘されていなかった。
今回当院の人間ドックを受診し、胸部異常影を指摘されたため、精査目的で当院内科を受
診された。当科受診時に咳嗽、胸痛等の呼吸器症状は認めなかった。ただし、数か月前か
ら歩行時に左大腿部付近の疼痛を自覚していた。

診断後経過：
胸部CTで左上葉に腫瘤影を認めた。針生検にて肺腺癌と診断し、EGFR変異は陽性
（L８５８R）であった。またPET／CTで椎体、左大腿骨頸部等にも多発の骨転移を認めた。
肺がんと診断後、骨折予防のため大腿骨に対して放射線治療を開始した。
Stage IV Bの肺腺がんとして、カルボプラチンとジェムシタビンにて化学療法を４コース
行った。経過中に左大腿骨の病的骨折をきたし、整形外科にて固定術を施行した。その後
イレッサ、タルセバと変更しつつ治療継続中である。

考 察：Retrospectiveに見た場合、胸部Ｘ線では大動脈弓の上部にさらに陰影を認め、２年前の
段階から異常構造物が指摘できる。ただし、２年前の胸部Ｘ線と比較した場合、１年前の
胸部Ｘ線はほとんど変化は認めなかった。今回のＸ線では明らかに同部の陰影の増大を認
める。
比較読影は検診の精度を高めるうえで非常に重要であるが、早期肺がんの場合１年間の経
過では変化が乏しいこともある。比較読影の重要性とともに、正常所見の認識も重要であ
ることを再認識した。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介
症 例：５０歳代、女性。
主 訴：胸部異常陰影

既往歴、生活歴に特記すべきことなし（喫煙歴なし）。
現病歴：毎年肺がん検診を受けているが、異常なしであった。

平成２５年８月肺がん検診で胸部異常陰影を指摘された。
平成２５年９月に精査目的で当院を受診した。症状は特になし。

身体所見：１５７㎝、５０㎏、特に異常なし
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検査所見：血液、尿、生化学検査に異常なし
腫瘍マーカー：異常なし

CEA：２．７ SCC：０．５ SLX：２８ ProGRP：３２．７
NSE：１２．７ シフラ：０．８

呼吸機能検査：FVC ２．６４L（９８．０％）
FEV１．０ ２．２９L（８６．７％）

臨床経過：当院受診時の胸部Xpには、左肺門に接して３㎝大の腫瘤陰影を認めた。過去の検診胸
部Xpを比較すると、平成２２年、平成２３年よりすでに同部に２㎝大の異常陰影を認める。
このまま見落とされた訳ですが、平成２４年には、左肺門の異常陰影は増大し放射状に線状
陰影（spiculation）を認めた。この年も見落とされ、平成２５年の検診でようやく異常陰影
としてチェックされた。CTでは左Ｓ６～Ｓ１０にかけてspiculationや胸膜陥入像をともな
う３．６㎝大の腫瘍があり、気管支鏡検査でclass５、腺癌と診断された。
c-T２a１N１M０と診断し、胸腔鏡下左下葉切除術・ND２a-２リンパ節郭清を施行した。
s-T２aN１M０、PL１D０E０PM０（PL０）
左S６に３．２×３．１×３．０㎝ の 腫 瘍、adenocarcinoma、moderately＞well differentiated、
mixed subtype、BAC type＞papillary type with micropapillary pattern、pl０、ly２、v０、
micropapillary patternは５％
p-T２aN０M０、pl０d０e０pm０（pl０）、p-Stage１B

術後経過良好で術後１２日目に退院、１B期ではあるが、micropapillary patternを考慮して、術後補
助化学療法を（CBDCA＋PEM ４クール）施行した。
今回の問題点：
１．平成２４年の胸部Xp検診写真の見落とし、さらに平成２２年・２３年も見落としていた。検診読影
委員の読影力向上が必要。

２．比較読影ができていなかった。平成２４年より職場が変わり、それに伴い前年の比較読影写真が
不明となっていた。
職場変更でも過去のXp写真の存在が確認できるシステムが必要。

３．Micropapillary pattern症例について
当院で過去３年間に手術症例のうちでMicropapillary patternを呈する症例は１３例あり、切除
した腺癌の８％であった。平均年齢６３．２歳、平均腫瘍径３．０㎝で、肺癌罹患年齢としては比較
的若く、また腫瘍径も大きいというわけでもない。しかし、手術時にすでに４期となっていた
のが２例（胸膜播種）であり、腫瘍径が２㎝以下でもリンパ節転移のある症例も認めた。すで
に死亡した症例は４例、再発例は２例と早期に再発転移を起こしている。病期も半数以上が
２A期以上である。このmicropapillary patternはリンパ節転移を起こしやすいといわれている
が、今回の当院の症例もly２以上が１１例あり、今後再発転移の可能性が高く、集学的治療が必
要な症例である。

結 語
中部地区の肺癌検診見落とし例を報告した。
腫瘍径が小さくてもmicropapillarypatternのように予後の悪いタイプもあり、胸部Xpからいか
にCT検査にもちこむかが問題である。
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〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 荒 木 邦 夫
症 例：７０歳、女性
主 訴：胸部異常陰影
既往歴：特記事項なし
生活歴：喫煙歴なし
現病歴：胸部Ｘ線の検診歴は平成２０年、平成２２年―２４年と４回あり。平成２５年の検診胸部Ｘ線で

E１判定（右下肺野の異常陰影）となり受診。胸部CT検査で右肺下葉S８に１５×１１㎜大の充
実性腫瘤陰影を指摘した。CTガイド下生検の結果、肺腺癌と診断されたため、手術目的
に入院。

治療経過：右肺下葉S８＋S９区域切除術＋肺門縦隔リンパ節郭清（積極的縮小手術）を行った。術
後経過は良好であり、現在外来通院中。

病理結果：浸潤性肺腺癌、腺房型優位、pT１aN０M０、pl０、Ly０、V０、stage IA。
検診上の問題点：過去の検診胸部Ｘ線を見直すと、平成２３年からは以前と比較して病変が若干明ら

かになってきている。この時点で肺癌を発見するためには比較読影が重要であると考えら
れた。
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４．乳がん検診症例研究会
日 時 平成２５年８月３日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

［東部症例］ 提出者：鳥取赤十字病院 山 口 由 美
長期間の経過観察中に乳癌を発症した１症例
症 例：５０歳代、女性。

平成１９年の検診マンモグラフィ（以下MMG）で右乳房（Ｌ）の石灰化を指摘され、カ
テゴリー３の診断で当科外来を受診した。その際、画像検査で乳癌の所見は認められず、
以後、外来を受診したり、検診を受診したりしていた。
平成２２年の検診MMGでは、以前より指摘されていた右乳房の石灰化と新たに左（Ｍ）
の淡く不明瞭な集簇性の石灰化が出現してきた。
平成２３年には左乳房の石灰化はわずかに密度が増し、微小円形で区域性に近いもので
あった。しかし、他の画像検査では異常を認めず、平成２４年に検診を受診した。MMGで
は左乳房の石灰化はカテゴリー４と診断され、超音波検査においても左乳房Ｃ領域を中心
として、乳腺内に低エコー域が出現してきた。この低エコー域の針生検で、乳頭腺管癌と
診断され、左乳房温存術（Bp＋SN）を施行した。組織型は乳頭腺管癌＞硬癌、腫瘍径は
３．７×０．８㎝、ly０、v０、ER陽性（９０％）、PgR陽性（９０％）、HER２陰性、Ki６７＜１０％、核
グレード１であった。今回の乳癌は、比較的増殖能の低い癌であり、長期間かけて発生し
てきたものと考えられる。平成２３年の石灰化が増えてきた時点で、積極的な組織検査がで
きていなかったことが反省点であった。画像的には、腫瘤を形成せず、超音波で異常を同
定できなかった。また、背景の乳腺症もあることより、病変の範囲の決定に難渋した症例
であった。

［中部症例］ 提出者：野島病院 林 英 一
ある乳がん症例のマンモグラフィーの推移
症 例：５０歳、女性。

４年前のマンモグラフィー検診では異常なし。
２年前、右乳房に腫瘤を自覚するも、その年の検診でも異常は指摘されなかった。
平成２５年７月、検診を当院にて施行。このとき右乳房の腫瘤あり、要精査となる。
またマンモグラフィーにても腫瘤影あり、その場で精密検査を行った。
結果は、腫瘤径１１㎝のmicropapillary carcinomaであり、１０／１４の腋窩リンパ節を認めた。
この時点で、マンモグラフィーの読影結果が郵送されてきたが、その結果は異常なしで
あった。
この症例の４年前のマンモグラフィーを見直すと、確かに異常所見は認められない。
しかし、２年前のマンモグラフィーでは、右乳腺の濃度が高く、FADとして精密検査
とすべき所見を有しているものと考えられた。
今年のマンモグラフィーでも、明らかに癌を疑う腫瘤影あり、これを発表の場で提示し
た。
早期乳がん発見のため検診受診率の増加が頻繁に論議されているが、反対に検診受診者
の中の見逃し例、見落とし例に対する考察がやや欠けている印象がある。読影委員会を中
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心とした、こういった見逃し例の検討を更に充実させる必要があると考える。

［西部症例］ 提出者：鳥取大学医学部附属病院 乳腺・内分泌外科 細 谷 恵 子
症例１：４７歳、女性

平成２３年１２月 検診MMGにて石灰化C４を指摘され当科初診。
当科のMMGでは石灰化C２の診断、USでも明らかな悪性所見認めず経過観察となった。
平成２５年 再診外来でのMMGにて石灰化病変が増加。
USでは乳腺の構築の乱れを認め、同部位の穿刺吸引細胞診にて悪性の診断。
乳房全摘術（二期的再建）＋センチネルリンパ節生検施行した。
時間的に余裕があればもう１症例検討させていただきたいと思います。

症例２：６８歳、女性
平成２５年６月 乳癌検診MMGにて右腫瘤C３。
当科でのMMGでもC３（C４ともとれる）、エコーでは硬癌を疑う所見であった。
CNBでは繊維腺腫の診断であった。
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５．大腸がん検診症例研究会
日 時 平成２５年８月２４日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

「東部症例」 提出者：鳥取赤十字病院 柏 木 亮 太
症 例：６７歳、女性
主 訴：なし
家族歴：特記事項なし
既往歴：気管支喘息・虫垂炎
現病歴：平成２０年２月の大腸がん検診では便潜血陰性であったが、平成２１年１０月の大腸がん検診で

便潜血陽性となり、当院内科を受診された。
検査所見：内視鏡検査、注腸透視にて盲腸に約３㎝大の１型病変を認めた。
治 療：回盲部切除
病理所見：Adenocarcinoma、tub２＞muc、pSE、ly２、v１、pN０
検 討：前年便潜血陰性の進行大腸癌であり、便潜血検査のみでは右側結腸病変の早期発見が難し

い場合があると考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 井 山 拓 治
症 例：６０歳、男性
主 訴：なし（検診異常）
既往歴：４３歳 胆石手術、Ｂ型慢性肝炎（加療中）
現病歴：１０年前に大腸がん検診で便潜血陽性となり、大腸内視鏡検査（CS）を受けたが、異常は

指摘されなかった。それ以降検診で異常は指摘されていない。
今回大腸がん検診にて便潜血陽性であり、要精査となったため、７月９日当院を受診した。
８月２日当科にて大腸内視鏡検査施行したところ、Ｓ状結腸近位部にIsp型、８㎜程度の
隆起性病変を認めた。中心部はやや陥凹しているように見え、sm浸潤も疑われた。

病理診断：adenocarcinoma、well differentiated tubular type、SM （５００μm）、int、IFNb、ly０、
v０、pHM０

検 討：毎年検診を受けており、検診にて指摘され治癒切除できた症例。念のため注意深くフォ
ローを行っていく予定である。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院消化器内科 河 口 剛一郎
症例１：７７歳 女性
主 訴：大腸がん検診による精検目的（症状なし）
現病歴：毎年大腸がん検診受けていたが、精検は必要なかった。

平成２２年大腸内視鏡検査うけるも異常指摘されず。
平成２３年１２月大腸がん検診にて便潜血＋／＋指摘され当院受診。

既往歴：７１歳 卵巣嚢腫手術
家族歴：癌疾患なし
検査所見：盲腸内側、バウヒン弁の裏側に、約２㎝超の２型腫瘍を認めた。
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治 療：腹腔鏡補助下回盲部切除が行われた。
病理所見：Adenocarcinoma、tub２、ss、int、INF b、ly１、v１、pm（－）、dm（－）、 rm（－）、

n２０１、２０２、２０３（－）［０／１８、０／９、０／５］、P０、H０、MP、M０、Stage I、D３、R０、Cur．
A

考 察：バウヒン弁の裏にあり１年前のCSで見逃された進行癌の１例。CSではいくつか見落とし
の多い部位が知られており、教訓的な症例として呈示。

症例２：７１歳 男性
主 訴：便潜血陽性 精検目的（症状なし）
現病歴：過去７年大腸がん検診受けていなかったが、平成２５年５月知り合いからの勧めで、かかり

つけ医にて便潜血検査したところ陽性。精査にて、Ｓ状結腸に病変を認め、精査加療目的
に当院紹介受診。

既往歴：６８歳 緑内障、６９歳 高血圧症、７０歳 慢性心房細動
家族歴：癌疾患なし
検査所見：Ｓ状結腸に、粗大結節を伴う約６㎝超のLST-G、mixed typeを認めた。
治 療：内視鏡治療としてESDが行われた。
病理所見：Adenocarcinoma in adenoma、Well differentiated tubular type、M、ly０、v０、pHM０、

pVM０
考 察：術前診断としてはSM slightまでの癌と考えられたが、その大きさなどから治療方針とし

て、内視鏡的な治療を行うのか、外科手術（LAC）なのか、迷われる症例であった。患
者背景や施設特異性（術者の技量）で、どちらでも選択しうる症例と考えられた。また、
大腸ESDが２０１２年４月から保険収載されており、話題提供の意図もあり呈示した。
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６．肝臓がん検診症例研究会
日 時 平成２６年２月２２日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 満 田 朱 理
慢性Ｃ型肝炎インターフェロン治療後SVRが得られ、５年後に肝細胞癌が出現した１症例
鳥取赤十字病院 内科
満田朱理、菓 裕貴、武田洋平、堀江 聡、柏木亮太、田中久雄
症 例：７３歳、男性
主 訴：なし
家族歴：特記すべきことなし
生活歴：飲酒２～３合／日、喫煙２０本／日
既往歴：網膜色素変性症

平成１８年交通事故にて左膝複雑骨折にて手術
現病歴：平成５年より慢性膵炎およびアルコール性肝障害にて当科外来フォロー中、平成１８年１月

交通事故にて他院整形外科入院。術前検査にて初めてHCV陽性を指摘された。退院後、
禁酒するも肝機能改善せず（AST１２３IU／l、ALT１４０IU／l）、慢性Ｃ型肝炎に対して平成１９
年６月～平成２０年５月までPEG-IFNα２b＋リバビリン併用療法を行った（肝組織結果、
CAH、F３、A３）。結果ウイルス学的著効が得られ、１年間は４カ月に１回、その後は半
年に１回の定期的に超音波検査を行っていた。平成２５年４月の超音波検査にて肝腫瘤を認
め、６月には同腫瘤の増大傾向あり、同日ダイナミックCT施行し、肝細胞癌（HCC）が
疑われ、加療目的に７月入院となる。

入院時検査所見：WBC７７００／μl、Hb１５．０g／dl、Plt１５．７万／μl、T．bil０．７mg／dl、D．bil０．１mg／dl、
AST３３IU／l、ALT３２IU／l、LDH１９８IU／l、ALP２４１IU／l、γ-GTP３３IU／l、TP７．５g／dl、
Alb ４．４g／dl、ChE ２２０IU／l、T．Chol １８０mg／dl、FBS ８２mg／dl、Amy １００IU／l、HbA１c
５．４％
PT９０％、ICG-R１５１０％、HBsAg（－）、HBcAb（＋）（１１．０９s／co）、HBsAb（－）、
HCV RNA 検出せず、AFP１９ng／ml、PIVKA II２９mAU／ml

画像検査：
腹部超音波検査（初回描出時）；肝S８に１３mm大、S５に１０mm大の低エコー腫瘤を認める。
腹部超音波検査（３ヶ月後）；肝S８の低エコー腫瘤は不変であったが、S５の腫瘤は２６mm
大と増大あり。
ダイナミックCT；肝S５およびS８に早期濃染を伴わず、wash outのみを認める腫瘤あり。
腹部血管造影検査；CTAPにて門脈血流欠損域となりCTHAにて早期濃染する肝S８に９
mm大、６mm大および肝S５／６に２４m大の病変あり、HCCと診断した。

経 過：腹部血管造影後、経カテーテル的肝動脈化学塞栓術施行。後日急激な増大傾向にあったS
５のHCCに対して、リピオドール集積がやや不良であったため経皮的ラジオ波焼灼療法を
追加した。退院後３ヶ月後のダイナミックCTにて門脈-IVC間に３３×２１mm大のリンパ節
転移を疑わせる腫瘤の出現あり。リピオドールのwash outの進行を認めるも、肝内に明
らかなHCCの再発は認めず、その１ヶ月後、診断のためFNAを施行した。 EUSにてリン

９０



パ節転移疑いの腫瘤は５０mm大とさらに増大していた．FNA施行し、腫瘍細胞はCK７＋、
CK２０＋、CEA＋、AFP－であり、形質転換したHCCのリンパ節転移と考えた。リンパ節
病変は門脈へ浸潤し、門脈腫瘍塞栓を形成しており、これに対し放射線治療の予定として
いた。放射線治療開始前に、急激な黄疸の出現あり、緊急ERCP施行．リンパ節転移によ
る総胆管閉塞あり、メタリックステント挿入した。減黄が達成し、放射線治療を行った。
放射線治療後、放射線治療前には出現していた肝内に多発再発しているHCCに対し全身
化学療法としてネクサバールの内服投与をおこなったが、無効であった。現在CDDPによ
る肝動注化学療法を繰り返している。

考 察：アルコール性肝障害やNAFLDにおいてもまずはHBVやHCV関連の有無を確認する必要
がある。また、慢性Ｃ型肝炎においてIFN治療後SVRが得られてもHCCの発生の可能性あ
り、定期検査はかかせない。

結 語：慢性Ｃ型肝炎インターフェロン治療後SVRが得られ、５年後に肝細胞癌が出現した症例
を報告した。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 永 原 天 和
鳥取県立厚生病院 消化器内科
○永原天和、井山拓治、林 暁洋、万代真理、野口直哉、佐藤 徹、秋藤洋一
症 例：６８歳、男性
主 訴：肝機能障害、肝腫瘍
現病歴：５０歳ころに初めてＢ型肝炎の指摘を受けたが、特に定期的なフォローは受けていなかった。

６４歳 左膝化膿性関節炎にて他院へ入院中に、Ｂ型肝炎および糖尿病の指摘を受けた。こ
のときに当院内科へ紹介となるが、肝機能安定しており、糖尿病とあわせて近医通院を指
示された。近医では糖尿病治療が主体となり、肝臓については定期的な画像検査や腫瘍
マーカー測定はされていなかった模様。６８歳 近医での採血で肝機能の急な悪化があった
ため、腫瘍マーカーを測定されたところAFPおよびPIVKA-IIの上昇を認め、エコーにて
肝腫瘍を疑われた。また、内服コンプライアンスが良好にも関わらず糖尿病コントロール
が急速に悪化していた。

既往歴：７歳 交通事故による右足負傷、皮膚移植 輸血については詳細不明、４０歳 胃潰瘍
生活歴：飲酒 機械飲酒程度、喫煙１０本／日
家族歴：母 肝癌にて６６歳にて死去（Ｂ型肝炎かは定かでない）

妹 Ｂ型肝炎あり
弟 肝硬変（アルコールかＢ型肝炎かはっきりしない）

身体所見：身長 １７２㎝ 体重 ４９．９㎏（もともと５５㎏あった）
体温 ３５．６℃ 血圧 １０３／８３㎜Hg 脈拍 ９０／分 SpO２＝９８％

結 膜：黄疸なし 貧血なし
頸 部：リンパ節触知しない
胸 部：聴診上異常なし、前胸部にくも状血管あり
腹 部：平坦、軟、肝臓は触れない、波動なし
下 肢：浮腫なし
検査所見：WBC ３４３０／μL、RBC ４６８１０４／μL、Hgb １４．７g／dL、Hct ４２．４％、Plt １３．９１０４／μL、PT

％７０．０％、PT INR１．２０、TP７．７６g／dL、Alb３．１７g／dL、T．Bil １．０８mg／dL、AST７０
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IU／L、ALT８５ IU／L、ALP７８５ IU／L、γ-GTP４７２ IU／L、CK６９ IU／L、LDH２２４ IU／L、
BS ３５８ mg／dL、HbA１c １０．９％、CRP ０．２６ mg／dL、ChE １３１ IU／L、TG １８１ mg／dL、
LDL-C １１８mg／dL、HDL-C ２１mg／dL、Na １３１mEq／L、K ４．８mEq／L、Cl １００mEq／L、
Ca９．０mg／dL、BUN２０．５mg／dL、Cr０．５７mg／dL、HBs抗原（＋）、HBe抗原（＋）、HBe
抗体（－）、HBV-DNA７．６LogIU／ml、HCV抗体定性（－）、AFP ３９２ ng／ml、PIVKA-II
１０００９mAU／ml、CEA６．９ng／ml

腹部超音波検査：肝両葉に高エコーと低エコーが混在する多発腫瘍を認めた。門脈本幹は開存して
いた。

ダイナミックCT：肝両葉に多数の早期濃染、平衡相でwash outする腫瘍を認めた。特に右葉は大
部分が腫瘍で占拠されていた。

診 断：＃１ 多発肝細胞癌 StageⅢ、＃２ 慢性Ｂ型肝炎（おそらく母子感染）、＃３ 糖尿
病

経 過：Ｂ型肝炎に対してはただちにエンテカビルを開始した。糖尿病の治療と並行して、肝細胞
癌に対するワンショット動注治療を行った。４回繰り返したがPDであり、ソラフィニブ
４００㎎投与に変更したが、程なく肝機能増悪し治療継続困難となった。診断より約８ヶ月
後に亡くなった。

考 察：Ｂ型肝炎を指摘されながら特に通院をされておらず、肝炎検査陽性者に対する啓発活動が
十分に行えていないことが問題と考えられた。４年前に他院入院の際に再度Ｂ型肝炎を指
摘されおり、当院へ紹介されるも近医でのフォローを指示されていた。この時点で肝専門
医にて精査されていれば核酸アナログ導入について検討できていたかもしれない。またか
かりつけの近医では糖尿病治療が中心となり、肝癌サーベイランスアルゴリズムに沿った。
高リスク群（Ｂ型慢性肝炎）としてのフォローがされていなかった。少なくとも半年に一
回程度の画像検査の機会があればもっと早期に発見できていたと思われる。
２０１０年～２０１３年に当院でのＢ型肝疾患関連の初発HCCは１３例あり、①サーベイランスア
ルゴリズムに沿っていたものは４例（当科通院中の３例と他院フォロー中の１例）、②HB
陽性指摘されながら自己判断で定期通院されていない例が３例、③医療機関への通院はあ
るがサーベイランスアルゴリズムを逸脱していたと思われる例３例、④有症状にて当院初
診の症例３例であった。Ｂ型肝炎に限らず、アルゴリズムに沿ったサーベイランスが重要
であるし、また肝炎ウイルス陽性者の受診・受療促進のための啓発活動も強化していく必
要があると思われた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治
HBs抗原陰性化後に発症した肝癌の１例
山陰労災病院 消化器内科 ○西向栄治、岸本幸廣、前田直人、森尾慶子、角田宏明、向山智之、

神戸貴雅、謝花典子、古城治彦、川﨑寛中
外科 大井健太郎、放射線科 井隼孝司、病理 庄盛浩平

【はじめに】
HBVキャリアでHBs抗原が陰性化した例に対しfollow upが中止されている場合がある。そのよ

うな例でも肝癌を発症するので引き続きfollow upが必要である。今回HBs抗原が陰性化した後に発
症した肝癌の１例を報告する。
症 例：５２歳男性、飲酒歴あり、摘脾後の肝硬変のHBVキャリア。
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観察期間は１９年。半年ごとの定期検査を勧め外来フォロー中AFP上昇（３８９ng／ml）を
指摘された。発見時、TB０．６mg／dl、Alb４．３g／dl、PT１０４％、AST１８IU／l、ALT１９IU／l、
Plt２８．５（摘脾後）、sAg陰性０．７、sAb陽性１３．２、cAb５４．４、血中HBVDNA検出せず。AFP
３８９ng／ml（L３分画２％）、PIVKAII正常。造影CTを行い肝S６辺縁に早期濃染する１５mm
大腫瘤を認めた。EOB造影MRIの肝細胞相で明瞭な低信号を認め、血管造影では動脈相
で腫瘍血管の増生を認め平衡相で濃染像を認め、中分化型HCC（T１N０M０：stage１）と
診断した。治療として腹腔鏡下肝部分切除を行った。切除標本では１４mm大の腫瘤を認め、
病理で索状型高分化型腺癌、非癌部は肝硬変と診断された。

考 察：肝癌サーベイランスで、定期スクリーニングの対象として推奨されている疾患はＢ型・Ｃ
型慢性肝疾患および非ウイルス性の肝硬変である。しかし本例のように長年肝機能が正常
であり、HBs抗原が陰性化し、かつｓ抗体が出現し血中HBVDNAが検出されない症例で
も少なからず発癌を経験するので、HBV感染者では定期的で長期間にわたるフォローが
必要である。加えて過去４年間に肝がん検診で症例呈示したHBs抗原陰性化後に発癌した
HCCの４例の比較検討も行った。
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事業名
東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

胃 が ん １６ ２５ ４７３ ４ １７ １０１ ２６ ４，５９７ ５８２ ４６ ４，６３９ １，１５６

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ １０ ４９ １２ ９４ １３５ １２ ５３ １１０ ２８ １５７ ２９４

乳 が ん １ ６ ２７ １ ３ ２４ ２ ２０ ７４ ４ ２９ １２５

大腸がん ８ １５ ２９５ ３ ５ ４９ ２５ ９３ ５６８ ３６ １１３ ９１２

肝臓がん １ １ ８４ ４ ８ ８９ ６ １２ １２５ １１ ２１ ２９８

合 計 ３０回 ２４回 ７１回 １２５回

７．各地区がん検診症例検討会開催状況
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録
基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年
度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策
専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。
なお、登録手続きは、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありましたら、鳥取県
健康対策協議会事務局（☎０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。
申請の届出書は、「鳥取県健康対策協議会ホームページ」からダウンロードできます。

記

１．改正の要点
① 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも
のについてのみ登録する。
② 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は
３点とする。
③ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。
④ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。
⑤ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期
次回の更新時期
◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期 従事者講習会等
受講点数対象期間

子宮がん検診実施（一次
検診）医療機関 Ｈ２６．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中

肺がん一次検診医療機関 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中
乳がん一次検診医 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１
乳がん検診一次検査（乳
房Ｘ線撮影）医療機関 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期 従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１
子宮がん検診精密検査 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１ Ｈ２６年度中 Ｈ２４．４．１～Ｈ２７．３．３１
肺がん検診精密検査 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１
乳がん検診精密検査 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１
大腸がん検診精密検査 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１
肝臓がん検診精密検査 Ｈ２５．４．１～Ｈ２８．３．３１ Ｈ２７年度中 Ｈ２５．４．１～Ｈ２８．３．３１

※大腸がん検診注腸X線検査医療機関は、平成２５年３月３１日をもって廃止となりました。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ６回／年
西部 ２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

胃がん内視鏡検診講習会 東部 １回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる
こと。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送する
こと。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望
ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん
検診症例検討会

全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。
２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。
４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検
診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回
しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし
たこととする。
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対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ５回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。
２ 気管支ファイバ－スコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。
３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、
合計２０点以上を取得すること。
（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回参加は必須事項）
（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点
（３） 日本肺がん学会総会 ５点
（４） 肺がん検診セミナー ５点
（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点
８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま
しい。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会 全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点
日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波
検査装置を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を
修了していることが望ましい。
４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市
町村に送付すること。
６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、
乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること
とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、
「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県
乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す
ること。
８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届
け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。
２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像
の提出を求めることができる。
３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結
果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を
修了していることが望ましい。
４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できる
こと。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ
と。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望まし
い）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望
ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す
ること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す
ること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、
がん登録についても同様であること。
９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが
望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

山陰肝癌治療研究会 全県 １回／年 ３点

（注）上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること
とする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検
査及びHCV-RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。
４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。
（１） 走査方式は電子コンベックス方式が可能であること。
（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（３） ポラロイド撮影装置、プリンターマルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記
録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。（携帯型超音波装置は除く。）
※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承
認するものとする。

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。
６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。
ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会

全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。
２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳が
ん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。
３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。
（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重
点をおいた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発
見乳がん症例検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師
系委員から（１）に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分
能力が得られたと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できるものとする。
（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医
（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員
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あ と が き

全国的に施設検診の比率が増加しており、その精度管理の重要性が指摘されています。鳥取県にお

いては、鳥取県生活習慣病検診等管理指導協議会で検討を重ね、精度向上に努めてまいりました。集

団検診ばかりではなく施設検診の質を保っていくことが、今後益々重要となります。一層の向上に努

めてまいります。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第２０報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

発刊に際し、県医師会長魚谷 純先生に御指導を戴きました。また、県医師会事務局の岩垣陽子さ

ん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理事 岡 田 克 夫
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